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はじめに

この小さな書物は中留で壊関されたプ口レタリア文化大革命（ 1 9 6 6年～76年〉時

期の文学についての論文や資料を集めたものである。私は 19 7 3年中間に渡り、 78年

までの五年間を北京で過ごした。了葉、 f文革期文学j が私のいう f接関期Jに入った時期

である。教治運動としての文革はγ6年の“四人組”逮捕で終結するが、中

的体質は80年伐初期までは続いた（これは私の実感である〉。北京での私の五年間i士、文

革や、生活のすみずみまで波透してくるく文革的なもの〉と向き合い、体験しつづける時

間だった。日本に帰ってから私は長い関車分自身の文革体験を何とか論理化したいと考え

つづけていた。それは結局控訴したままだが、その願盟が f文革期文学研究j というテ…

マに取り組む潜在的な動機になっている。

小著は、いくつかの環論的な問題を扱った f理論J繍、文革期文学に関連して書いた！日

い論文から成る「作品檎j、主に文革期上海の文学活動についての f資料J舗の3舗によっ

て構成されている。 f文革期文学Jという大きなテーマに比して、実際に譲っている範閉が

狭すぎ＼心中世提たる思いが強い。だが、ひとまず形になった今、これでようやく本格的

な文革期文学研究がはじめられるという気持ちになっている。そういう点でこれは、私告

身の今後の研究の出発点になるものである。

f設語文化研究叢書j とし、った名前の研究書をシヲーズで出したい、というのはずっと

以前から忍も特望していたことだった。それがいよいよ実現することになって、熔しい。

そのシリ…ズの第一期に、私むものも加えてもらうことができて、よけい嬉しい。こ

審の出版によって先生方の研究費が影響を受けることになる。先生方に心からお札をE詳し

上げたい。今後、中々書物にはしにくい資料’註の5齢、研究成果などがこ

るようになり、そのようにしてこの議警が続いていくことを希望している。

小著の饗料部分は、平成9～11年度文部省科学研究費構助金によって行われた

され

期文学j の基礎的研究」（課題番号 09610459）の研究成果の一部である。原穣入力には、

九州大学大学院比較社会文化研究科博士課程の続生だった小崎太一、堀野このみ、間比較

社会文化学婿欝士課稜の宮下尚子、開ふさ子ちの諸君の助力を得た。編集作業は官下尚子

さんから随分場けてもらった。記してお札を申し上げる。また城高印刷の二本木一哉さん

には原縞の遅れ、訂正などで本当にご迷惑をおかげした。そのお詫びとお礼も申しておき

たい。

2003年 3月

佐酷暗
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第1章

文革期文学とは何か＊

ーその静審的定義一

1.文革期文学の定義と名称

定義 ここで「文革期文学」というのは1966年一76年の期間、つまり文革期に

出現した文学（作品、誌協、文学理論）を指す。従って文革後に審会れた、文革に取材

した文学はここに含めないにれは次項に述べるような理由で f文革を描いた文学j と

よぶべきであろう）。

名称、 中国では八十年代にはこの時期の文学を「文革文学Jという思な特定の名務司、

呼ぶことはなかった。 f文革期は文学空白の醐だj という認識からすれば、それはそ

れで筋の通った話で、あるO 管見の範囲では最初に「文革文学j という語を用いたのは議

凱雄・賀紹竣1である。この論文は fゆるやかな基準jで考えれば文革期にも文学活動

があったで、はないか、と主張し、文学のあったことを認め、それを誹究すべきだと呼び、

かけたものだが、本文では「“文革”文学Jのように記している。九→年代になって文

革期の文学活動への研究が進むにつれい文革”文学Jという呼称は次第に使用される

ようになる口この時期の文学存関で現在最も多産な研究者である王尭2は「“文革文学＇ J

という諾を用い始めているし、これまた現在最も影響力のある当代文学研究者の洪子裁

3も f“文革文学” j という用語を使っている。だが、文革期に書かれた詩歌を「“文

き鴇究jあるいは「文革詩歌Jと呼ぶ研究者がある一方、文革を描いた小説をド‘文

草野小説j と呼ぶ研究者もいる。前者は李新字4、後者は許子東5である。こうした言い

方を拡大していくと、 f文革文学jには、’ literatureabout Cultural revolution ’ 

と’ literature during Cultural revolution ’の両方が含まれることになりかねなし主

改革期文学j 〈文革吋期文学）という用語を棒高したいロ

＊本軍は、 f文革期文学jのホームベ｝ジ（http://www.geocities. jp/gm点。ujp／）に掲載した問題名

の短文を基にしている。収鉄ずるに当たってかなりの番き換えをおこない、また注を祷った。
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2.二種類の文学

文革期の文学には、 A.体制に公認された出版物の形で流布した文学にれそとりあ

えず I公然文学Jとよぶことにする）と、五回覧や手抄、手紙などの形で個人やごく

狭いグループ関で流布した非公然の文学6 （これを楊龍に散って f地下文学j というこ

とにするうの二種類があった。この二種の文学は基本的に交わることがなかったので、

これを別々に考察するほかない80 以下は主として公然又学についての定義で、ある。

3.時期区分

文革期の公然文学にもその発展消長の歴史があった90 弘見によればそれを大きく 3

期に区分することができる。

a.混沌期（1966-69年）

文革開始（1966年5丹）から中共第九回全開大会開擢（69年）までの期間であ

る。これまで文壊を構成していた申国文芸連合界ー中間詐家協会－ 新属作家〉 d 地方

組織ー務属作家）に対する批判・攻撃が激しくなり、文芸界の枠組みが崩壊10、文芸

雑誌も停刊になった11文学的空白期を経て、 67年江青が文芸界の指導権を撮り、京劇

の改作など損傷j界を中心に f文革期文芸jの確立を目指し始めた時期120 文悲界の人士

への批判・攻撃は続き、文芸関孫の出版物不在のままで、小説も文3詩師事もiまとんど見

られな礼文学活動としては、文革前1ア年の鞠圏、小説への大瀬強靭jが主要なもの

で、創作としては r人民日報』や誼衛兵新開などに散発的に発表される毛沢東と革命へ

の忠誠を歌った詩文・快板など民間芸能の形式を利用した実権派批判・毛沢東語畿の歌

唱化や、紅傷兵による文革宜信の歌舞が主なものだった。

話．始轍頗（70-71年J
出版機：講による文学関孫の書籍が出販され始める。多くは「工入業余写件報jのよう

な罷名看財全集団による報告文学であるが13、仇学宝のような借入の詩集もある 140 この

時期ι毒事体された文芸界の男建の模索が進んだと考えられるむ 「工入業余期待~J の作

品集や文革前に活醸した作家の作品の出版などはその表れであるむいわ試文革期文学と

いうものが形をとり始める、始動期・鶏芽期といっていい。

c.接関期（72-7 6年〉

当時の党中央笠松部門が、停刊していた雑誌を復刊させ、労農兵出身の作家（いわゆ

る f業余作家j〉を養成し、既成昨家を部分的に解放したりして、新興労農兵勢力によ

る文壇構築をはかった時朔で、あるむこれらはすべて19γ2年から顕在化する口 7

は文芸講話発表30周年に当たり、これを機に文学活動が正式に再開されたわけである

15 0 文諒臨も全国誌を除いて復刊するc 三結合の執筆グノトプ16による報告文学、 γ

2年の講話30周年記念徴対苦動のなかで発揺された青年作家たちの短編集の出版など

全国的に文芸界再建の動きが進む。文革の中J心地だった上海会例にとると、朝霞議書、
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1輩文革期文学とは荷か

雑誌『朝霞』の刊行などを経て、だいたい74年には新しい文学者集団が形成されたと

考えられ、これは全国的にも同じ総記だったとみていいので、はないれ新しい文学界の

主体となったのは知識青年出身の労働者・農民・共士、いわゆる業余作家たちである。

この72年から 76年までが文革期文学の展開期である。この期関は中国共産党内部

で文革撞進派と文革批判派の識しい権力関争が、 f社砂時t孔j f水詳伝批判j f走資派

批判 明小報開UJなどの名を冠した大衆的樹齢叢動として展開されていた時期であ

り、文学も基材さにはこの運動＝権力闘争に文革推遡誌の立場で参画した合だがそれも

76年10月「四人組jの謝惑によって唐突に終鷲する。

しかし76非10月以後も政治体制や社会心理は依然文革期の組銃であり、新しい文

学靖神が「新時期文学j として定着するのは入寸年代に入ってからで、ある。

4.文学的特徴

次に文革期公然文学の特徴を考えてみる。く文章朝文学〉は一口に蓄えばf政治擾先、

変形されたPマンチシズム、意識的に採用された粗野で非知性的な文学表現、性表現の

忌避Jなどの特徴を強くもっ文学で、ある。特徴を以下に列挙する。

a.創作動機と主題の政樹生（文革の劇部甑震のそれぞれの時甥の政治目標に恭仕する

という明確な義明宇目的、ないし動機がある） 1 7 0 

b.持者の耕地・無名性・匿名性（作者は個人の私的な接指や思想を表現せす去、仮思

された集団［我々〕の思濯や感情を述べている。また作品自身がしばしば本名ではなく

集団［例えばヨ言合写作lJ組制の名で発表される） 1 8 0 

c.詩語・文体の戦闘性・煩動性（〈高めの暴露と打倒、 〈味方〉の士気高揚にむけて

読者の感椿を組織しようとする昔話・文体の意罰的多用） 1 9 0 

d.感性の鏑向（感傷、哀感、繊閣な［暗い・しっとりした］感性の徹闘切除、逆に

豪快、粗放、殺伐、激越な［暴力的な、ドライな〕感性口変形されたロマンチシズムの

重視20）。

。．く性＞自壊現や性を連想させる表現の忌避・抹殺21 0 

5.方法／理論

文革期公然文学のか法・理論は次のように規定できる。文革思念実現を目指し、文革

体鱒醸のは芸講話を基調とし、三十年代文学と建国後十七年の文学の否定の上に打

ち立てられた、 『紀要Jを根拠とする政治突出の］文学理論・議IJ{"P:が去22 0 

一方、地下文学はおおづかみに誓って、〔リアリズム或いはそダニズムを基調とした］

「反J或いは非文革体制の文学であるが、意識された理論・護者乍方法があったわけでな

はし、

6.文学史的位置づけ
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文革期を文学豹空白と見るべきではない。あるいは、地下文学には見るべきものがあ

ったが公然文学はダメだったというふうに再者な切り離して評価すれば足るというもの

でもなし、それは公然文学と地下文学の二つがともに行われていた、当代文学史の中の

一つの確たる文学時期で、ある。それをまず確認しなければならない23 0 公然文学は十七

年の文学の一種の必教師融きであり、地下文学は八十年代モダニズム文学の先駆で、ある。

ただこの時期の文学（1976年の天安門詩歌運動も含めて）を、霧時期文学に対して

どう位置づけるかは簡単にi訴吉論の出せない問題（将来の課題診である240

［出

1 顕雄・賀紹後「文革文学：一段樹辱盤新研究的文学史j （髄山Jl1989年2期〉

2 例えば、五尭 f関於“文革文字跡見義与相関j （『文芸理論与研究~ 1999年5期〉などの

3 洪子蛾『中国当代文学克いじ京大学出掛土、四9年g月

4 一一「“文革”熊野繍J（『斉魯学部 1993年3勝。ただし本文ではさ開持号をはずして f文

のように書いている。

5 言午子東 f為了宕詩的集備C'撞：売機50篇丈科、組三耳糟店、 200号制月

6 文革期に非公擦の文学活動のあったこと出経験的に知られている事実だった。文革後出版されたノト

言主諜揚「第二次損担、北島「波動j、軒凡［公開的情動などのほカヰこ、郭路生の詩、後のま今
苅〉のメンノ《ーたちによる詩作品など、それらはその文常持震ヰ讃み手に与える機撃力において

はるかに公然ぷ学を超えていた

7 楊健の『文化大革命中的地下文学J奪軽量出版社、 1993年1月、はそうした作品やその作者たちを
掘り匙こして「地下文前として提訴した。こうして、文革期の文学活動を全語的に考察する路

が開けた。この点で梯健の表識は大きい。洪子裁前帯都立 f“丈草野期間の文明こは、二つの異な

る部分が存在してい丸一つは錫雪の出版物に発表されてし叱作品で、もう一つi訴騰さちるいは

半寂癌状態で識かれ、伝播した作品である。後者について、“地下文学’の株券を使っている研究
者もいるj と番いているむ

8 I：公然文学j と「地下文学jの大きな区別は工公然文学Jが文革の説愉悦判且み er文化を含む上

書静戴錦織域の革命J）の中で機能し、あるしヰ持離をすることをめざしたのに対し、「地下文学J

は本難色iこその榊豆みをぽずれた地点で審会れたという点であろう。

9 これまで、の文学史で丈革期文学の時期底分を試みたものとして蹴態お『中国当代文学史輔副をあ

げることができる。陳によれば、江腎らはまず f阪会的異分子勢力と文化蹴ょの伝縦捜索を

全て徐き去ったのちj r “プ口レタヲア踏級文装の新紀元持の開始を賞曾j し、 f自らの政治関

争に審在了する高度に政治化・銃創じされた文芸建計乍Jを展開した。その結果文革の全期間に公に

出版された文学が制本として荒露、結渇、崎形な発壌をとげるとしサ局蔀をつくりだしたj。こ

の文学にも段階的第七の蹴呈があるが fこういう高震に政治化された文学の変化は、き当然滅的

事｛牛と密接な関係、があるj と述べ以下のような時期区分（婆訟をおこなってし

第一脚普（ 1鍛年5月～1971年9月）

文革関始時期の 1966年5月の中共中央段治局拡大会譲ゑと 8月の八期十…中全余とし、それ以後

1971年§月材抱事件発生まで一このB義期は

f下品。間家のコントロ…ル下にある映像・活字メヂィアを通じて強制約ι人民に浸透し、少なく

とも表面的には文革期の繍申的象識となっていた。この過程で“三突出” “ヨ袷”等のモヂ》
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とは｛可か

化された文学講併観念会主形成された

第二部曽（ 1971年9月～ 1974年12月）

播轄の変動（掛指グyレープの失脚）にともない、国家の文芸政策にも変イ己主主生まれたλ併せし

ていた文芸雑誌の復刊、文議書の出援が一定の張度内で再開された。文芸創作も開始されたが、

問時に文装をめぐる政治関争も激しくなった（棟は 1973年の湘麟 f閣下之歌jt蹄蛇椀として

あげる〉。

第三段階（ 1975年 1JI～1976年 10舟）

75年1月全国人民代表大会切奇患来が明つの現代イ乙jを提起、期患来・野J-J¥体制による文革

の行き過ぎに対する諦盤改策が努Tされた。この結果江青ら極左集聞と屑思来・勧J0flらの政治

関争方激化した。この関争は芸領域で際立ち、江膏らによる映離「倉i議j、 ［海戴jに対する批

判者めぐって顕在イじした。毛沢東は鴇i隣jを支持、とれより文芸政策の調整が始まったの 76

年には『人民文学Jなど全国的文諜誌治液刊した。またこの前後から葉卒、張誤抗、王!J、薦、
平田ら失職青年らが綿入の名で文芸誌に作品を発表し始めた。これらの作品は文革後の知識青年

文学の発端だった。 “臨入紅はこの時期 f走資派と関争するj映盟、演劇を作り政融情揚を

図ろうとした。こうした鍾陵と関争は76年の天安門事件で混却こ遣した。

以上は除然文学Jの時期区分だが、楊鰭ま「地下文学運動について時期罷分を試みている。

公然文学としての文革期文学を考える上でも参考にえとると思うので摘録しておく。

「1966年5月～1969年4月。これは丈革の全部的動芸L内戦の時期であるの 1969年4丹党の“九

仲間共産党第九回全国代表大会）が関かれ、薪たな党と国家のま鱒部が形成された。

その後期滞期踏襲i立解散させられ、強制告さに磨討すに下放させられた。幹部は 1 ・七”幹部学校

に追われた。党中央の指導韓のいわゆる古瀬町’ （線車を含む）はヰ践を放滋され、

下放された。社会秩序は安定期に入った。これより前の二年間の文革運動期iこは、主として釦雑

兵文芸活動が“地下文学’の主導だった。

19的年4月～1971年“9. 13事flf'' （林彪事件）。全国は f闘争ー強制 m 改革jの時期に入っ

た。最初の地下サロンが生ま才弘機左路線、文イ国彦裁政治と対p噂した。この時期の最大の収穫は

一群の托悌j的ヲア予ズムの仲品が生まれたことである。

1971鞠も 1974年。却は革命の幸子関の日繍である。周恩来の指導する“材議院準監慮”運動

のなかで、極左路線は抑制さ払全人民的に聞に見えない思麟轍運動が始まった。この特定の

環境下で“地下サロゾカ滞発化し、 1983年同詩白葉期に入った。最後にはそダニニズムの告彩を

帯がすこ一群の詩作が生まれるに＼，＼たった。

1974年～1976年10丹。 “四人組”と真っ向から蹴った時期。江背集団と“地下文学’が全面的

な包関討伐と反撃戦をおこなった。陳毅間d志の逝去を巡って、全人民の中に『棟鵜輔副明身悼

言鵠司カ淳書きで官わったり、一部の“地下サロン”の主宰者射患下文学の作者が逮捕され入獄し

たりした。関争は丙炭靖明（19花年4月）の天安門広場の詩職掌動の中で最高潮lこ達し、この後

一群の力作が出現した。 j （キ差額弘前掲書時i言J) 

10 1966年間江耕三上溝で秘密嚢に明散文装工｛特産談会jを開し九その言識（場指再審委託

江背同志石関告さ部稼文芸工作鹿談会議諜j、i麟：路護Jlこは「建国以来の文芸界では（中略）

毛主席の思想と対立する皮党・反社会主議の黒し略がわれわれIな麟誌をふるっていたj と替かれ
ていた。この文雷はその後文革の全新開；こわたって文革前の文芸界に関わりのあった人々を打倒

する根拠となった。 66年4月以後文芸界に対する批判は脅扮的に始まっていたが、それが全国的

に拡大するのは、ち月 1日f人民自報若説j主主文芸界・思語界の fすべての妖j蚤・変化を一掃せよj

と呼て芦かけ、ついで6月22日f文化審轍器干浄樹卓皮党反社会主義反毛沢東思轡懐線騒静的誇
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ノ予報告jが中央文件として全国l乙伝逮されて以降のことのようである。この文書は文芸界には f長

くて太く、深くて黒い反毛沢東思相の黒い路線的特Eしているjそれを徹底的に掘り出し一掃せ

よと述べていた。こうして中央から地方に歪る文芸界（具体的には文学・芸体議議合界、作家協

会とその地方手掛鏡、それに所属する党幹部、借家、詩人出抜関係者など、要するに既成の

そのもの）財勝校受けて侃年中には崩壊するのである。

11 19部年7月から全国の文芸出抜物は開章放軍文芸J（これも礎年10月でしりたえ持刊、 72年

4月に復刊する｝を除いて発行停止となる。

12 江青（1914-1991）が大きな力安援るようになるのは66年記月部隊文芸工財宝談会を開き、そ

のま線たる防護Jが中央文件として伝逮されたのがきっかけである。聞には中央文革播割、
組の第1語i最長長となり文芸能での丈革の指導者として頗繁に大衆集金に出席し幣按行うように

なる。この間彼女はマスメヂィアを通じて f京欝革命jの推進者として皇己の権威を高め、反対

者を打倒することで権力を掌握していった。的生ド4月中共第9回全国主表大会では中央政治題委

員になり、 73年の中共第10田大会以後“西人組”を結成して文革の樹怠の側面を伐表するように

なる。

13 例えば、上海容器工人業余事f機『海諸持政魁上海出援革命組、 1970年9月、九四二盟主人事作
f窓かk奔噴霧J上海人民出版社、 71年8月、上海中輪留誠工人創併豆搬合糊日上滋人民出

版社、 71年9月など0

14 仇学宝 f金書ii華之利上海事出競輪組、 1970年8月。

15 王発は1972年2）引こ『牛洋国と『虹南情錠起というニ冊の長齢j受託金ミ出版されたことを文

革期文学の重要な新牛とみなしている σ官権文字’紀事j F当代作嫁評論~ 2側年4期。
1 6 

償ト大衆・専門家百科家〉の締合による霧併ということで、指導部が何品
を導く思語、会出し、大衆カミ作品の耕オとなる型舌奇襲供し、 f特約三創備繍合提供して、その結
合によって創イ令するとし、うわけで為る。

1 7 このことは、丈革が蹄醸造におけるブルジョアジーの権力を一掃してブロレタリア断設の権力
を打ちたて、 「プ口レタヲア階級自身の新思議、新文化、新患謡、悲摺慣によって袈会全体の精

神的様相をあらため」 「社会主義の経済的土台に遊容しない（文化の藷領域会合却すべての上

音段韓造を改革して、社会主強制度の5新乙と発展に役立てるJ （「中国共豪党中央のプロレタリア
文化大革命についての決定J1966年8丹〉こと令閉指すものであり、公秀孝次学がその一撲を担う

もの伐韓関舎の道具）として出発した以上当然のことである。こういう高度の政治性こそ丈革

期公然、文学の最大の糊蚊である。

は この問題について；まいろいろな甑から考える必要がありそうである。椀えば＼文革期の「磁在、立
公jのスローガンが示すような社会思祇鶴人の名利忠器、を否走ずる倫理観などの間既また批
判を受けている一部の作勝三運動の必要上イ備を轟くが実名では発表できない、そういう人物が

労農兵の創作クツぃーブを指導していて名前が出せない、などの事構。また、 1972年以後は今度は
信人の名による創作の発表が行われるようになるが、それはなぜなのか、その理由なども併せて

考える嘉要があろう。

19 これは官報交iこ特に目立つ現象であるが、十七年の詩歌が情感のさまざまな陰影を窃ち捧て、優美
時国やか詰表現を掛設していった罷史の必僻持結果で、あると忠弘また、文嘩輔の文学が、そ

の出自から高麗な豪封鎖守性格を賦与されていたことが関孫していよう。

20 これは文革期公紫、文学が邑指したのが爵いの中から誕生する fプロレタリアートの英雄像j を

作り上げることだったこと、文革期の「長時議人jが「改造jの対象であったため、その属性たる
素繊人的な劇替や思考、言語表現などがマイナスの傍艦しカもたなくなったことなどが関係して

いるだろう。

21 文章期文学ではく性〉はもちろん、恋愛感講あるいは夫婦問の愛情さえ描写が忌避されたャこ

の原閣は文革期文学にのみあるわけではなく、中間共産党のこの問題についての封建的体質、中
富社会の封難色｛鰭教的）な土壌、十七年の文学会主く牲〉に繋がる文学表現を抑圧してきたこと
と無関係で、はなし、
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とはイ可か

口 具持論。には「毛却前の革命路綾を断留として繋轍謝礼、労農兵、社会主義、プ口レタリアート

の政治に娘務するれ1う方向を竪枠ずるj f革命的リアヲズムと革命的ロマンチシズム結合とい

う建計全か法を運用して、プロレタヲアートの英雄橡を存り上げるよう努め、現在併章大な時代の

姿を樹駒iこ反映させ、毛主席の革命路線の勝利を勲酵をこめて歌い上げるJ（開髄if鱗麟

示J1鰍年間母）という宣言に文革期文学の揮鞠念が糊iこ示されている。具体ゆ噺妨

法としては f三；突出jがある。これは子会泳 f議文芸舞台永遠或為宣掠毛沢東思想的陣釦（『文

醸報］ 1968部5丹23的で初めて示され、 fあらゆる人物の中で正部人物を突出件際立たせる｝

させる。正面人物の中では主要な英蟻人物を突出させる。主要人物の中では最も主要主人物を突

出させるJというものの江青が指導したとされる「模範農山の創作経験を文革期の文学・

体に滴用するよう求めたものだった。

23 陳忠和（『中国当代文学史耕剖）は当代文学の分期を「第一樹帯： 1949年～1978年j

期普： 1978年～1989年j f第三段階： 30年代iの三つに区分している。これは一般の文学史が

文革期を一つの文明場襲として立てているのと異なっている。その理由について後は fもし当時

公に発表された文常創作に故拠材はこのような改革期を一部皆とする）時新区分も結構で

ある。だが（中路〉 ‘文革”前も“文軍’中も中間大韓の当代文学にi士ずっと潜在員悌併が存在

していた。政治灘動の中で彰i筆の権利を奪われた知識扮子たちも富分の理想や感晴世界を書きつ

づけていた。 （中略〉これらの文章は当時の環境下で誌発表不可能だ、ったが、やはち珍重するに

足る文学の声を寵めている。それらは“文宮前に艶れたものも“文宮中吟酢も、実は実

費的な~別がなし九そのような犠ljf告の質・内容という〉角度から文学史を考察するなら、 “文

前と

述ベている（ r緒論：中掴当f乞文学的源流、分期和発畏概況J）。

24 文革期文学を当代文学史全体のなかでどう位置付ける対立難しい開題である。文革によって建国

後十七年間欝棄されてきた当代文学の成果が、鱗弘人材、作品のすべてにわたって壊騨拾打

撃を受けたのは事実である。これまでの文革期文学史は、多くその観長から文革期の文学を十七

年と切り離してとらえ、これを“四人粧’が政治権力を握るために使った装寵口犠謀文学j と

して蝉せしてきた。だが、本当にそうだつたのだろうれ文革期文学は諒立した異常な文学長象

ではなしむしろ十七年の政納な樹密とみるべきではないのれ例えば、私は丈鞘告の信制』

を調査してそのことを強く完惑した（本番 f十七年から文革期文学へj参照〉。

また、文革期の様々な文学年見象を f文学j跡見刺市再撫すすると文革期文明こは違った開簡が

下されるのでないか、とも思う。例えば文革潮文学の確立という点で全国の模範たろうとしたと

患われる上溝では、労農兵、夫繍青年の業余作家借入）の積揮的な育成がは主主られたこと、し

かしその最も活謹した俳昔たち吋持者局文革後文学の世界に碍登場することはなかった＊、という

ふうなことを「文学jの問題としてどう考えたらも、いか、というような開題である。

＊これiこついては彼らが f基判官こもともと溺閥作の準備も舞働もないのに、指導者併話示のま

まじ慌しく倉併に取り組名人 roo踏むの麟高を書くのと閉じように事嘩住務を完成したJか

らで、多くはそれが終わればもう書くこともなくなる、 f誠に自分で書こうとしても、車埠齢さな

支援なしでは、樹高しても多くはうまく行かな川と述べる者もいる。 （期嬬 f文化大革命時期

小離さ議日間観也 前妻木芳樹字学報~ 1997年第4号）

あるいはこの時期の「地下文学jをどう考えるか、というのも興味深い関患である。例えば、

間関白洋淀に下放した失繍青年たちの文学活動や、ヰ慌の文学青年たちの「サロンj活動が、

新時期文学のモダニズム詩の源流となったことは言うまでもないし、新時期文学の多くの作都

文革を会瓦いくぐった人々であるのも事実である。が、だから品、って文革期文学と新時期文学者
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簡単に結びつけるわけにはいかないだろう h こうしたことを考えると文革期文学に、そう鯖単

に評髄をくだすことはできないのである。

＊ただ最近になって王尭にこの問題を論じた論文 f矛麗葉遊的“過漉状盤’一一調子抑寺期文学マ原

里町考察之一j （『当代詐紫評論』 2000年第5期）、 f思葱暦手掛悌鵡与金流言錦的生蹄ー鴇

“文革文学’的一個側部務先j （『当代杵蒙評論JI2001年第4期〉があるのを知った。この論

文の観点は多くの点で私の問題意識と重なるものがあるようlこ思うが、詳しい紹介・換討は今後

に待ちたしL ( 2003年3月20日補記〉
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第2車 中韓における文革期文学の研究状況

第2意

中国における文革期文学の研究状況本

1.文革期文学研究の空白

文革期に生まれた文学を、仮にく文革期文学〉と言うとして、そういう文学を当代文

学史研究の上でまともに取り上げるようになったのは、ここ数年のことである。少なく

とも／け年代末まで中国では文革期の文学は研究対象としてほとんど問題にならなかっ

たと断言していい ω。

その理由は第一にこの時期の文学が f政治の道具j として機能しており、文学として

の興味に耐えるもので、も、文学研究の対象になりうるもので、もなかったこと、またその

結果この時期が文学的に低調、暗黒の f文学空白のE割tだと意識されていたというこ

と、そのために研究者が研究智欲者そそられなかったということが挙げられようむ

第二に、文革期に対して中国共産党が明擁な否定を行っており、この時期に生まれた

文学作品を研究することが勃悌守に積極的な意味をもっとは考えられなかったことが挙

げられよう思それは文学研究者の仕事ではなく、政治学や社会学者の扱うことだと考え

られたのである。とりわけ文革期に嫌悪の記憶しかない多くの研究者には、それを扱う

こと自体が対象的不毛であるという気持ちも強かったで、あろうa また政治に敏感な研究

者には、それを扱うことはわざわざ火傷をするようなものだという心理が働いたという

こともあろう。かくして文革期文学に対する研究は八十年代には（私の知る限り）ほと

んど手つかずの状態であった。

日本においても状況は同じようで、あった。文革期の出来事を素材にした新時期文学の

作品が論じられることはあっても、文革期に生み出された文学者まともに取ち上げた研

究はほとんどなかったと言っていいのではないカもそしてこの状況は、私の知見の範囲

では、今も変わらないね）。

だが中国で、は九寸年代に入って、文革期文学の研究が徐々に盛んになり始めている。

刊備は、開滞持機』仲間現当代文学研究都議問的、中国書属、翻1年間孔の中間言論手

題（改革文学的研究尉兄及本齢開条）として事、たものの日本語原稿がもとになっている。持本

調援ははじめ溝2議事祇の文革期文学のホームページ舵匂：／／www.geocties.jp/gou主ou／） ι掲

載したが、今回ンjト可著に収按ずるに際し、住の中に資料をいくつ会輔った。 (2003年3月20日〉
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Jj稿はその研究文献の紹介を兼ねた文革期文学研究状況のスケッチで、ある。ただ、この

文献紹介は手許にある 2000年まで、の資料によったもので、網羅的なものではなく、大体

のもので、あるいはもっと重要な文献をもらしている可指性のあることをあらかじめお

断りしておきたい。

2.文革期文学研究の開始

中国で最初に文革期の文学を研究すーべきだと主張したのは、私の知る限りでは、南京

の文芸雑誌『鍾山』である。 1989年この来臨却まその第2期に特集を組み、

＊潜訪欧佐・賀紹俊「文革文学：一段値得重新研究的文学史J

＊木弓「“文革”的文学精神一民衆理思的輝燈勝利j

＊王干「重読（繍方船）和（伏湖元行舵手））」

の三編の論文を掲載した。潜・賀論文は「文革文学」の存在を認め、文革文学がその文

学精神において文鞘什七年の共和国文学の継承であるという観点、を打ち出し、文革文

学に対する科学的研究を呼O湖けるものだ、った。だがおそらくこの年起こった天安門事

件の影響であろう、この呼む滞けに応じる研究は現れなかった。

3.楊健『文化大革命中的地下文学』をめぐって

文革期文学の研究が盛んになるのは九十年代に入ってからで、ある。そのきっかけにな

ったのが 1993年 1月の、

＊楊健『文イUて革命中的地下文学』朝華出版社、 1993年 1月

という書物の出版で、あった口この書物は文革初期、組衛兵運動の中で生まれた文学から

76年4月周恩来追悼のいわゆる天安門献歌運動までの非公然の文学作品G舌動）を、種々

の資料を駆使して紹介したもので、文学的空白期とされた文革期に、一種のく対抗文化

＞として存在した非公然文学（楊健はこれを「地下文学Jと呼ぶ）の姿を浮き彫りにし

たもので、あった。

この書物の与えた衝撃は大きく、多くの文芸雑誌がこれを取り上げたほか、おそらく

本書に触発されて文革期文学を対象とする研知命文も発表されたロ例えば、同年の『文

芸争鳴』 2月号は「研究文革文学」という特集を組み、

＊謝亮「繍卒的“空白”」

＊曹文軒「死亡与荊舌J

＊越毅衡「自由与文学」

等の書評的随筆を掲載したほか、 『飛天』や『斉魯学刊』などが、

＊劉火「自卑与自大共演的悲廓トー論“文革”的文学精神」 『斉魯学刊』 1993

年3期

＊李緋宇「“文革”詩歌蹴命J 『飛天』 1993年9月号

を掲載したのなどはその一例である。劉火論文は89年『鍾山』に発表された木弓「“文

革”的文学精神一民衆理想的輝燥勝訴IJJへの批判である。こうした事実は文革期文学の
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第 2離 中国における文革期文学の研究状況

研究が政策的に長期間禁じられていたこと、にも関わらずこの研究主題に対する関心が

潜在的に強く事在していたこと会ポすものだろう。

4.近年の文革期文学研究論文

その後近年になって文革期文学への関心はいよいよ高まりつつあるようにみえ、管見

に及んだ論文だけでも以下のようなものがある。

＊了茂議論郭沫若“文革”期間詩言識せ作J 『理論与創倒 1997年2月

＊挑楠 f“文化大革命狩時期小説白悌リ作稼住j fイ圭木斯師専学報~ 1997年4 期

＊楊漢雲閣藷兵詩劇概説j 『衡揚師専学離 1998年 l期

＊胡有清「論文革就評模式i f文芸争鳴·~ 1998年 1期

＊孫鱒以錯｛拶リ悪化一一評“文革持文学的流動 『文芸評論』 1999年 1期

＊孫蘭「芸術品格与芸術功能的泊退…一再論十年“文革”文学審期制直体系j

f文接評論31999年2期

＊孫蘭 f反思・啓示・超越…一三論十停“文革”文学審梨面｛直体系j f文芸

部議J]1999年3期

＊高有鵜「関子“文革”時期的民間文学問題j f荷車大学学制 1999年2期

尭 f“文革”主流怠融機話語与浩橋脚。演変j 閥、M大学学制 1999

3期

＊王尭 f関子“文革文学’的釈義与講究J 『文芸理論与研究］ 1ち99年5期

＊代迅弘治安機象看“文革”文学摂究度式j 『文芸評論JI2000年 l期

＊孫蘭「運動文学与運麟擦一一人人閥次奇特的農民詩歌運動談起j f文芸評

論·~ 2000年5期

＊王家平 f“文革”詩繍流放都練鮪論j f文芸争制 2000年6期

5.王尭の論文 f関子“文革文字型的釈義与研究jについて

このうち我々が文革期文学を研究しようとするさい最も参考になると思われるのが王

尭の論文明子“文革文学”台機義与研究jであるc 王尭は蘇HI大学教授で九十年代初

期から文革期文学研究に関心を抱いていた碗諸である。上の論文は1981年6月十一期

六中全会の「関子建国以来党的若干歴史問題的決議Jの文革に対する3判商（ r “文化大

革命”はいかなる意味でも革命とカヰ士会的進捗ではなしまた、そうしたもので、はあり

えなかったj f“文化大革命”は、指導者が誤って引き起こし、それが反革命集団に利

用されて、党と国家と各民族人民に大きな災難をもたらした内乱であるJ）を f

文学’研究の政治的原則」として書かれている。

彼は“文革文苧’の主要な内容の一部を形此ずることになる京劇革命などの“文芸革

命”が、本質的に権力関争で、あった文革の発端として位置付けられた歴史的事実（例え

ば仏民日掛〉組湯島）共同元立社説明無産構級文化大革命謝湖底11967年1月l

聞に基づき、次のように主張する。
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“文革文字’はこのような麓史的ロンテキストの中で生まれ、発展した。文学と政治

の関系が最も基本的な問題となり、かっ根材告こ“文革文学”の性質と務貌、即ち”文

革文字’全体が f文化の領域を合む上樹誇造においてプロレタリア階級がブノレジョア階

級に対し全面鞘庇裁を行うjその組成部分であるという性質を規定したのだ。 「ニつの

断及、二つの道、二つの路線の闘争jに関する f基本路線jが“文革文学’の出発点と

なった。 げロレタヲア離Qk:の英雄の典型喜号操を柄上げるjことが社会主義文芸の

「根本任務Jであり、 「三突出jが f露出宇の原員IJJで、あった5 「革命的ロγ ンティシズ

ムと革命的リアリズムの結合jが差出伝か法だった。 f革命模範露IJJの言説の覇権が“文

革文字’の企過程在貫いていた。これらが“文革文学’を構成する基本的要素である。

従って“文革文字’の主流はイヂオ口ギ｝的苦説なのである。王患の意見には他にも開

くべき点、が少なくない ω母

6，回想記など

以上は論文だが、文革期文学噺究の重要な資料になるものに回想記の類がある。

期に執筆を禁じられていた作家や詩人たちが、文革設発表した回想記は、零細な記事も

含めれば相当な分量になるだろう。拡の目にしたものも少なくないが、ここではそうし

た文章の研究資料としての重要性を指摘するにとどめ、以下はそれらのうち史料たるこ

とを目的北書かれた文章若干を紹介する。

文革期文学は王尭の指摘するように文革とし、う政治関争の重要な紹成部分で、あつたο

従ウて文革期の政1台指導部（中央文革

切な研究事項となるa その点で役立つのが繋之が『新文学史料Jに連載している f回憶

与思身Jであるc家之は解放後中共中央賞イ活時文芸部門で働いてきた人物である。

J諒与思考J~コオ皮庭身が関わってきた建国後の文芸界の出来事の詳細なま緑で、あるだけに

工級の資料部値がある号そのうち文革期文学に関係するものに以下のようなものがあ

る。

＊繁之 f閉憶与思考一一新精新！日“館王殿” （上）（下） J 『新文学史料』 1999

年 l期－2期

＊繁之 f閤憶与思考一一又一次“椴批判” 4構成区見周揚、榊橋j f新
文学史料』 2000年l期

＊繁之「剖憶与思考一一批〈休瀞》批宋江J f新文学史料j]2000年4期

彼の1999年以前の文章は、李輝主編の漁桑文畿の一冊として出版されている。

＊懇之『文櫨願書割河南人民出版社、 1998年目月

文革期文学の理論としては「紀要jが重要である。その成立背景を述べた資料に次の

ものがあるむ筆者の劉恋監は座談会の参加者の一人である。

＊裂志堅 f部数文芸工掠麗談合紀要産生前後j 「中共党史資料j第30輯、中共

党史資料出版社、 1989年6月

＊住宇 f中国枠協“文革？’親藍記J F伝記文学JI1994年9期

また屑明主編の下記の審物は文革期に迫害者ど受けた人々や文革期の出来事の回想や記
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第2章 中閣における文革期文学の研究状況

録を集めたもので島る。

＊周明主舗『懸史在遊里沈，！，－1966～1976科目諜J(1～3巻）華夏出版社、

1986年3月

＊周明主編樫史在道監沈，！，－1966～1976科技~ (4～6巻）北岳文芸出

版社、 1989年4月

7.単行本・年表

文革期の文学を主題とした単行本では、楊健の前掲書の飽に、 F百年中国文学総系J

の1冊として出された、

＊楊鼎JlrWl967 狂言前文学年｛廿山東教育出版社、 1998年5月

がある。間蓄には付設に「年表（1966-75)Jを付す。文革期文学の年表はいいものが

なく、私なども非成中だが、最近王尭の十‘文革文字’紀事及主要著作年表』の一部が

発表された。文革期文学に関連する重要事項について資料を付して角離しており、役に

立つ

＊王尭「“文革文字紀事j 『当代作毅輪~ 2000年4期

8.洪子裁『中国当代文学史』と陳思和主鋪仲間当代文学史教創

またこれらの論文のほかに近年出版された時代文学史Jでは、文革期文学を r1 o 
年のファッショ的文樹麟たの社会主義文芸事業への大破壊J 〈高等学校文科耕~r中国

当代文学史被鵜〈下）』人民文学出版社、 1981年7月）、 「社会主義文芸事業に対する

空前の大破壊j f権力奪取のための陰謀文芸j （例えば卦棒、五院校『中国当代文学史』

吉林人民出版社、 1984年 12月）といゥた従来の政齢構堺と違う抵的瓦らとらえよう

とするものが現れており、中国大韓の判精究がようやく政治カも自立して展開される

ようになった（同時にその程度に中国社会が成熟した〉ことを予想させる。そのような

書物として次のニ冊がある。

＊浜子誠 f中国当代文学史Jj仁京大学出版社、 1999年8月

＊陳思不民主護婦 f中間当代文学史教組復旦大学出版社、 1999年9月

洪子誠の書物はイ罷人の手になる文学史としては建国後最初のものだと思うが、その

第13章（走向“文革文学”）から第14章（叢新宇部諮邸主）、第15輩沿裂的文学世

界）までの三章約五十頁を文革期文学の言己主に充てている。文革期の文学を「公開出版

物jiこ発表された文学と f秘密、あるいは半ば寵奇襲状態で書かれ、伝わっていった作品j

とから成るとし、そのいずれにも客観的な抵有、で目配りしている。なお、本番について

は『文学評論~ 200合年第1期に「中国当千℃文学史写作筆談Jとして銭理群、陳美覇、

文軒、程光障の書評がある。

院瞬間仲間当代文学史教樹は第9章（“文f~℃革命”時期的文学）三十貰足ら
ずの締高に冷静・客観的な筆致で文革期文学のぎ謎をまとめている。その章立て（第 1

節「＂文化大革命”対文学的催残及“文革”期間的地下文学活動 j、第2節「者作家的
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秘報創作；（繍~堂続器~ J、第3節 f庄抑中的生命噴発与現代智慧：伴裸樹》与榊

的変形》 j 、第4節「年軽~f粕覚醒：〈強悲四点零八分的1と京》与（（波掛けから

も窺えるように、援も思J和は文革期に発表の揚を奪われながら、それでも密かに作品を番

きつづけた文学者の文学意識と作品｛潜在写作）の揺ち起こしに重きをおいているよう

に見える。

9.潜在写作

風忠和がその f潜在写作jを専門に扱った論文に以下のものがある。

＊掠思J平日明論当代文学史（194＇トー1976）的‘潜在写イザ J f文学評論』 1996

8期

彼はまた張新穎らとともに f当代作家評論J（藩楊）を舞台に「潜在写非jを発搬し

た論文を次々と紹介・掲載しているc そうした論文に以下のものがある。

＊劉志栄 f如水自悌程一…論 1958～1976年府勝守犠諒作’ j f当代作家評

論~ 1999年3期

＊ 王 観 良輔情在榊隠現J r当代作家評論：~ 2000年 1期

＊李灘「在“先日識imt:Jjj(’中日今唱一一評越生和他的“干校持” j f当代作家評

論~ 2000年 l期

*f可言宏「厳酷年代的精神話希一一“文革”時期牛謀的詩歌写f'FJ f当代作家

評論』 2000年2期

＊黄発有明黒灯弥校愚狂革自香一一当代視野中的豊子襲j r当代文学評論J
2000年3期

＊張薄華「鼎夜深処的火光：六七十年代地下詩歌的啓蒙主題JF当代作家評論J
2000年3期

揚漢雲の次の論文も問題意識としては同じ系譜に入るものであろうG

＊楊漢雲「牛漢“文革詩”的美学鞘動 『益隣車専学報』 1998年3期

隊忠和本については『当代作家評論·~ 1999年6期が陳忠おと張新穎の対談「関千中国

当代文学史的幾担問題Jや呉義致、施戦軍の審評を掲載する。

また、 「潜在写作jの文学資料としての確実性に疑問を抱く立場から、陳居手誌を批判

する李揚のような見解があることも付け加えておきたし九

揚茂投文学史事作：原則、方法与可能性一－h入陳忠~o主編的《中国当
代文学史教掛）説起j f文学評論~ 2000年3期

10.詩歌関係の資料

それ会 f潜在写作j S楽勝目）と呼ぶか f地下文学j （楊健）と呼ぶれ或いは f秘

密、あるいは半ば溜密状態で書かれた創作j ｛洪子秘と苦うかは別にして、文革期文

学には当時の腐台揮軒長公認のメヂィアに発表された作品（とりあえず「公然文学j と

呼ぶ〉のほかに、もう一種類、発表手段をもたずに書き緩られた作品〈「地下文学j と
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第2掌 中国における文革期文学の研究状況

いうことにする）が事在したことは事実である。

楊健『文出ミ革命中的地下文学』の重要な功績は、 「地下文学Jの存在を公然と霜悲

した点にある。文革期文学の研究対象が、もし「公然文学jだけで、あったら、文革期文

学研究という研究槙域に足を踏み対もようという研究者は現在よりずっと少なかっただ

う。ともあれ、ここ数年来文革期文学の研究がある活気を呈しているように見えると

したら、それは非公然文学の掘り起こしと研究が進みつつあるからであろう。そのよう

な作業はとりわけ詩歌の領域に著しい。中でも八十年代競蟻詩の源流となった下放知識

青年の詩歌議場宇については、当事者による作品の発堀、郭路生を代表とする当時の「地

下詩人jたちの個人詩集の刊行、回想記など資料の整理が行われている。またそうした

資料に基づいて上の張清華「黒夜深処的火光：六七寸年代地下詩歌的啓蒙主題Jのよう

な論文も書かれるようになっているo ここでは個人の非品集以外の関係資料を示してお

きたい。

＊部海彦主編『中国知育詩抄J中国文学出版社、 1998年2月

＊張明・謬葬武『沈獅強殿一一中国20齢己70年代地下詩歌意昭一一』新

襲青少年出版社、 1999伴4月

上のニつは文革期文学の重要な内容を構設する下放知識寄年の文学資料で、ある。文革

期の下放知識青年の文学活動は揚健前掲番に紹分があるほか、近年矢口識青年の上山下郷

運動の研究が進展することで掘り起こしが行なわれている。例えば、ほんの一例にすぎ

ないが、

＊火木 WJft栄与夢想、 中国知識青年二十五年史』成都出版社、 1992年8月

＊担ポ鳥寺本『風潮蕩落 中間知識青年上山下郷運動史』梅天出版社、 1993年3月

＊劉小萌・定宣荘・史衛民・何嵐『中国青知事典J四月人民出版社、 1995年9月

には農山村に定住した知識青年たちの文学資料を含むg また昨年楊健による知識青年文

学の概観が出版された。

＊楊健 f仲間知青民間備志丈本〉中国知育文学史J中国工人出版社、 2002年1月

1953年から 2000年までを「お世紀50年代初玉三60年代中期的知背文学j 改

革時現的組衛兵文学J い文革”時期的知背文学j 「耕埼雛蜘育文学j f後梯寺期的

知青文学jの五巻11章に分けて記述しているむ f知識青年文学j という鉱脈を発撰し、

その視点から当代文学史を読み直そうと金額しているようにみえる。本書には公然文学

だけでなく膨大な数の「地下文学jの資料が紹介されており、文革期文学研究の必読文

献である。

以上文献紹介を兼ねながら、中国大践におけるここ 10年間の文革期文学概究の状況

を概観してきた司以上の簡単なスケッチからでも中国大陸の学界で徐々に文革期の文学

を客観的な研究対象にしようという動きが進みつつまちることが見て取れる。

［国

(l) 1976年10月“四人組”逮昨後からま錨昨鳴動が始まり、その中で膨大な按津i踊文が番語れる。こ

れらはもちろん酎’合批判の一環として展開されたのであり、研究などではない。しかし研究の視
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点から見れば、その中には、文革期文学に関わる「事実」を暴露したものも少なくない。当時の

や併H暴とも言える批判の政糊情説のフィルターを取り払い、 「事実Jだけを選り出すことが

できれば、これらの批判論文には有用な研究資料が含まれていると言える。例えば、王国栄・徐

家麟「也読時日霞』一年J 『文芸論叢第1集1上海人民出版社、 1977年9月や、がそれで、これ

らは“四人組”批判運動のさなかに書かれ、冷静客観的な評論とは言いがたしが、文革期文学を

リードした文芸誌問霞』掲載の小説の背景となった文革後期の鞘牛との関係を知る資料として

は（その真実性自体検証の必要はあるが）有用である。

(2）ただ、し丈革進行中の七寸年代にはその文学はしばしば考察の対象になった。例えば、私も事嘩者

の一人だった朝日新聞祉編店主反する芸術』（朝日市民激室く日本と中国＞第3巻）、朝日新聞社、

1972年 1月、は丈革初期の文学・芸併話動への深い掬惑をもって書かれた丈革期文学の概説書だ

ったo このほかにも、阿頼珊｜賎「浩然の小説J~吉田富夫「『虹南作戦史』論J （ともに『入

矢教授・刷i犠授退休記念中国文弘雫有権剥筑摩書房、 1974年、に開反）、前田利昭「文芸を

通してみる「文革」の諸相J （「中国研究」 1975年 10月号、後重沢・高橋編『中国社会主義の

問題点』日中出版社、 1977年 5月に開反）など少なからぬ論文が書カれた。前田論文は72年以

後数年間の中国文学界の動向の詳細な考察で、私は78年五年ぶりに中国から帰国して初めてこう

いう研究のあったことを知り、感心して読んだ記憶がある。また研究だけでなく作品の翻訳・紹

介も少なくなかった。ただ、こうした日本における同時代の研究や作品翻訳についての本格的な

紹介と検討は今後の課題としたし、

文革への拙制的立場に立つ言論で、是非挙げておきたし、ものに丸山昇の諸論文がある。丈革終

車吉後『「文革Jの軌跡と中国研究』新日本出版社、 1981年2月、に収められた論考は、文革期文

学を主題とするものではなく、一人のマルクス主義者として、文学を含む文革総体への同時代的

掛評である。

共感するにせよ、批半けするにせよ、文革中に文革期文学に向けられていた関心は、文革の終息

とともに急激に薄らぎ、、研究者の（そして恐らく読者もそうで、あったろうが）関心は、ごく当然

のことながら新たに生まれ次々に話題作を生み出していく「新時期文学j に転じてしりた。

文革後、仮に「文革と文学Jとしづ問題に関心をもっ向きがあったとしても、その関心は文革

期文学にではなく、文革期に迫害された作家たちの状況などに向けられてし、たように思う。例え

ば、竹内実・村田茂編『ひとびとの墓碑銘一一文革機性者の追悼と中国文芸界のある制叫霞山

会、 1983年2月、がその例であって、それは面l躍が示すように文革中に死んだ著宅な文学者たち

の追悼文の翻訳とその解説である。このほか私の主題との関連で話題となった事件に、文革終結

のきっかけとなった 1976年4月の天安門事件がある。この事件はその一要素として周恩来追悼の

献詩運動とそれへの弾圧という側面をもち、文革期文学史では「天安門詩司知軍動Jとして知られ

る。従って文革期文学の貧困辱に入る出来事なのだが、そうし、う視長からこれを取り上げた研究は

な凡その紹介を行なった、中邦仁『［ドキュメント］天安門事件』文義春秋、 1979年4月、藤

本幸三編訳『中国が四人車投捨てた日ードキュメント「天安門詩文集』徳間書店、 1979年8月、

なとし吋サLもその観点を欠く。

)¥.-f年代に入ってかつての失暗哉青年たちが新時期文学の封交として登場するようになると、そ

れとの関車で文革期が振り返られることがあった。しかし、文革期の文学をまともに扱おうとす
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第2童話 中国における文革期文学の務究状況

る者は長い間見当たらなかった。九十年代議平に入って文革期の地下文学について関心をもっ若

い研究者が跡合めている。またごくう持姶燃浮の薪究に向う梯拷も現れており、例えば、

革期文学のホームページを開いている溝口審議Rはその数少ない一人である。

料に坂田窪合・溝口喜連瞭主文革期文学概説（1966年～1976年の文学） ~ （中思表当代文学研

究資料議初心掛M大学大潮涜言語文f倒究院、 2001年3月刊、がある。これは山東大学等22

践校縞明且『中国当代文学刻第3巻、福建人民出販社、 1985年9月刊、の第3繍「一九六六～

一九七六的文学Jの全訳で、中国の文革期文学割面の本邦における最初の紹介である。手前府警

になるが、これは九大鵬交社会対七判守の私の演習参加者による共同作業によるものである。

と

このほカミ中国留学生を中心に泊中現当代文学の創作キ翻訳や存関を目的とする」

·BULUE》主主積極的にこの時鶏の文学（特に f地下文学~ ）の紹分を仔っているこ

'¥ 
0 

(3）材締結審後に判暁した王尭の論文に以下のものがある。 Aは「十七年j と新時期の過渡として文

葬場文学を考媒した論文、 Bl討専士学位論文の要旨である。

*A: 「矛態震観ヲ“過粉状態”一一関子新時期文学‘？原頭押考察之－J f当代作家評制加∞

第5期

*B: 仁勧告暦手掛協議与主踊酪酷哲生産…一関子“文革文学”的寸断郎菌研究j当代作家幣制

2001年第4期）
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第 3輩 f十七年Jから文革期文学へ

第3章

f十七年Jから文革期文学へ＊

一一第一次《辞刊j》の場合一一

私はここ十年来文革期の文学について考えてきたが、その過程で、文革前のいわゆるf十

七年の文学J（中華人民共和国建国の1949年から文革調始の1966部までの十七年間の

について、文革期文学との関連で跡付ける必要を感じるようになった。文革は十

七年に対する反逆として発動されたはずであったが、実は十七年の必然的帰結だったの

ではないかということを、文革期の文学（とりわけ詩作却を読む中で実感的に確信し

つつあったからである。

十七年の文学の中心となる f全面的な社会主義建設開始の時期ji土、反都繍争、大

躍進とその担新、食糧危機九社会主義教育運動等々、政治運動が次々に展開された、中

国人民にとって出抗吹輔の時代であった。この時期、中国現代詩の唯一の専門誌だった

のが怨析。で、あった。〈〈新tJ》は1957年1月中国作家協会の機関雑誌としてj協で

創刊された。 64年11丹突安凶亭刊し、文革後にまた復刊して現在に査っているg 初め

辻月刊だったが、 61年1月双月刊、つまり踊月刊に変り、 63年γ月から再び月刊と

なったs そして前述のように文革開始（1966年）前衣の64年11月、第SQ期（1

1-12月合併坊を以て停千号、約十年の休刊を経て、文革最末期の1976年1月後刊

した。今年（20 0 3年） 1月i鴻1吊から数えて盟十六年、綾子リから二十四年自になる。

《言軒訪の腫史は約寸年の休刊期をはさんで二期に分けられよう。それを仮に第（次、

第ニ次というとすれば、 4棋の扱う範閥は第一次《詩向》の時療である。 4唱は直接に

は第一次〈華寺刊》を資料に1957年から64年までの中国現代詩の詩史的素措を試み

るが、その目的は「十七年の文学jが文革期文学を準語した母胎であったことを、中国

現代詩の分野で示すところにある。

＊本章は、崩左昌嘩編時鞘（1957-1964）総目縁・著訳者名鰐I~ （中震現当代文学研究餅犠刊

1）、中盟書店、 1997年11月科、の中国繍報室（「一隻被開庁了麹続的烏一ーまく告軒リ》》的七年J) 

の吉本鵠援で、日本語としての発表はこれが最初である。角纏という樹各もあり、かなち粗っ感慨
観だが、文革潮文学が突然出現したわけではないことを示すために奴鎌したo 発表にあたり部分的な
酎除をおこなった。
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2 

（倍寺干のは1957年に意肝5号を出すが、議i汗ljのきっかけになったのは前年に開かれ

た持家協会理事会での徐遅（1914－）の発言だった。徐遅は三十年代から詩を書き始め

た詩人で翻訳者でもあるが、当時は《人民中間と〈仏民日輸の併さ記者としてルポ

ノレタージュの執筆に従っていた。徐遅は次のようは諮っている。

「1956年は素晴らしい年だったと雷わなけれほ、なりません。この年、中国作家協会

が拡大理事会を開き、怠まで拡大されて招集されましたc もともと、席上私は報告文学

について訴すつもりでしたが、どういうわけカ識にばつと関くものがあって、詩につい

て喋り始めたのです。中直のような広大な詩の国に実に一冊の詩の聯鳴臨もない、作

家協会が詩誌を創刊されるよう提衆する、とむ話がまだ終わらないうちに、会場割れん

ばかりの拍手でした。どうやら、みんなの思っていたことを代わりに話したようです。

／その会議からしばらくたって、関係方面が藷寺干の創刊を認可してくれました。私も

作家協会に転任、告軒lj》副編集長を部せっかり、梶ただしくやり始めたというわけですJ
（謝克強「同志侭需努力一一審名詩人徐遅訪談録J怨軒ゆ 1997年1月号）

ここで徐避が 1956年を f素晴らしい年だった」と回想するのは、この年5月に f百

花斉放、百家争鳴J政策が提起され、文芸界に新しい瓶が吹き始めたことを指している。

f百花〈さまざまな文学芸術の花を）斉放（咲き競わせよう）Jというスロ…ガンの下で、

この年、数多くの文芸雑誌溜刊が企画されたむ（（音寺干ゅの窮汗IJもその一環で、あったO

文学創作でも従来の枠を破るさまざまな試みが見られた。小説やノレボルタ…ジュにお

ける、現実生活の暗部を描いた、あるいは共産党結織の官僚主義を批判した作品（「生活

に関与するJf協といわれる入夫婦や恋人同士の愛清や感情のもつれ、革命や政治と個人

の輯福との矛盾など、従来はげチブ、地旬、 f不健康j とされ避けられてきたテーマ奇

抜う作品の出現はその例である。

《言明》はこういう一種自由な文学的雰関気のなかで出発したそれは57年の前半、

怨軒協でいえi鶏仲j号から第8期まで続いた。この時期に発表された作品には「百花

斉放jE割℃の雰囲気が刻印されている。それは言制宇品が、むろんその全てではないにせ

よ、建国以来の詩出願型を発想、主題、表現のいずれの語からも突き破ろうとしている

点にう会功まわれる。

洪子誠（浜子職・額控翰 f中国当代詩歌史J人民文学出版社、 1993年5月）は建国以来の

詩の基本的主題と類型は f頒歌J（新しし唱割t社会主義祖国、労農兵大衆、中国共産党とそ

の指噂者への賛英）と f戦歌J（事国主義、反革禽など社会主義の散にたいする批判と暴擁）

ったと指摘している。また表現の方法としては、 f叙輔ヲ持情J（人物、場設立、事件を設定

しその榊:flみのなかでストーリーを展開する詩仇祖しこの「叙事帽子鴎Jというのは岩能の造

語である）、「腐奇的枠詰J（自己を階級や人民の代弁者に擬し、激しい感曜の酎予で樹揃アジ

チーションを展開する言割去）の二つが主流だ、ったと指摘している。 57年前半のくく誌刊》

掲載の作品にはこういう類型を披り、なんとか新しい詩を作り出そうとする詩人の努力

がみられるのである。例えi丈文青（1910一） r在智制的触手上くチリの岬で＞J (57.1；ま詩

flj》 57年 1期掲載であることをポす。以下閉じ）、絵遅 r~産j くとがった崖＞ (57.1）、

一（1896-1985）「時三章J(57.1）、公器（1927一） r避罷的蕃穣jく遅咲きのパラ＞ (57.2）、
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第 3章 から文革期文学へ

続章競（1914-)r題秒三章J(57.2）、柱運饗（1918－）「帰京」く雪解け＞ (57.5）、穆主

「葬歌Jく務去の歌＞ (57.5）などはその例である。

3 

57年後辛から反右派闘争が始まる。告寺子日》もこの運動に敏速に対応した口

まず57年7月号で「詩人たちょ立ち上がれ、関しゅ前列に立てJとよびかける卦轟・

減克濠（1918斗の巻頭言（「穣我例用火繍指寺句来発言杷jくきっーいき幹付発言しよう

〉〉に始まる「反却ま闘争特揖jを組み、表水拍（191ト 82）、担問（1916-85）、沙鴎

(192ト）、徐遅といった縞集委員の詩を掲載した。 8月号には言摘における反都繍争

の中で最大の焦点で、あった間！！の詩人・流沙前（1931－）「朝議jく駄撒う〉批判

の文章（沙鴎「“お犠押批判 57.8）を発表し、運動に参加した。だがこの時点でl玄関争

はまだ怨折時編集部の足元に及んで、はいなかったG 事態が深刻になるのはS月に入っ

て編集委員の呂剣（1919ー）と轍集部員の麿析（1920-ー）のこ初当諸記念子として加せ

を受けてからである。 57年9月号の「反相夫闘争荘本刊編輯部J（署名事組者〉によれ

ば、二人はそれまで（（人民文学》編集部で鋤いており、信軒坊に移ったのはごく最近の

ことだが、 f丁玲、陳企霞反党集悶の骨幹分子・李又然（1906-84）と密接な関係があ

り、丁玲（1的4-86）、擁企譲（1913ー紛ら反党分子の名誉回復を間保したのだという。

だが《詩子践にとって重大問題だったのはこの二人より、むしろ文者の扱いだったで、

あろうむこの文章は文青が f品在作家協会党樹立大大会で厳正な批判を受けたjが、複

は f丁玲、練企護、江豊ら反党集団や呉祖光（1917→都篠田のいずれとも繋がりが

あち、これらの集団の連絡員を務めていたjことなどを明らかにしている。告寺子日》編集

委員でもある対寺入・文背への厳しい批判は怨寺子診が反右派関争に熱心であること

対外的に示すためにも必要だったで、あろう。 9月号には副主編の徐遅（「文青能不龍為社

会主義歌唱わく文青は社会主義のために歌うことはできないのか？〉〉と編集委員同開 er文
，田頭過来日巴j く文青よ、こちらに帰って来い〉）による批判文が掲載され、さらに文

青批判jを含む繁之（1928一〉の「反対詩歌創作的不良傾向及反党逆流J（く言鵠矯リ存のよ

くない憐枇反党の逆指こ反対する＞）という文章治ミ掲載されている。この文章は「不良な

傾向として fくだらない情欲の追求jや f愛情にたいする恐纏れや空虚で陰欝な情緒j

「類廃的で感鱗さな感覚jをうたった愛情詩（例え印公劉「遅額制轍lがそれだという）、

個人的な f暗いj f陰欝なj培緒をふりまく「不健康jな作品（関え同穆旦「葬歌J、文青

喰山古椀J«~版文芸》 57. 1、などが併として挙げられている）を、「反党の逆流Jとして

f党を攻撃し、社会主義を攻撃するj作品（例え出斑沙開「動！論J）をあげて批判し、

詩人たちに喰判月な討会主義吉寺守党の特徴を嶺えた詫誌を番くよう呼む暢けている。（（詩

刊》はーーというより中悶現代詩は、反右派闘争を契機に57年前半の努力＝＝勤時上の

探索、を放棄し、「煩歌Jと f戦歌jの道へと静ぷ換することになる。この論文はそれを

象徴しているといって過苦で、はない。

一方文背批判はその後も続き、沙鴎（1922寸 f文背近｛併比判」（57.10）、暁雪（1935

-) r文育的昨天和今天J(57.12）、桑明野 f批判文青“詣命”中的資産F針及文芸思想.J (< 
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f持論Jlこおけるブ〉レジョア的文芸え患葱を投開ける＞58.2）などの批判文が相次いで掲

載された。

4 

1958年は「大躍進Jによって知られる年で、ある。工業、農業における生産の大擢

進は57年秋から提起されていたが、党の政策レベルで、それが決定されるのは58年に

入ってからである。 58年3月中共申央は成都で中央工作喰議を開く。この会議で毛沢

東は f鼓足千勤、力争上瀞、多f夫女子省地建設有会主義J（く大いに意気込み、常に高い目標

を自指し、多く、早く、立派に、無歎なく社会主義を建設しよう〉）という社会主義諸設の総

路線の考え方を打ち出した。 5月の中共第八回全国代表大会第ニ次会議で毛沢東は「破

除迷信、 l解説包認、動員一切積極要素J（＜遼｛蓄を打破し、思悲を解放し、すべての積極的な

要素を動員せよめと呼ひ守勢けた。会議はこの総路線を決定、これ以後農村の人民公社化

と鋲鋼生産運動を中心とする f大勝進Jが、全国令巻き込む大衆動員の運動として展開

されることになる。

大騒進運動は文芸界にも大きな影響を与えた。その最も大きなひとつが f新民歌運動j

の展開である。

57年ヰ太から 58年春、各地の農討すでは大規模な水利建設が繰り広げられた。 57年

末で六千万人が参加したといわれるほどの、この巨大な水車j建設に農民を動員するため、

多くの地方では政治・生産スローガンを歌謡化し、大衆に呼む掛けるという方法を採っ

た。また動員された農民の中からも「新民歌J（労働キ建設、社会主義の理祇共産党積美

などを歌う民謡）が生まれた。これに注目した毛沢東は58年春全国の民歌の収集を提案

した9 ほぼ同じ時期、 58年3月、成都で関かれた会議の庸上、毛沢東は次のように述

べた。

f中国持の出路［前途〕辻、第一の道は民歌、第二の道は古典たこの基礎の上に現代

詩が生まれるJr形式は民歌、内蓉はりアリズムとロマンチシズムの対立の統一え余り

に現実的だと詩が書けなくなるJ（毛沢東「成都会議での言躍話J1957年3月）

こうした発首にもとづいて文芸界に f革命的ジアリズムと革制守口マンチシズムの結

合という新しい創作方法が提起される。また4月には（（人民自鞍〉が柱説（「大規模捜

集金自民歌Jく金閣の新開醤を大々 的ω民集しよう〉）を発表、全国的な規模での民歌の発

揺収集、創作の大衆運動が巻き起こされることになる。さらにこれが契機となって f新

持発展開題討論J（く現向犠援についての制論＞）といわれる論争がおこることにもなる

のである。

58年のこうした情勢にも舘寺子協はやはり逃衷に反応する。平くも 58年2丹号「迎

春特蝉Jに大器進を称える持を掲載したのをはじめ、 3月号を f農村大鐘進特集jにあ

てている。また大躍進や新民歌運動の中から多数の民間詩人が誕生したが、《詩刊》は積

接的にこうした詩人たちに作品発表の場を与えようとしていた0 5 8年4月号に f工人

詩歌一百首J、f工人談詩jなど労働者詩人の特集を組んだのはその一例であるむ

また58年5丹号が「民統譲六十首jを載せたのを皮切りに、以下「新民歌西十首j
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第3輩 f十七年」から文革期文学へ

(58.6）、「戦士詩歌百首J(58力など、毎号「新民歌Jを掲載したのもその一環であるo

f縮努線問題討論jについては、 58年10月号から f新民歎筆談jの連載がはじ

まti), 5 9年2丹、そのまとめとして信軒目》評論組整理「関於縮持撮問題的論争J

（く現代詩発展開題についての論争〉）が発表される。この問題には大きく三つの論点が

あったG

第一は“五四円以来の擁寺（現代詩）をどう評描するか、をめぐる問題で、論争の主

流はf新持は！日詩の形式上の枠を破り謝本を解放したが、以後人民から遊離していった

これはその欠点だJというものだった。

第二は新民歌をどう評描するかをめぐるもので、肯定的に見る意見が主流だった。

第三は新詩の発展方向に関する議論で、その主流は、毛沢東のいったように民歌と古

典を基礎に発展させるべしというものだったο

58年の文芸界ではまた「諺正主義文芸思想j批判なる運動が展開された。年頭、〈伎

芸鞍〉第2期が丁玲、文青らの延安日制えの文章を掲載し「再批判jを行ったのを皮切り

に、反都R闘争で都民とされた作家、持平家の文章や作品に対する再祉事jが展開された

のである母その運動の一環であろう、〈（詩flj》でも様々 な詩人の＃品がとりあげられ壮詳せ

された。この一年間に発表された批判文には次のようなものがある。

公木下公劉近持批判J（，部.1）、

決永髄 rn限斡鞘強討何嵐会J(58.3：部勝手段33斗

呉中耕「評白離γ盤錦花開十月天”J（く自識の詩「盤鵡務署く十月の天Jを評す＞58.5:

自蔽1893-1987)

劉浪ら「対下之琳斗三脚丈車工搬鯖”的意見…一粥門不審歓遥種詩風J（く下之曜

の詩「十三陵ダム工事現場雑持jlこ対する意見＞58.5：ード之琳1910-ー〉

高閲英ら「対林庚“詩三言”的意見J（＜梼衰の韓三首jへの意見＞58.5：掬棄1910-ー）

楊森「“耕搭’的生活意酪お不真実」（〈詩「耕地jの描く生活のデ、テーノレは真実ではない〉

58.5) 

肖期「什壊様的思語感情？一一対察其場“}II江号子”官品”等謝ラ意見J（くいかな

る患部感構なのか？一一茶其矯りi紅号子jf宜昂j等の詩に対する意見＞58.7：察異議1918-)

呂恢文「評察其矯反現実主義喜強引科項向j （〈察其矯の反リアヲズムの創作傾向を評す〉

58.10) 

宛膏「評田間的“麗江行”J（＜問問の詩 f麗江行」を評す＞58.12〕

商文健 f道不是我門的丁信君一一評高捜的長詩“了佑君勺（くとれはわれわれの丁佑君

ではない一一雨嬢の長詩「丁佑君Jを評す＞58.12：高楼192争…）

余音 f批判捺静将情J（＜捺騨干の詩を脚付る＞58.12：孫静薪193←）

5 

59年は中華人民共和国成立十周年という節目の年であるa 文芸、物Irの様々な領域

で十年を記念し、建国後の歩みを総括する作業がおこなわれた。

儲刊》は9月号俗第33婦を f国慶十周年専号Jにあてたが、特に建間後の現憎寺
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史を総括するような文章は掲載していなしも

だが、この年は同時に“五四円運動から四十周年自にあたる。中国現代言都立“五四”

g割勺に誕生したのであり、現イ皆鴇佐k四十周年という記念すべき年でもある。恐らくそ

のためであろう、信軒肪は6月号から 12丹号まで、四国にわたって「新詩発展概況jと

いう論文を連載する。これは“五回”から始まる中国現代詩の歩みを1959部の視点

から総括したものである。執筆者は謝見（1931－）、孫紹振（1936→、劉登翰（1937…）、

孫玉在（1935－）、殻野培（193ト）、浜子誠（193ト）の大名。いずれも現在は中国を

代表する現代文学研究者だが、当時はほとんど無名の青年たちである。当時現代詩史を

独立して扱ったものとしては誠克家 f“主四円以来新持発展的イ固輪郭jく“五四”以来

の現侍機展の輪郭＞〈技芸学習》 55.2-3）があったが、まさに題名通ち鯖単な f輪 劃

を素播したものにすぎなかったむそれに対しこの f新宗溌展観兄jは、 f思考が全面的で

はなく、忽恕の間に仕上げたという限界、観哉と史実の上で傑初余地があるが、まと

まった叙述で、現代詩史の萌芽に近づいてJ（言遠消 r中関車代詩論50家』重慶出版社、

1986年9JI）おり、悲寺刊》の業績の一つであったむ

6 

1959-60年の中国政治をつらぬくのは「反右頗J岩瀬だった。 59年以後中国

は三年続きの大自然災害にみまわれ、さらにソ連の援助停止があ号、毛沢東の大躍進経

済政策出費折した。こうした構勢を背景に59年－60年の中国は左傾化を強めるので

ある。まず59年7月中共八期八中全会仲間共産党第入国金問号表大会第八田中央番員会

全体会議〉が江西省麗山で勝れるが、会議で大躍進政策を批判した彰能懐国際援が

反党とされて対却したロ毛沢東は影の大麟差批判は党内に存在する右傾，昨思右寄りの

感情を代表していると判断、 8月以後反お傾闘争が震関される。 60年はこの f反事傾j

の延長線上に文芸界でも 1月に巴人（1901-72）の「人情論Jが批判されるなど、人道

主義、人間性論などを槍五に批判運動が起こ

60年ア月には第三次文代会（中国文芸工作時三次代表大会）訪朝かれ、文芸界における

反修正主義闘争のよびかけが行われた。

こうした政治動向や文芸界の動きに対~し、（（言軒践の誌面構成も「左額j の度合いを

強めていき、 60年に入るとしばらく溺畠えていた投開jの文斡潜り始める口

事制サII(1919-ー76）批判明支晋培阿国十醸様的寮歌一一訴ま白雪的賛欝訪中千樺的形

象jくどういう費歌を歌うの会トー泊雪賛歌jの中の子植の形象を評す＞60.1）、

禁其矯批判（尚滞「禁其鮮場鴇究創作額向J60必、

王車率（190ト -83）批判伊一之 f王亜平反嬬句是什鹿？Jく王重平が炭対しているも

のはイ可か？ >60.2）、

了合（1924－）批判（玉樹・易疹「浦俗的感帯、除暗静心盤Jくくだらぬ感培、除欝な

心＞60.3）、

楊文林批判〈雷立群 f（（女隊長来ア》表現了付機？Jく「女隊長が来たJは何を表現して

いるのか？ >60.3）、
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3輩 f十七年」か

巴人批判（段普培「巴人的一支冷箭jく巴人の開討ち＞60.5）、

沙鴎批判〈周建元「沙鶏是若様イ国詩人？J＜抄鶴とはどういう詩人か＞60.5）、

秦似（1917一部〉批判（宋塁「批判秦似的〈倣古掛〉和《吊屈駒？Jく樹立の詩明議

を詠むjと「属原を唱うj批判＞60.5)

などがそれで、ある。

この年の《詩干のには、アジア、アフリカ、ラテン・アメリカなど第三世界の闘争へ

の連帯を歌った作品や、それらの間の詩人の翻訳の掲載も目立ったc 例えば5月号、 6

月号と連続して f支持盟、！？投下期、M人関守民族民主運動（くアジア，ラテン・アメリカ人

民の民銭民主運動支持〉〉の特集を組んだのをはじめ、ベトナム、自本、朝鮮、キューパ

などの詩人の作品を離尺紹介している。その背景にはこの年から顕荘化しはじめた中ソ

関係、の悪化と、それにともなうアジア・アフリカ諸国の共産主義運動における中ソの指

導権争いがあったといってよかろう。

7 

1961年一62年の基調は大躍進など「左額Jの路線によって生じた経済の混乱を

正すための調整攻策であるむ文芸界もまた「左：｛~むの過ちを正すべく政策的な措壁をと

った。文革後に明ら虫記された資料では、文芸界における活動の是正に積極的に動

いたのが周恩来、陳毅らであった。彼らは61年－62年に開かれた新橋会議（「翁童文

芸工作者産談会と故事片創作会議J61.6）、紫光開会議（在ヰ肢の劇作家との座談会、 61.2）広

州会議 er全国調j、歌麟、児童期闘｛懐談会J62.3）、大連会議（「農村題材短繍小説議肝機

談会j62.8）など一連の会議で、 57年以後の学術界、文芸界の非民主的状況を厳しく批

判しミ文芸に対する過度の干渉を戒める発言を繰り返した。例えば周恩来は紫光協会議

で次のように述べたという。

「これを書いてはいけなしミあれを書いてはいけない。さらに人様にレッテルを貼る。

右傾だ、保守だと。かくして大変多くの作品が公式化、概念化、低倒七したものとなる。

作家はただ関違わないことだけを求め、功績あるを求めない。もちろん良い作品などで

きはしないG これは党委員会の指導と関係があるJ（周恩来 r~恨の菊梯~ .歌劇・児童劇作

家に対する5離苦jf原典中国現代史各店巻u岩波書店、 1994年7月続叡、萩野fl首二訳による〉

それと問時に、これらの意見を「条例Jの形で公式化することも試みた。その文芸領

域における f条例Jが62年4丹に公布された f関子当前文学芸術工作者若干問題的意

見J（＜文学芸術工作者の若干の問題についての意見〉：いわゆる「文芸八条J）であるD 当時

の党の文芸工作に「少なからぬ欠点と過ちjが存在しているとの認識に立って、 rs花斉

放百家争鳴Jの殿5の徹底民族遺産の批判時掛と外国文化の批判的摂取、文部酔

の正しい展開など、それを是正する八点の原則を定めたものである。

こうした寸藍の調整攻策は61年－62年前半の怨軒践の編集方針にも反映されて

いるように見える。掲載作品はとげとげした内容のものが減札穏やかな作品が主流安

占めている。 f戦歌jと f頚歌jの二本立てで、あったのが、戦歌がほとんど掲載されなく

なった、といってもいい詰また、それまでずっと続いていた f批判j文の掲載が、この
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期間は途絶えている（61年第5期に陳山内撃壌需給）是一新す期全都句歌j という文が載っ

ているが、これは古代の詩の権問）。〈（時刊》のこういう誌面構成は、やはり「調整j を轄

に動いていた当時の文芸界の雰聞気の反映なのであろう。

事態に大きな変化が生まれるのは62非9月中共八期十中全会以後のことである。

議の蕗上毛沢東は社会主謝土会における階級と隣設闘争の存在、饗本主義復活の可能性

を指摘、構級闘争の必要性を語号、修正主義の防止と反対を提起したむそしてそれは会

ミ品ニケに書き込まれた。 63年からは社会主義教斉運動が始まる。中国は短い

調整期な経て再ひ激しい政治の卒節に入っていし弱際的にも62年10月いわゆるキ

ューノ〈危機が起こ号、中閣は fキ品一パ支持、アメリカ帝国主義反対Jを唱えてブノレン

チョフと対立する。 11月発行の《詩刊》第8期i士、潜頭にキューパ人民の革命闘争支

援の詩間首を掲げているが、それはこの雑誌が再び「戦歌jを歌い始める合関のように

も映る。

8. 

八期十中全会の「資本主誠復活の危険性一社会主義脚皆で、の階級闘争の必要性j とい

う提起は、文芸界を含む全イヂオ口ギー領域に激撲をもたらすことになった。この会議

の癌上劉建形の小説「密j志丹jが批判されたのを皮切りに、 63年5Jiには見曲「李慧

娘jが批判され、 9丹には毛沢東が訟統演劇とそれを管轄する文化部を f市王将相部、

才子佳人部、あるいは外冨死入部だj と批判、 12月には議議員j以外の芸併隊式は「問題

が少なくないJ、託会主義改造は「ほとんど効果をあげていなしVと批判する慣がjを

党。この f批約に基づき 64年4月から文芸界では整風溜動を展開、問題点の煮

検をおこない、 5月にはその報告書草案をまとめたむ 6月毛沢東はこの草案に f批示j

し、文芸界（全国文芸界連合会とその傘下の各協会）について次のようι書いたむ

？これらの協会とこれらの協会が掌握している出版物の大多数抄激の、いくつかのも

のは、ょいといわれているが）は、この十五年間、基本的に〈すべての人ではない）党

の政策を知子せず、役人風や・fil闘を吹かして、労識者、農民兵士に隣自ず、社会

主義の革命ヰ建設を反映しなかった。ここ数年間は、なんと修正主義すれすすLまで転落

するにいたっている。J（「北京周動的年22号による。ただしー官液現を改めた〉

ここで毛沢東が批判している出版物の中に《詩刊》が入っているのかどうかは明らか

ではなしもただ毛沢東のこの諦酪説草加麦の文芸界の成果を一切否定した66年の f林

彪間志の委託により江背持土が開いた部隊の文学・芸術苦動についての座談会証盟議要綱J

（いわゆる「座談会紀要立につながるものであるむ文芸界の人士に fまた大きな批判運

動が巻き起こるのではなし鳴りという憂慮、不安、急接惑を与えたことが予想される。

果たしてこの弓諒jにより文芸界は再む警麗運動のやり渡しを迫られることになる。

この結果、鞠童話「北国江南J、「早春ニ月jが fブ〉レジョア個人主義、人道主義金賛美し

ているjなどとして批判されたのをは乙め、多くの作品カ油精jにさらされた。 64年夏

以降、批判は学術界にも及び、哲学界では楊榔参（18綿一1992）、議定（1902-83）、経

詩学では孫冶方（19砂 -83）、歴史学では関伯賛（1898--1968）、呉橋（1909-69)
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第 3章 f十七年」か

の批判が展開された。こうした批判運動の継起はやがて始まる文革の前費蛇Lで、あった。

9. 

63年－64年すべてを予断謝調争に結びつける「左傾jの急進主義が中国を覆い、文

革の思想的基盤が形成怠れていく。その状況に現代詩は、また告軒u》はどう対応した

のだろう虫、

この時期の《詩刊》「詩書其j欄を見ていくとほとんど毎号のように鴇醐語会j

事が掲載されていることに気付く。これらの摂議会は当面のさまざまな艇部軍動と連動

して関かれた。 64年4月号の「詩歌朗読座談会紀要jによれば北京、上海、広州、合

肥、成都、武漢、天津、ノ＼ノレゼンなどで、 f支持古巴詩歌朗読会J（キューバ支持詩融丹説

会）が開かれたほか、全国の多数の都市で「向雷鋒問志学習詩歌朗論会J（欝鋒同志に学

ぶ詩歌朗読会）、「記念罵雅可犬斯基誕生七十周年詩歌朗謡会J（マヤコアスキー生誕七十周

年記念詩歌朗読会）、 f支持田傘馬人民皮美愛国正謝認争詩歌明言語会J（パナマ人民の脳モ愛

国主義の闘争支権事糊読会〉、など科目次いで、臨れた。ヰ誌での朗読会はラジオで全国

に実況中継され、外国にも流されたというο そして最近では都市だけではなく地方の県

や人民公社でも朗読会が関かれ始めたという。

こういう会で朗読されるのは、明確な政治テー？をもち、戦闘的蔚動的な語葉と力強

いリズムで聴衆を酔わせ、政治目標に向って動員するアジテ｝ション詩でなければなら

なかった喝このような詩は「政治持培誌と附まれる告文革期に最も盛んになる政治持

情詩は、この急進主義の時代金支必要とした詩体だったといえよ

10 

1964年11月（告軒目》は突紫｛亭刊する。停刊の理由は轍集部が農村や工場、

り生産の現場に下放するためだという。それ洲可ら会め樹伯仲j断による慌ただしい決

定だ。たことは、「停刊訴訟引が（（言明》本誌にではなしそれに挟まれた一枚の小さ

な紙切れに印崩されていたことから推測される。停刊の通知はこう番かれている。

親愛なる読者の皆様

命制》 11、12月合併号がお手元に届く壌は新年も間近で、しよう。新しい一年、

思想と仕事の部でより大きな収穫があちますようお祈りします。目下わが国の各戦隷で

は相会主義革命と社会主義建設の大衆運動が盛んに展開されていますc 本誌は、編集部

員がかなり長期間、農村や工場に入札燃えあがる闘争に参加し、より一躍思想を鍛え

るために、 65年孟呈から暫く休刊することを決定しました。この積極自惜置はを、皆

様必、ずご支持下さるものと思います。／これまで、の数年間、本誌は一貫して皆様の熱い

ご支持とご援助を受けてきました。ここに謹んで衷心より感謝申し上げます二

〈（新日》編集部1964年11月
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編集部自身この通知にあるように「休刊Jは「暫時」のことにすぎないと考えていた

であろう。しかし政治の動きは予想を超えていた口その一年半後文革が始まり、文芸誌

はことごとく発行を停止する。（（新リ》が再び読者の前に姿を現すのはそれから十二年後

のことで、あった。

1 1. 

1957年 1月創刊以来七年間、《言寺刊》の刊行された時代背景を辿り、改めてく（詩干の

の目次を眺めてみると そこに日朝勺の影が余りにも強く刻印されていることに感慨を催

さずにはいられな川

この七年、特に57年後半以後は詩が限りなく「政治」に近付き、「政治jの僕に堕し

ていく歳月だった。詩はひたすら政治に奉仕した。政治が左傾すれば詩も左傾した。 6

4年に発表された作品の多くは、その内容の政治性、表現の煽動性・戦闘性、語句の大

言出吾、作品全体の非卦貯性においてほとんど「大、イ段、空」（大言壮語、嘘っぱち、無内

容）と評された文革期の詩の先取りといっていいほどで、あるロ

文革期文学は、文革期の歴史的・社会的環境から生まれたものには違いないが、詩の

角度からいえば、それは57年以後の現イ母寺の発展の必然的帰結だ、ったといえ、その具

体的内容（実質）はすでに文革前の作品に楚見されていた。これが、（（言制》七年の歩み

を辿ってみて私が受けた印象で、ある。

もしこれが正しいとして、私にはそういう現象を作り出した原因は、一人や二人の特

定の誰かや、ある幾つかの作品にあるので、はなく、中国現代詩に関わったすべての人々、

詩人、評論家、編集者、読者たちの共同の作為と不作為にあるように思える。ある詩作

品を「不健康な情緒をふり撒いているJと感じる読者があり、それを投書できる雑誌、

それを掲載する来臨があり、それを受け入れる作者があり、それを樹知識幌する評論

家がいる。そういう「暗黙の共謀Jの結果、多くの語集多くの感情、多くの表現が暗

黙の内に「禁止Jされ、詩から排除されていく。 19 5 7年から64年までの中国で、

（（新リ》は、他のすべての文部住誌がそれぞ、れのジャンルでそうで、あったように、そう

した暗黙の禁止キ制徐を詩壇の内外に示す舞台として機能したのである。
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第4章者

文革期文学の一面＊

高紅十と『理想の歌』を中心に

はじめに

f四人組jが打偏されてからもう五年になる。その開の中国の変化は、すさまじいの

一語に尽きる口プロレダリア文化大革命はまったく否定され、文革のため「党と国家と

人民は建国いらい最大の控折と損失をこうむったJ、文革は「いかなる意味でも革命とか

社会的進歩ではなしまた、そうしたものではあり得なかったJ持開ちされたら文晶、

らい消息を絶っていた幹器工学者、文化人はもう誌とんど名誉田復され、第一線に復帰

している。文芸界も例外ではなく、いちいち名前を挙げていけばきりのないほどの作家、

詩人、劇作家が姿を見せ、仕事を再開しているむ

だが、その一方、 f四人組jのZ訴えにさかんに活騨していた人々で、 γ6年 10月以降

消息を絶った寸給作家、詩人たちがいる。彼らはおおむね七十年代になってから頭角

をあらわした人々であり、作品そのものの質が文革前の大家たちの水準を夜駕するとは

いいがたいこともあって、わが国では知られない人が大多数であるc 彼らは恐らく f四

人動集団と一一あるいは明人組Jの路線、政築と深くかカわっていたがゆえに、政

治的言軒高ぬきに彼らについて語ることは、いまの中間では極めて困難なことなのであろ

う。さらにわが国でも、彼らについてなにごとかを書くことのはばかられるような空気

がなくもなし、

多分そのためでもあろう、復活した者家たちについては盛んに諮られながら、こうし

て消えていった人々について語られる事はほとんど稀れであるg だが、「間入室長j日新交の

実相を明らかにしようとすすもば、これらのひとびとについて語ることは不可避となる。

なぜなら、彼らもまた彼らの真実を描いたのであり、彼らtこよって書きとめられたもの

＊本章は、神戸大学中文会誌「未知 1号、 1982年2月刊、掲載の問名の論文に基づく。
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は、やはり、まぎれもなく七寸年代のある実相にほかならないからであるc たとえ歴史

の真実は復活した人々の側に属するとしても…υ。

高紅十という名を記憶している人は、日本人はもとより、中国人のなかにさえそれほ

ど多くはないだろう。だが、 1974年に発表された長篇詩作思想、の歌Jの作者の一人

だといえば、ああ、とうなずく入も何人かはいるかもしれなしミ高紅十というのは、そ

の程度の一一つまり、咽人組jが権力を握っていた期切こ劃れた一篇の持によって、

辛うじて想い起こされるような小さな存在にすぎない。

これは、この若しい一帯人と言うほどに誌成熟してもいず、かといってただの文学攻子

きの女の子とも違う、一人の（今となっては）無名の娘と、その作品の紹介である三

1 
開語、の歌』は「北京大学中文系文学専業七二級工農兵学院によって19 7 

集団創作され、問年9月人民文学出版社から五思宇、紀宇などの既成詩人たちの詩とと

もに一冊の詩藻ーーその題名も民思想の歌jと名づけられていたーーにまとめられて出

版された30

1理想、の離は全篇西系 540行から成る長音寺である。それは持情詩というには情

り理屈に勝号、持事詩というには守中物語控に乏しし、この詩集の書評を番いた蒋

士枚、石湾は「政治梓培詩jという童話震を設け、このような詩は「“政論”の色彩をもた

ねばならず、また詩の意境ももたねばなちなハこの二者を有聯りに結び二つけよう

れば、作者は、政治概念と哲頼性格とをもった語葉を、鮮明で生き生きとした割前

形象とあふれるような革命的激情のなかで溶かさねばならないj とし、開想、の耐を、

そのような性格をそなえた f政治持情詩jとして位置づけている＼では、政？鎖骨子情詩

~想、の歌』とは、どのような詩なのであろう主主

紅い太揚／自い雪／青い空・...・・／東患に乗って／春を知らせる躍の群れ。／太醸の

昇るヰ慌を／発って／大空を期け／宝塔出〈延安にある山〉につき／つばさを／延河

（延安を樹もるJf I)の両岸にやすめた

雪におおわれた肘七、革命の型地・延安に飛来した躍の群れ一一それはここに住みつ

くためオ院からやってきた知識青年（「学校出の青年Jの意。一殻には初級中学から大学

までの卒業生をさす〉たちの上担金である。このような書き出しにはじまるこの詩は、新

しく来た青年たちの f革命的脊年の患替、とは何か、どのように瑚札、どのように実践

するの制という問いに、先輩である矢口織青年同が答えるという形で展開する。

f私jが延安にやってくるまでの回顧であるむ

私がはじめて／自をあけたとき／祖国はちょうど満天に朝霞たちこめる夜明けで、あっ

／よちよち歩きできるようになるや／すぐに足をふみしめた／紅い甲板に／まっこ

うからふりかかってきたのは／前進する船の／けたてる波講で、あった。
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4 

ここに暗示されているように、 f私Jは中自の解放とともに生まれた、いま 30歳くら

いの青年である。そして、以下に麗関される f怠Jの回想は、この世代の人々の共通体

験といっていいだろう 0 r私jの幼年期は革命戦争の記憧もまだなまなましい時期で、あっ

却まさん おじさん

たむ身売りされた女工で、あった阿撲や、大人とともに戦斗に加まつった佑伯一一「私Jの

｝寄りの大人たちはまだ！日世界の車と抑圧の匂いをただよわせていた。だが、「私jにとっ

てはそれは無限の可語性を務めた輝かしい未来のはじまりで、あった。

多くの絵巻きが／自の前にくりひろげられた／どの絵が／いちばんすばらしい未来だ

うか？／思想の船の執は／このように／するするとあがり／四方の患が／このように

／それを吹き動かしたのだった・・・…。

こうして始まった「私jの幼年言者℃は、大鰻進の索紅、反右派関争、腫山会議などの

激動のなかで過ぎていく G fわたしは戦えとびかう日制乞には／関にあわなかったけれど

／身近はいぜんとして／暴思急関で、あった Uそのなかで印おもまた路上に鉄をひろ

い、大人たちが書く批判原議のため墨をする。それがいったい歴史のなかで、どうい

味をもっ会も知らずo しかし、長ずるに従い、「私は理論卒した／倉撲の道は／革命の先輩

たちが／いのちと鮮血で敷きひらいたものだということを」献身の敷設・雷鋒の物語に

心うたれて育った「私jはやがて「中ソ論争jの意味をも理解するようになる。

革命に生命を捧げた烈士たちの自が／大声で尋ねているようにみえる／「われわれの

理思を／どのように実境してくれるのだ？／まだ終わらない事業を／誰会鴇齢設してくれ

るのだ？J .. 

やがて、また七、八年がすぎて、プロレタリア文化大革命という「世界を藤憾させる

雷鳴Jがとどろいた。「私jもまた「革命大軍の行列の中jにいたのである。詩には「西

i日一掃をとなえた大字報を／一夜のうちに／全市に貼りめぐらしJ革命的大交流のため

に全国に散った紅衛兵の運動も、 66年8）ヲ毛沢東主席が全国から集まった紅衛兵の大

群を接見したことも、まるで昨詩の出来事のよう設感激を込めて書きとめられている。

プ口レタリア文化大革命の嵐の中に身を投じた「私jは、修正主義忠悲の批判、労檎者

の話、農民との交流を過してよ「労農兵と結びつくことだけが／これこそが／革命の麓思

に藍る／唯一のみちなのだ…υj ということを理解する。

1968年 12月21詞「知識青年が農訪れこ行き、貧農下層中農の再教育を受けるこ

とは、まことに必要であるj というよびかけが全国に放送される。これより、紅衛兵の

く上山下嫌〉（農村に行って定住する〉運動が携を読のようにくりひろげられるようにな

る。それは旧い世界と精神的にも現実的にも決裂し、労観者、農民、兵士大衆一一つま

り労農兵と結びつくために通らねばならぬ道と考えられたのである。

f知識青年は農村へ行こう…・・J／毛主患が／進軍の号令を発した！／古川、海に帰

し／万馬、剤議し／決心害の下／並ぶ署名は／長い龍のよう。
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按ヲ朝野の前で／同学の少年たちは／出征の命令を待つ！／ああ、必勝不敗の幼芽が／

火と燃える年代に／誕生したのだ！

こうして「私」は、仲間たちとともに延安にむかう。詩はその前夜、中南海に行き、

夜を徹して「上山下痢徹底革命（農村に住んで最後まで革命をやりぬこう）」というスロ

ーガンを書く「私Jの描写をもって第一章を終る。

延安に着いた「私Jは、鍬で手に血まめをつくり、荊東京で服を破られながら、しだい

に農業を覚えてして口農民たち、そしてかつて革命根拠地で、あったこの土地で、は、革命

戦争のときの戦士たち快一「老人路」や「老婦車j 砂崩車は婦女連合会の略）たちが、

かつてと同じ意気込みで社会主義建設のために全力を尽しているのだった。彼らは「浮

華のことばも奇麗なことばも話さないJしかし、その行動で「私Jを教育する。このよ

うな生活のなかで、「私」印瑚卒しはじめる。

私は理解しはじめた／個人の理想の詩犠など／ありはしなかったのだ、ということを／

われわれ革命青年の理想は／全プロレタリアートによって書かれ／何千万、何百万の

人々を／呼ひ深めねばならないのだ！

延安での生活は決して楽なもので、はない。酷しい労働に明け暮れる毎日を、支えきれ

ない若者が出て来たとしても、少しも不思議ではな川おそらく、平凡な、ただ苦しい

だけの単調な毎日に、さまざまな不満がうずまいたに違いない。「無味紺呆だJとか「農

村l立遅れている、変えられるものではないj といい出すものがあったことも、この詩に

はちゃんと書かれている。だが、「私Jはそうは考えない。「農村は／私を必要としてい

るが／私は／もっと農村を／必要としているのだ／貧農下層中農の希望／それこそ私の

志願だ／プロレタリア附授の思想、を実現するため／私は願う、この主協ある険北高原で

／十の、いや何十回もの／戦いの春を迎えることを！ J労働の日々のなかでつきつめた

答えがこれで、あった。

このとき／ただこのとき／わたしははじめて答案を書きはじめたのだ／「革命的青年

の悲想とは何州という厳粛な試験問題の…－－

延安で生涯を送る。辺境を社会主義の農村に改造するためにがんばる一一これが「私j

のつきつめたところで、あった。こう決心した時はじめて、私はく理想＞を見いだした。

その実現にむかつてすす-u-ペき理想、を見いだ、したので、あったロ
第三章は、そのように決心した「私Jにみえてくる目に見えない階級闘争の描写から

はじまるロ知識青年を腐食させようと、実にさまざまな動きがおこる。北京の青年がこ

んなへんぴな田舎へ来て百姓をするなんて、可哀そうにといって近付いてくる者がいる。

これは「形を変えた労働改造ではないか」という者もいる。「知識人は頭脳労働をすべき

だJなどというものもいる。醜い個人主義一ーというふうにそれらの発言は「私」によ

ってとらえられているーーが、＜人生＞・＜青春＞・＜前途＞・＜思想＞などのことば

で装われて投げ出されもするロ国内だけではないロソ連からも「中国の青年には理想が
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4軍文革期文学の一面

ないjなどという声も聞こえて来るむだが f私jはいう。

お前たち搾閥3量級の梯子が／どうして／われわれの心の窓にとどくだろう？

お前たち帝国主義の物指で／どうして／われわれのも境、度量をほかれよう？

では、 f私jの理想、はなに語、それは「貴い青春は人民のものだン／響って青春を人民に

ささげるjと書き、「生全すて死を忘れ／羊の群会救ったj張勇のようi♂、「生きている

かぎりけんめいにがんばり、一生を毛主席にささげるj と書き、人を救うために自分を

犠牲にした金調華のようにいきることである60生濯を革命のためにささげることである。

だがそれだけではない。若い世代がすべて金訓華、張勇iとなることである。そして、そ

れは単に動態ではなしい求、現に、全国各地でそのような無数の金調輩、数しれない

張勇たちが戦ってお号、成長しているのた

われわれは宣戦した／113世界に！／帝国主義・諺正主義 e皮鋭起こ！／われわれは突

破しなければならぬ／ブルジョア権利の思患の鱗を／われわれはぶちこわさねばならぬ

／旧し指統観念の堅い塩根弘（中略〉

われわれはぶ厚い周に／革命の重い荷をかつぐ／われわれは闘いたこのできた双手に

／先輩の刀と銃を受けとった／党よ！／われわれの隊伍を櫛話せよ！／向百万／何千万

の！／ああ、まるまる一代の／志気もあち抱負もある中国青年の／前途は限ちない。（中

略）

われわれには／マルクス・レーニン主義という／天を開く巨大な斧がある／われわれ

には／毛沢胤忌態という／路封討陽光がある！

進め、進め！／「希望は／君たちに托されているJ（毛沢東の書葉〉／おお！／われわ

れに／托されている！／進もう、前進しよう！／暴風をついて／火の光にむかつて／雷

鳴をつき／普段浪をおかして／共産主義の／まつかな／太陽にむかつて！

詩はこのように、労働のなかできたえられた、共産主義の自党をもった青年たちが、

マルクス・レーニン主義・毛沢東思認という謝告を手に、共産主義建設に掛りて前進

するというイメ…ジで終わるのである。

2 

さきにも少しふれたように、 f理想の関は、 72年5月jヒ京大学中文系に入学した

（「労鶴者農民兵士出身の学生Jの意。 2年以上の実践の経験をもっ労働者、

農民兵士の中から大衆の掲轄によって瀧ばれた）の集団創作になるもので、あり、高紅

十はその事嘩者の一人（だが中心的な一人）で、あったO その高紅十が後に発表した手記

や7、この詩について紹分した f光明日報』の詑較によれば、『理思の剰が集問執筆さ

れた経過は次のようであった。

1973年J国大学中文系文学専攻の学生たちに、「先進的な知識青年と英雄人物を

Jという「任務jが与えられた。高紅十をふくむ事嘩グループが結成され、グ、ルー
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プはこの年の夏休みを返上して、まず第一稿を書きあげた。 73年暮れから γ4年初め

にかけて、中文系の学生は f関門難告を打う9

「開を開いて学校を運営するJと訳される「関門赫学Jとは「門を関ざして魁学に没

頭するj意の「爵門勉学jに対してできた語で、学生が農村や工場などに行き、

の専門と関係させながら実際の知識を学んだり、実践したちする、あるいは、広く

外の人びと（現場で生産活動に従事している農民や労働者であることが多い）を招b

その人々に教搬に立ってもらう一一要するに，形式はさまぎまであるが、社会と結びつ

いた勉学を行うことである。

このときのjと京大学の学性たちの開内務学の目的は、先進的な知識青年と英雄守人物

たちの事績を取材することで、あった。彼らは全国名地に出かけ、各地に住みついた矢識

と共に働~－－青年の現想についてともに語りあった。彼らが取材した知識青年

には、雲南の朱克家、山西省蒋主県に定住した天津の矢蟻青年グ〉レ…ブ、河北省の程有

えさなどがいた。いずれも知識青年の模範として、当時広く報道され、よく知られている

人々で、あったた余談だが、このときの成果は f広びろとした遊Jと設する書物と

74年に人民文学出版社から出版されている叱

「祖国の各地の上山下郷矢繍青年とともに感想を諾札貧農下層中農か

たその桝専を交流しあうなかで、私たちの聞の共通の苦葉はまるで、セキな切ったように

ほとばしり出、革命の現想の患い糸で、私たちはしっかりと結ばれました。偉大で勇壮

な知識青年の上山下郷灘駄によって私たちは教背もされ、創作の意欲をはげしくかきた

てられもしました。数しれぬ先進的知識青キの典型から私たちは主題を練りあげ、

の歌』を世に間いましたj

そのときのことを高紅十はこのように問想しているc

うな生活のなかで、彼らは戦関の誤繍…一昨旦想、の歌i
り fこのような沸きたつよ

くみ育てたJ

だが、こうして書かれ出版された詩も、 74年9月当時は、それほど評判になったわ

けでも、広範に愛請されたわけでもなかった。例えば、 74年9月から 75年 11月ま

でに f人民民報J と『光明日報J で書評の対象とされた詩集が、『人民日報~ 3冊、『光

明日報j9冊〈いずれも藍撲は除く）あるが、行思想の歌』はそのいずれiこも入っていな

し、。

ところが、 75年 12丹になって、この詩の朗読が全国にラジオを通じて放送され、

その結果、燥発的な売れゆきを示すようになった。さきに示した f光明日報J
は、詩集を買いたくても売り切れていて買えない各地の人たちから、詩集を求める手紙

州ヒ京大学に殺挺したこと、「本を闘いたいと言う入は非常に多く、学員たちは手元に残

しておいた本をすっかり送ってしまい、そのうえまたド持崩したが、それもすぐになくな

ってしまったJことなどを紹介している。

1 2月13 日『光明日報J が嘉手を掲戟「作思想の歌~ ~ま革命の激構iご満ちたすばら
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4 

しい詩であるJと高く評伍した九 26自には、やはり F光明日報JIと詩櫨の農老、賊

克家が、このようなすばらしい存品に誌散文で意見を述べることはできないとして『「瑠

認の歌j讃歌iと題する枠合寄せ、 f詩の一行刊行から／あふれんばかりの勲清がき h

る／春瀬にさわぐ浪のような／きこえるのだ、 fザ子何万という力強い手が／プロレタヲ

アF断及と言うぜアノのキーをたたき／革命の強音をかなでるのが一一／千軍万馬、

暴雨のような！／どの言者子にも／わたしは見る、毛沢東昨患の／撞万の化身を／どの詩

行からも／わたしにはみえる、 f入5寺、九時J（毛沢東の fきみたち青年は、午前八時、

九時の太識のように生気はつらつとしているj という

しい春がじと絶賛したへ

そして、あたかもこのような税賓のしめくくりでもあるかのように、

は1 してこの詩を全篇掲載したので、あった14口

3 

、る〉の／うるわ

1丹、 F人民

f理想の歌Jが、その公刊後l年もたってから、ほとんど唐突とも思えるよう

ちで、マス口ミの注目を浴び、宜伝されるに至ったのは、たとえば『光明日報J
減克家たちのいうように、ほんとうにこの詩がすばらしかったからだろうれ

して、最心にこの詩とむかいあうとき、転たちが感じるのは一種の失望で

あろう。詩の定義づけをめぐって議合をする気はないが、言語というものを離れては詩

も詩人もないという一点だ、けは、すべての定義の前提であろうし、たとえそれが露わで

あろうと背後に題されていようと、詩はくことば〉との詩人の関いの結果として成立す

るというのが，私たちの常識であろう。そして、それはまた中悶の悶tの詩人たちの暗

黙の前提で、もあったように思う。そのような認識からすれば、この詩は、詩として、少

なくとも成功した詩として成立しているとはいいがたいのである。

なるほど、ここには語葉の選訳ヰ配列にある種の工夫や計算も認められる。私は、中

居の詩は視覚のイメージより、むしろ音声による快感在重視する（従って詩人は「読者J

よりも「開き手j を予認している）と考える者だが、この詩はゆるやかにもせよ各節に

韻なふむほかに、例えば智頭の新子、

紅白、

白雪、

乗東鼠

飛来報；春的群臆

にみられるように f紅Jr白j f監！という色彩の対比や、履の群れが飛来するさまを象

殺するような文字の配罷などによって、読者の視覚的イメージをも喚起しようという努

力供ーしかし、それも余りにも単純なものにすぎないが一ーなされている。しかし、
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この工夫にしても、全詩を通じて貫徹されているわけではなく，単に詩を視覚的な平凡

さから救い、散文と区別するために行を分けているにすぎないような場合が大部分であ

るむ例えば、持中

｛註是、

理想自鵠碕

並不是那腰寧静、担蕩、

豊輯守山区

品不都長着核fj~. 海業

（「思想の航路は／それほど安静で、もひろびろと平読でもない。／豊鏡な山間地帯も／く

るみそ鴇栄が育っとは限らなしリ〉

げおまけされている個所に、そうしなければ令らないどんな謝悩掛生があるというの

だろうれ行と行の関にはイメ｝ジや思想の、飛躍や質的な転換があるわけではなしも

匂と勾をつないでいるのは、詩の論理ではなく、散文の言偏塑にほかならないのである。

回想の歌iは、このように、あげつらっていけば欠点だらけのように見える。

しては一つの失敗作同日瓦ならなしも作品が、それ走法刊された1974年以後しばら

く格別の注意さ？ひいたわけでもないのは、むしろ当然で、あった。では、なぜ惇邑想の歌』

がこれ沼どまでに賞費をあびるようになったのであろう会もこの疑問に対しては、

に、 19γ5年12月の中国の腐合清勢という客観的条件を理由としてあげることがで

きる。

4 
香港の中題大韓研究者・苛鰐長風は、プロレタリア文化大革命在追跡し、分析した彼

の著書で、九全大会（69年4月）を、文革の退瀬期口実力派軍人が実験を搬ってく文

革涼〉の追い落としを開始した時期とし、それから十全大会（73年8月）までを周恩

来総理が権力を撃搬する過程、す全大会以後（73年8月－75年11月〉を、周恩来、

郡小平らのく実権派〉に対し、文革派が反撃する過程というふうに位置づけている150 

このような位置づけには異論があるかもしれないが、しかし、十全大会以後、 75年末

まで、の時期がく文革派〉とく実権派〉との権力をめぐる滋しい格闘期であったことに異

論をとなえる者は、いまや、いないであろうD

しかし、この権力闘争は誰の自にもはっきりと、それとわかる形で関われたのではな

かった。 80年末の f四人諸島裁判でその一端が明らかにされたように、最高指導層内

部の捨濯な関争がその形態であり、中国人民をふくめたく外部＞に対しては、党内は団

結しているというポーズがとられ続けたのである。この時期の中国の政治i晶程は、批林

批干l運動→プヨレタリア独裁理論学習運動→『水齢制批判運動といったふうに、現象

的には、一種のマルクス主義教青山学習運動の連続的麗開という形で進行したが、それ
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第4輩文革期文学の一軍

らはいずれも詞擦の極めてあいまいな、わかりにくいキャンベ｝ンで、あった口その理詰

も、運動の発動者であるく文革派〉が、公然とく実権派〉批判という巨標をかかげるわ

けにはいかなかった点にあるだろうと怠比思う160

さて、そのく文革派＞対く実権派＞の関争が雄の限にもわかるようになったのが、 7

5部11丹にはじまった f教育界の奇談怪論批茅IJJからである。

ブロ革命の非常に大きな構成要素に、教育革命がある。この教育革命は、文革前17 

年間の教育を、労農兵から溺候し、生産と労働の実践かち灘撃したく智育第一＞く点数

第一〉の教育で、労農兵から遊離した、名君iのみを追う精神貴族を養成し、く三大潮リ

〉（労働者と農民、都市と尉ナ、頭芸員労働と肉体労畿の1つの競lj、格おの齢、で、は

なく拡大に奉仕する修正主義の教育だと批判し、それにかわる真に革命的な新しい教育

路隷を打ち樹てようとするもので、あったりその主な内容は、¢洋生選抜方法の改革

実践の経験をもっ労農兵のなかから大学生を混泌を根幹とし、各教青対去の改革←

大学の中だけでなく、広く社封懐践のなかで教育し、プ口レタリア階~·の革命事業の

集継者に育てる〉、 φ義成目標の改革（＝ （智育第一）ではなく、ブロレタリア蕗殺の思

想を身につけ、理論と実践を統一でき、問題を分析し解決する能力をもっ学生を養成す

る）、告洋校運営の改革〈口労織朝：皆級が学校舎指導する）の四点に要約できる。

ブロ文革の過程で、教育界でiまこの内容を現実｛どする措置が次々ととられていったc

しかし、実際、の教育現場ではこの教育のく革命＞に対し大きな利藷がうずまいていたら

し川こうした利碕を代弁するような形で＼ 7 5年度（庁、 8月の問jという）清華大

学党委員会副議節制くが毛主席に手紙を書き「現在の大学制度は、学制が短かすぎは

革前の3-5年が、文革中は2-3年に短縮おれていた） 教育の質も低く、学生のレ

ベノレも高くなたもこれでは工業の発展の必饗に応えられないから文革前の制度を国復し

てiましいj旨を要求、時の教育部長、周栄議もそれに支持を与えた。ところが、これは

プロ革命の成果を苔定するに等しい要求で、あったため、毛主席は怒って、この手紙を袈

泳に送り返し、請華大学の学生たちに警告本と期栄塞を批判するようよびかけた。

こうして、 75年11月から劉泳、周栄議批判がはじまった。学生たち一ーというよ

り彼らをリードするく文革瀦〉は、劉・周の意見を「脊綾罷論jととらえ、 11月3日JJJJJ

から清華大学構内にのみ大学報を貼り出すという非公開の形で説潤を開始した。これが

f教育界の奇被怪論批判Jのはじまりである。

劉・席らの意見の鑑点は、現行の制度下では学生の慣を保証しがたい、という点にあ

った。従φてく文革派〉がそれを批判するには、空？農兵の学生は、文革前の学生よりも

学問的にもすぐれ、思霊的にもはるかにプロレタヲア的であるということを具体的に示

す必要があったむ詳細はわからないが、く文革派〉による最初の批判は f裂・周らはな

んと毛主席に反対した！ Jというふうな内容のない感情的なものが多かったようである。

しかし、 12月に入ると運動は f教育革命大弁論Jと名を変え、具体的会例をあげての
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反論がはじまった。その最初の重要な論文が開放·~ 1 2丹号に掲載された r教育革命

の方出辻改纂しではならない』で、あったへ

論文は f教育の質jな論じて、「！日1ヒ京大学や清華大学が養成したのは、韓入の名和を

し、理論が実際からi臓接した学生たちだった。後らは哲学を学んでも哲学はできず、

文学を学んだ者は小説が書けなかった。工科の学生は、機械も動かぜオヘ修理もでき

かったG 苦しみな樹も、死を恐れ、党と国家の命じる勤務先に行かず、堕落してブルジ

ョア右派になった者もいるJと田い大学生のく質〉を批判したのち、「しかし、現店の労

農兵の学生は、数年間の学習を経て、マルクス主義の班輸水準と、！？欝設関争、路線闘争

の自覚は大いに高まり、専門の学習でも喜ぶべき成果をあげているJと、労農兵学員が

優れていることを力説した。そして、その実例として、「世界の先進的水準jの発明倉足2

した人々とともに、「革命の激請にあふれた長詩『思想、の射を書いたJ「北京大学中

をあげたのである。

f理想の歌lが全悶放送されたのは、おそらくこの前後であろう。そして 12月4日、

f人民日記にこの論文が車i議されたの会皮切りに、同想の歌』と部工十ほ一躍？ス口

ミの寵児になっていく。その問の総品を年表ふうに記していくと次のようになる告 12 

月 8Sr人民員制 I~じ京大学の様相同梁刻な変化生ずj と題するルポを一面トップiこ掲

載その中ではじめて高紅十を組分180 1 1日、高紅十の写実を付した。同組の歌lと

その作者たちを紹介する記事会主 f光明日報』に載るへ 15日『光明日報』に同想、の

剰の語手を掲献。口 76年 1月7日f光明日制毛主席の詞発表を祝う詩人たちの文

章を掲裁黄声笑、股光閥、時永福らの既成詩人と並んで、「荘延安播縁落戸（生産隊に

住み込む）的北大卒業生J高紅十の文章が載る210 1月25日『人民日報』

の“質が低い”といった奇談怪論に反椴するjため『理想、の剰を全文掲載認容日 5

自『光明日報Jに高紅十の f延安に帰り農民となるj という文章が載る230

一方、 f教育革命大弁論jの方は、翌年1月、周恩来総理の逝去とともに一日制卒止され

たが、葬畿の終わりとともに再び開始され、いっそうエスカレートして f右からのまき

返しに反撃するj運動となり、 2月には、明らかに郡小平をさす「悔い改めようとしな

い党内走資派jの批判運動にと発展していった。そして四月、

都小平はついに失脚立追い込まれる。

っかけに

以上の経過からもわかるように、 75年 11月から 76年4月に至る政治劇の進行過

程は、明らかにく文革派＞とく実権探〉との闘争のなかでく実樹わがじりじりと後退

し、ついに敗北していく過稜である。それは同時に、同棺、の歌Jとその作者がγスコミ

にとりあげられ荷名になっていく過程でもあるむ同想の歌』が、 1975年暮れに突然

のように賞賛をあびはじめたのは、この政治爵争におけるく文革派〉の必要を溝たすも

のを、との作品がそなえていたからだということは、もはや明らかであろうロ

f理想の歌』が突然在目されるようになった理由は以上のようだとしても、しかし、
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4 

依然としていくつかの疑問が残る。ひとつは、政治関争の必壊にもとづいてく文革派〉

が問想、の歌lをもてはやしたのは事実だけれども、だが、そうしたキャンペーンぐら

いで詩集がそんなに売れるものなのか…一つまり、 r理法、の歌iが読まれたのは、そんな

外在的主理由からだけなのかどうか、ということである口もうひとつは、国想の歎Jの

集自執筆者のうち、他の事嘩者はまったく無名のままなのに、なぜ高紅十だけが特にと

りあげられ、 γスコミの識児になったのか、ということである。以下、そうした問題に

ついて考えてみることにしよう。

5 

第一の疑問については、次のように考えることができる。

プロレタジア文化大革命のなかで、中匿の都市在住の青年たちは、それまでの青年た

ちとまったく異なる青年期を過ごすこととなったg 知識膏年のく上山下那〉運動とよば

れる、都市の知識青年の農山村への定性運動が定義したため、彼らの三分の一以上が農

村にいかねばならなくなったためで、あるO

都甫の学校を卒業した若者が、辺境の荒野に移住し、開発に従事するということは、

解樹射なりはやくからはじまっていた農村への定住も 57年の農村の柏会主義イド

集団化完成後からはじまっていた。しかし、中学・高校を出た青年が農村に行くことが

制度化されたのは、文革以後のことである。この制度によればよ中学、高校の卒業生は、

条件に応じて、 辺境、鉱工業企業、基層組織の毘つのいずれかに f分配J（学生を

組織的に勤務先に西己属すること）されることになっていた。農討すに赴く者は、だいたい

卒業生全体の30～40覧で、一人っ子、長男、長女、病弱者、朝藷の子女、一家の中で

兄弟姉妹の誰かがすでに農村にいる者などは都市に残ることができるという規定で、あっ

た。そして、そこで向年間か労働し一一そしてより重要なことだが、その労識を通じて

自分の勤陸、をきたえたのち、それぞれの条件に応じて、大学、研費議関、行政機関など

にその人々を入れていくという計掴で、あった。この規定は、 67年の卒業生かち適用さ

れはじめたが、 68年、 69年の卒業生は全員一律農村に下放させるという方針がとら

れた0 （この“極左的方針”は、 68年 12月21位、毛主痛の「知識青年は農村ペラこ

うjという呼びかけが発せられたことと関係があるだろう〉。 71年卒業生の分配のとき

からはもとの規定によって下放が行われた2＼こうしてプ口文革開始（66年）以来、

75年末までに、約 1200万人にのぼる都市の知識青年が、全国各地の農山村に散り、

そこに住みつくようになったので、ある250

この 1200万人は経控も出身も違い、ものの考え方も異なる。種々雑多な若者たち

であるが、そのいずれもが、解樹麦の社会主義教育の申し子であり、プロ文革中の紅傷

兵とく上山下郷＞という稀脊の体験を共通にもっという点、で、それ以前の年代の人々と

も、同世代のそうした経験をもたぬ人々とも区別されるような共通性をもっ若者集団で、
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あった口この集団が前世代とも同世代の他の若者とも決定的に異なるのは、彼らが都市

の安楽的生活（それには都市の生活環境の安楽さという意味も、両親ヰ朝市の庇護のも

とに生活するという意味もともに含まれる）から、苛烈な農村の生活（それには農村の

生活環境、労働の過酷さ、一人で哲虫立して生活しなければならなくなるといったことが

すべて含まれる）へという、激しい変化を、ょうやく世界観を形成すべき時期に等しく

体験しなければならないという点にあるロそうした体験をもとに、この若者集団の問に

一種の＜共生感＞が芽生えたとしても不思議で、はなし九

1970年代初期の中国にあって、体験と感情を共有しあう、 1200万人の年齢も

接近した若者集団一一これをいま仮にく上山下郷青年集団＞と名づけるならば、『理想

の歌』は、なによりもまずこの集団の文学・＜上山下郷青年集団＞の自己確認の文学で

あったo

さきにみたように回想の歌』は、中華人民共和国の歴史とオーバーラップさせっつ、

自己の成長史を語る第一章からはじまる。そこに歌われる「私Jは、この1200万人

の青年集団にほかならず、第一章は、この集団の「自分がなに者であるかを対象化しよ

うとするj ことがその創作モチーフであるロ第二章はく上山下郷＞の意味を明らかにす

る章である。自分たちの青春は、共産主義を実現するため、三大差別の縮小のため、安

逸なる都市から苦しみ多い農村に移り、そこの改造のためにささげられる。＜上山下郷

＞は、いわば共産主義のく未来＞のために、この＜現在＞を犠牲にする崇高な歴史的使

命だということを明らかにするのがこの章である。第三章は、自分達をその歴史的使命

を実現する世代と規定し、それを確認し、外に宣言する章である。（詩に対するこのよう

な理解が、私がこの詩を＜自己確認の文学＞とよぶ理由である）一一一＜上山下郷＞への

このような位置づけと自分達の青春へのそのような意味づけこそ、ほとんど否応なく農

山村に定住しなければならなかった1200万人が、なによりも欲したことで、はなかっ

たろうかb

＜上山下郷＞をテーマにした小説や詩やルポタージュ（こうしたものを、私はく上山

下郷文学＞と名付け、文革期文学の重要な内容を構成するものと考える。この問題につ

いては男（臓を鞠請中であり、詳細はそれに譲りたい）は少なくない。しかし、『理思の歌』

のようにその意味づけを明確にしえた作品はなかったので、はないだ、ろうかbそれは文字

通り知識青年たちの心のうちを代弁し、それゆえに彼らの心を激しくゆさぶることがで

きたのである。徐談ながら私は、この詩が、あたかも人生論のごとく読まれたに違いな

いと考えている）。『理想の歌』が、そのさまざまな欠点にもかかわらず、広範な読者を

獲得した最大の理由はその点にあった。

6 

第二の疑問については、高紅十が大学卒業後ふたたび農村に入っていったということ
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第4輩文革期文学の一面

に、その答えを見い出すことができる。

話はやや迂遠になるけれども、ここで、めんどうな統計数字におつきあい顕いたいo

F中国医科年鑑（1980年齢』却によれば、 1976年度における中患の各撞の学校

における在学生は、小学校〈五年制） 1億5000万人、初級中学（三年制） 4 3 5 0 

万人、高級中学（ニ年制） 148 3万人であった。いまこれ会悲学年数で割ると、

当りのだいたいの在学生数が得られる。それによると、 4学生は各学年平均3000万

人。初級中学1450万人、高級中学740万人という計算になる。つまり、萩搬中学

に進学するのは小学卒業生の約半数弱、高級中学に進学できるのはその更に半数、 74

年度における全国学齢児童の就学率は平均93犯であるから、非常に乱暴な計算だが、高

校進学者は、間堂代の子の約四分の…、 25覧足らずということになる。これが沖4都

市と多くの療すには、すでに較殿中学が普及し、大都市には離貯学が基材句に普及し

ているj といわれたγ5年当時の状況であった。ところで、 76年における高級中学卒

業生は実数で517万2000入、この年全国の大学が勢楽した学生は21万7000

人であった。この年の大学進学者は二年前の高級中学卒業生であるから、進学率は単純

には求められないが、多くても全高卒者の3～4潟、間世代の青年の 1協にも満たない数

である。

以上は極めておおざっぱな数字にすぎないが、中国の大学生というものがどれほど稀

少な存在かをうかがうに足るであろう。その大学の卒業生－LIOも天下に冠た引回

大学の卒業生が、樹すに打って農民になるなどということは、常識的な価｛酔j断からす

ればほとんど狂気の沙汰にもひとしいことであったぽずで、ある（中国で耕すや農民に対

する蔑視感は設々の想録よりずっと3齢、ことは、注意しておいていし守口そして、高紅十

はこの狂気のく皮樹直的子動〉を駒子した英雄だったので、ある。マスコミが注話したと

しても当然で、あった。

だが、『人民日報Jや『光明言報』が高紅十のことをこぞ、ってとりあげたのは、たんに

彼女の行動の特異性にジャーナリスチィックに注目したからで、はなかった。そうではな

くて、彼女のそのような行動と、それに駆りたてた思想、のもつ規範性に注昌したかちで

あったc

労農兵の学生は f作風の閣で刻昔、質素であり、吉覚的にフラレジョア思想の侵蝕を拒

み、ブ〉レジョア！樹齢権利の執念をたえずうち破り，労農の中から来て労農を却もないj

という特色をもつが、高紅十はまさしくそのような学生であ号、卒業にさいし

わたって申請書を齢、延安地区に婦って農民になることを断闘要求し、三大湖j縮小

の保進派になろうと撃った口これは、！日大学の養成した学生が名利を追い、精神貴族の

宝塔にのぼろうとしたのと、きわだった対比をなしているjとr人民日報Jは長え27、r光
明自報Jは、 f今年いらい彼女はプ口レタリア独裁の理論を学び、実際、と結び三つけて諺正

主義を批判し、（農村や’農民を軽視する〉指紋泊強捻と自覚的に、徹誌的に決裂し、
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差~I縮小の促進派とな号、 レタリア独裁を強闘にし、社会主義の新しい農村を建設

するために青春をささげているj と報じたお。

この高い調子の記事i士、そのまま当時の知識青年をめぐる、一種ヒロイックな熱っぽ

い界関気を伝えて余すととろがなハ労犠者と農民、都市と農村、支則選労犠と肉体労働

の差別、いわゆる三大溜ljの解消は、もちろん共産主義社会の実現をまってはじめて可

能な大理想である。それには生産力の飛躍的な発展と、高い政？抽自覚をもち、

に発展した新しい共産主謀奇人需の蒋在が必要である。く上山下鄭＞はこの大瑚組実現

を射程におき、差別を一歩一歩縮小していくことを目指す現難怜措震なのであったO

都市と農村の需の気も遠くなるような経済上、文化上の格差、大学生の稀少性にその一

斑のうかがえるような、頭脳労働と肉体労働の瀞ト一一そうしたものの解消は、たとえ

一人の大学卒業生が農民になったところでなにほどの効果をあげうるもので、もないむし

かし、一人の大学生のと口イックな行動が、何千万もの知識寄年のヒ口イズムを激発さ

せることができたとしたら、その行為のはらむ効果にははかりしれないものがあるだろ

フ口

高紅十は、知識青年のく上山下郷〉を讃美した f理思の歌』と、同じテ｝？の1J歌劇

『朝陽路上J味見〉の作者である口その彼女が守思想の歌』は紙の上に番くだけでは

だめだい r朝陽路上Jは舞台の上で上演するだけではだめなのですg もっと重要なこと

は、品分の行動の上に貫徹実行寸ることですj と述ベヘ自らの語った動態を実現すべ

く関たの黄壬地帯に入っていったので、ある。暗殺怪論jを突破口にく実摺医〉攻撃を狙

っていたく文革派〉が、労農兵学生の模範として彼女をとらえようとするのは当然のこ

とであろう。

この時期、中躍のマスコミはく文革派〉の政策の室訟の道具であることに徹していた

（挑文元の口ントロール下におかれていたという）。高紅十をとりあげたのは、決して、

個別のジャ…ナリストの眼や感覚で、はなく、彼女のなかに規範性を見い出した、計算し

尽くされた脱会の意志にほかならなかった。

γ 

これまで、 1975年の政治状況の中での抱想の歌Jと高紅十の位置をみてきたむ

だが、高紅十その人について、私はまだほとんどふれていなし三次は彼女にっし

ベき段取りである。

高紅十には、自分のことを書いたニ第の文章があるへ内潜は誌とんど間じで、

ともそう長いものでもなしL 120 0万のく上山下郷〉失帰哉青年の中には、高紅十以外

にも、自分の体験を書き譲った文章を発表した人も少なくはない。知識脊伴をく上山下

郷〉に動員するため、また、被らに努力目標を与えるために、模範的な知識青年の手記

を集めた小冊子が数多く出版されたからであるへそれらの文章は、農山村が自分達の
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第4霊安 文革期文学の一語

努力でどのように変化していったか、その中で自分遣の思想がどのように変わっていっ

たかを綴るものが大部分である。高紅十の手記もそうしたパタ…ンをはみ出すもので、は

ないけれども、大学を卒業してから農村ぺ子く決意をするまでの内心の葛藤がやや具体

的に書かれる点で、他の手記とは異なっている。いま、そこに焦誌をあてながら、高紅

十について述べてみたしミ

高紅十は1952年に生まれ、オ肢の初級中学を卒業譲、 69年 1月、延安に描隊落

した。 69部1月といえば、前年末に f知識青年は農村に行こうJという毛沢東主席

の号令が発せられたばかちであり、知識青年たちの都市から農村への大移動が開始おれ

た時期であるs 前にもふれたように、 68年、 69年の担搬・高級中学卒業生は選択の

余地なくすべて農村にいかなければならなかった。高紅十の農木村子がどの程度主体的な

もので、あゥたかうかがうすべはなしも

3年あまりの農村生活を、高紅十はかなり模範的に過したと思われる。その一端を私

たちは f理想の制や f成長j（後出）など、彼女の作品から知ることができるが、

るに世間知らずの町の娘から勝投的自覚をもった農民へと生長していったようえ

72年5月、彼女は延安から推薦されて北京大学に入学、中文系（中国文学部）文学

専攻の学生として勉強をすることになった。入学したばかりの北京大学は、文革で~ti伸j

されたはずの誤験制度、つめこみ式教育などが行われており、その影響で匙霊感情が変

わった、と彼女は蔀ハている。こうしたなかで、彼女は最初の作品『成長』

れは下放した失需議青年が賛農下層中農の教育で成長していくという内容だったらしい口

この処女作は中文系の雑誌『習作』に掲載され激賞された。三ヶ月後、彼女は大学に行

けなかった背年が心の悩みを乗りこえることを描いた小説『路Jを発表したむ

術的技巧をこらした作品で大学では前作以上の高し言判語を受けた。ところが、この作品

は延安に残っている知識青年や農民たちからはひどく反発され、不評で、あった。それは

自分の思想が長雨龍青年や農民たちから脅臨もはじめたことを示すものだったが、自分はそ

うは患わず、彼らには文学がわからないのだと考えて自分を慰めていた、と彼女は匝想、

している。この年の秋、 j悦郊外に関門競学に出かけた彼女たちは、ブノヤジョア文人瓶

の作品ばかり書いていた。

こういう彼女が変化していく転識が少なくとも三田あった。

最初は73伴千万めで、この時期、北京大学では「右傾思想批判の大討論jが始まり、

この討論の中で彼女は自覚を高め、自分の文弘思想はおかしい、それは f文芸は労農兵

に奉仕ァずるJという毛主席の文芸路線が自分の頭の中に技づいてい会かったからだと考

えるようになるのである。同懇の歌lが挙議されるのは、この年の凱もである。

二回吾は74年の関門弁学のときである。彼女たちは、ブロ文革中の労働者の生活を

描いた鰯雇小説を書くという任務をもって、 1ヒ京商郊の内調蕎炭鉱に行き、そこで、労識

者とともに働き、後らと「社訪樹げ臼をやり、彼らからF皆殺教育を受ける。この関門跡
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学を通じて彼女は、告分は世界観者徹感的に改造し、労農兵と結び二つく道を永遠に歩ま

ねばならないということをはっきりと自覚する。問時に、かつて『路』がうまく

かったのは、自分が農村に住みついて革命をやるという思想在感持していなかったから

だということにも気づくのである。

第三の藍識は卒業創作のときでまちる。 72年5月に入学した学生たちは、約三年半の

75年10月に卒業することになっていたむ文学専攻の学生たちは、労農

兵の学生が入学してから卒業するまで、の台晶程在描いた短編小説を出すことになり、執

筆を分扮したが、たまたま彼女にあたったのが f卒業jの部分で、あったa ここで彼女ほ

非常に苦しむことになる。筆がなかなカ戎邑まないのである。

f一番むづかしいのは、小説中の主要な英雄人物一一つまり、卒業して郷里に帰り、

農業をやる大学生の思想境界（を措くこと〉だった。私はその気持ちを自分のものにで

きず、な追ってまた）うまく表現するすべもなかったj

小説は、労農兵の大学生が卒業後ふたたび農村に帰るという筋であった。それは被女

自身が考えたものか、飽から与えられたものかは加にして、多分それ以外には考えられ

ない筋番きで、あった。労農兵の大学生を措く以上、主人公は卒業後必らず農村に行き農

民にならねばならない一一それが、時代と政治の騎資であったからc その議会ぎなかなか

すすまないのは、彼女自身に踏みがあったからだったろうか。

こうしたとき彼女の「入党紹介者J（中国共産党に入党するさいの紹介者。ただこのと

き彼女がすでに入党していたかどうかはわからないs 彼女に相当大きな影響力を行複し

うる人物であることに違いはない）が訪ねてきて彼女と話しあい、「鍵は君自身にある。

君自身が匙主的にスッキリしたら、小説は書けるようになるJという。それを聞いて彼

女は殺しい内心の葛藤に襲われる0 r革命的な文章を書こうと思えば、まず革命的人間に

なれjそれはわかる。被女は告関する「農業従事の申請をする報告を書こうか書くまい

h 番くとすれば、な込書かないとすれば、何を老子れて？J

同想の射の作者の、このような苦悩は私たちを襲撃カ吐るだろうれもし彼女が兵

士の作品を番かねばならなかったとしたら、彼女の作品のチ｝マが梯軍になることだと

したち、彼女は兵士や鞠市になろうかどうかと脳んだだろうれその場合、彼女はそれ

ど協みはしなかっただろう。入は患者を描いた作品を書くために監者にならねばなら

ないことはなく、農民にならねば農民が番けないということもない。だが、彼女も f入

党紹介者Jもそのようには考えなかったo 革命詩句な文章＝労農兵大学生が卒業して農民

になるという作品を書くには、まず革命的人間になれここ大学生である自分が卒業して農

民にならねばならない、と考えたのであるむ

re自分志望排出こ行く申請を）轟かないのは、苦しみをおそれ、疲れをおそれ、劇ずに生

涯暮らすことなおそれているからに違いない。革命の先輩が全国を解放するため流血の

犠牲をおそれなかったのに、われわれ府代が平和な時期に農村に入るのを、なおグズグ
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第4輩文革期文学の一語

ズとためらっている。これは根本を忘れたのでなくてなんだろう？若者がただ個人の和

益だけを考えていたら、中国革命はどうして組銃できるだろう。共産主義がいつ実現す

るだろうJ

高紅十はこのように、悲しいほど純粋に自分を追いつめていく（高紅十のこうした論

理のうちに農村に行った著者たちが、自己の罷かれた特殊な状況によって形成せざるを

得金かったく上山下鐸の思椙〉の核を読みとるのは決して見当ぽずれではあるまし＼）0

こうして彼女は延安に掃号、農民になる決心をする。しかし、この決心は「最も科学

的な世界観iたる fマルクス・レーニン主義と毛沢末思想jによって基礎づけられたも

のでなければならない、と彼女は考えるむ「この瞬関私は、学習したいというかつて経験

したことのないほど切迫した気持ちを感じましたJと彼女は述懐している告員己の決心

をこうした学習でゆるぎないものとした彼女は、六月七日中国共産党延安地誌委員会に

手紙を書き、同時に学校に対し，「卒業麦は延安に捕って農民lとなり、共産主義の新しい

人間になりたいj という申請書を正式に提出した口

彼女の卒業創作『成長』 32の完成もおそらくその頃のことだったであろう 0 ~成長』と

いうタイトルは、好評を博したという処女作と同名で島り、多分、それが下敷きになっ

ているに違いない、暁京という娘の物語である。中学を卒業して延安にやってきた娘が、

大学を卒業して再む延安に帰ってくるというストーリ｝のこの小説は、その多くが、延

安の農村でなにも知らない娘が周聞の農民の媛かい励ましで、自覚をもった農民に育って

いく過程の揖写に費やされている口現実の高紅十は思い脳むが、作品の中には、娘が、

大学を卒業してからどうしようと諮む場面などはなし三暁京は、卒業したら農業大学を

つくろうという明確な目的をもって大学に入札そしてj埠ってくるのである告

彼女の手記には読むものの心を打つなにものかがあったが、『成長』にはそれがない、

と私に同感じられる。おそらくそれは、彼女が内心の葛藤をそのまま投げ出すのでなく、

苦しみを経て、それを解決してしまゥた者の震味を背景にしてこの作品を書いたからで

あろう。彼女はく説教者〉ではないにしても、一種のく啓蒙者〉の立場に無意識のうち

に立っており、それがこの作品をありきたりのく上山下郷〉小説にしてしまっている号

高紅十が、もし自分の摘みを読者とともに楢むという立場でこの作品を書いたとしたら、

あるいはく上山下郷文学＞に新しい境地を拓いたかもしれないのだが。

1975年10月28日、北京大学は集会を開いて、高紅十ともう一人卒業後闘すに

行く学生を数励した。 f奇談怪論批判jがはじまったのは、その一週間後のことであった。

一年後の76年10月「四人組jが溺南されたそのニュースを、彼女は関との山奥

できいたであろう。そこで、も規模は大きくないながら祝賀集会が持たれたに違いないむ

ドラが打ち鳴らされ、燥竹の音がにぎやかに黄土高原を流れていったに違いないむその

とき彼女が感じていたものがなんで、あるか、推期するすべは私たちにはないむしかし、

彼女も耳にしたに違いないドラや尉？？の音は、彼女を主役にした一つの時代の終わり
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彼女の作品を生んだ一つの集団の角新本とを告げる葬送の曲のようにひびいたと、いま私

たちは確言することができる。

おわりに

高紅十たちの世代を想うとき浮かんで、くるあるイメージがある口それは、例えばく辺

境にむかつて駆ける若き戦士の群れ＞と＜築かれるはずだ、った「理想Jを辺境に埋めて

帰還する沈黙の若者たち＞とから構成される 1200万の青年の像である。この青年た

ちは、歴史の先頭を疾走する者の自負と、その歴史から突然はじき出された者の当惑や

憤激や悲哀の感情を共有することでくくられる世代であるロ

どの世代も自らの歌を持つわけで、はない。しかし、高紅十の世代は疾走する者の自負

を誇らかに歌う『理想の歌』をもったo だが、それは理不尽に歴史から捨てられた者の

当惑や憤激、悲哀をうたう後半部と合わせてはじめて完敗するはずの＜未完成の悲劇＞

で、あった。『理想、の歌』のそういう意味での＜未完成性＞こそ、文革期文学とその担い手

たちの運命をなによりもよく象徴するものである。

( 1981年8月20日）

［注］
1 「関子建国以来党的若干歴史問問的決議;J (1981年6月27日通過）、邦訳『中国共産党の歴史

についての決議』外文出版1981年。

2吉川幸、次郎「中国に使いして」（『吉川幸次郎全集』第22巻、筑摩書房）に75年3月の経験と

して北京大学の教授陣との座談会の模様を記すが、その中に「またむこうがわの出席者には、

農本、丁から推薦されて大学に在学する学生二人が含まれ，その一人高紅十嬢は、「現想、の歌」集

団創作者の一人としての経験を、雄弁に活発に語った」（442頁）とある。高紅十を紹介したも

のとしては、これが唯一のものではあるまいか。

3 ~想之歌』人民文学出版社、 1974年9月刊。なお 76年4月に第二版が出ている。第二版で
は相当な削除と訂正が行われている。削除はページ数にして13頁、約60行に及ぶ。なお小

稿での翻訳は第二版に拠った。

4 蒋士枚、石湾「喜看君主雁報春来一一読長詩（偲想之勝~J 『光明日報』 1975 年 12 月 11 日。
5張勇は天津の労働者家庭出身、女性。天津市中学紅衛兵代初会河西ラ＼会常務委員だ、った。 1969

年4月賭量江省、（今は内蒙古）に挿隊。 70年6月、水に落ちた生産隊の羊を救うために死んだ。

1 9歳だ、った。その事績は知識青年の模範として新聞等で大きく織草された。

6金訓華は上海市興松二中を卒業、上海市中等判郊工衛兵代表大会常務委員であった。 1969年5

月黒龍江省の農村こ定色 8月国家の物資を救出するため洪水で死んた彼の事績は、祁学金

「革命的青年の手本一一金訓華J、謝香蜜「訓｜華は労働都搬のりっぱな後継者Jなどに詳し

い。（いずれも『人民中国』 1970年4月号所収）

7高紅十「在毛主席文芸路線指引下放声歌唱」（『光明日報』 1976年1月7日）および、「回延安

当農民J（『光明日報』 1976年2月5日）。

8 fー扮来自清華、北才教育革制句報告一ーイ噺人的《理想之寄りJ（『光明日報』 1975年 12

月11日）

9朱克家は 1969年4月上海海南中学卒業機雲南省、ン」サンバンナのアイニ一族の人民公社に下

肱第四期人間't・却に会常務委員、第十期候補中央委員。その事績は「農村血却に学一一昔仕
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4輩

湯知識青年朱克家在雲南省調能果孟命公在銘練成長Jrn.農沖地是大学J上海人民出版社、 1973

2丹予i摂取）、「軒毛主席的括在広関天地里大有作為J（『志在農村い…上山下郷知識青年談
体会J人民出掛土、 1974年2月刊所反） ~こみえる。韓有恋は 1964 年河j路、張家口市の高級中
学卒業後、溺寵県議泉屯大隊に定イ主科塙均農業で増産をもたらした。「科学種田関新路J（前
出肱在樹泊所郎、 f{i故在会主義草寺イ愉新藤間〔険f嘱要愚害対農業出版社、 1974

月刊所収）など参鎖。平陸巣毛家山の天津知織青年持レープ30入は、 1968年新1絶捗で天津

を発ち、 50日合費やして69年2)1毛家山につき、そこに定住した。その事績は

学中高1城最J（前出『志在麟対沸節、「費削除家山変大築J（前出時間需要劇叫所収）

などにみえる。
10 f広額約制人民文学出版社、 1974年11月務。天禅の知織青年グ〉レープを扱った？？し強調押

翠脊志の事績を述べた「広璃天地在意入j、譲南省の生産建設繍！禁に入ったま京

の知機青年・辛温を扱った「和金鶏納ー起成長jの三議の丈章が収録されている。
11注（8）に同じ。
12控（4）に同じ。

13嫉克家「（伺摺之高め）賛歌J( w.光明告報］ 1975年12月26日「光明日期）

14 f理想之歌j『人民日報］ 1976年1)125自の f戦地J5期。なお、この号に掲載された問摺、

之毒廷は人民文学出版担飯の原詩に比べると、説子、字句の異同をふくめてごくわずかの改訂
がみられる。

15 司馬長風 f文革縦寺中共』時報文化出版事業吾］長公毒、 1977年12月刊。
16 この点については忍晃の一端を現代中国学会1980年金田大会で述べたことがある（「批樹詑孔

運動出金安であったかj 現代中国学会開代中国学会…19so~19s1年6月刊、 28-30 頁〉
可と京大学、清華大学対北朝随 f教育革制句方向不容構改j韓関 1吉75年12期。

活 弓と京大学面貌発生深刻変化J( r人民詩制 1975年12月8自〉
波注（8)tこ毘じ。
初注（4）に関じ。

21注ワ）に同じ。なお黄声笑（1918年生）

(xiao）”を向者の“笑（xiao）”に変えた。］は、潟j七省、の長訂浦氏選管理局に働く

入、殿光蘭（1昔話年生〉は鎖鞍制服閣に住む女性の農民民敷詩人。制く福（1945年生）は

解放軍所属の時人で、黄声笑と般光欝は文革前から活擁していた詩人。 E剥く福は文革期に頭角
をあらわした詩人である。これら芳農兵を代表する時人に高紅十を箆した端集者の意図は、彼

女を労農兵出身の代表として位置づけることにあったと思う。
2 桟〔14）に同じ。
23桟（7）に閉じ。

24 r （大陸来港人士鹿談会）文革十年来的中国J( r七十年代11977年2月号）、洪芸 f中期悌

背下肪攻策J（『七十部代~ 1977年6月号）に拠った。

総 f毛主席革命路線的精壊勝利、文イUて革命的膳蘭或果、一千二百万知識青年光栄務農J( ~－人
民日報』 1975年四月 23日〉

26 Wl980中関西1梓鑑』中国大吾料金番出版社、 1980何月刊のうち f較育J535…540 

による。
27注（18）に閉じo

m桟（8）に関じo

m 控（18）に間じ。

お注（7）に同じ。
31 中執そ1.,..-k.芝ものをあ椛減、注（9)~こ引いたもののほかに、 f広欝天樹哨作為』内蒙古人民

51 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



出版社、 1973年6月、肺易光雨露育新苗』上海人民出版社1873年11月、『ーィセ新人白求長』農

業出版社1974年2月、『知識青年在延安』険西人民出版社、「第一集j1971年9月、「第二集J
1972年11月、「在広閥大地里成長J農業出版社1975年9月、『紅色家信』上海人民出版社1973

年11月、『喜看新苗苗粧減長一－ （（紅色家信））第二集』上海人民出版社1976年3月などがあ

る。これらはたまたま書店で購入したものにすぎず、実際に出版されたものはこの何村音にも

なると思う。
認『成闘は、北京大学中文系文学専業72・73級年入学生の作品集、凌審署名の『事制徴苗』

人民文学出版社1976年2月に収録されている。著者の署名はないが、「后記Jに「『成長』の

作者は、自分の期照子動でその光りきらめく続編を書くために、…・・延安地区に帰り、引き続

き生産隊に住み込んで農民となり…・・・Jとあることから高紅十の作品であることが知られる。

［補凶
高紅十は1951年11月生まれ。 1969年中学後延安に挿隊 1972年労；農兵学生として北京大

学中文系に入学。 75年卒業。文革後侠西人民出版社文芸編集室誘肩集者、雑誌「鮒京J編集者、

北京「法制日報J文芸部記者、編集者などを歴低また中国作家協会魯迅文学続、北京大学作

家班を卒業。中国作家協会会員。（中国作家協会創作連絡音防一『中国作家大辞典』中国祉会出

版社、 1993年12月による）

高紅十が1994年1月送ってくれた「問世前后J（『東方文隆n1993年、安徽文芸出版担芳敵）

によれば、「思想之歌」の作者は高紅十を含め4名、いずれも 1972年北京大学中文系に労農兵

学員として入学した。他の3名は以下の通り。
陶E、男性。清華大学付属中学（高校） 2年生で快西省、延川県に挿隊した。 93年現在北京歌

舞団ーす及劇作家中国作家協会会員。全国優秀燭刷、説コンクール入賞。

張祥茂。男也北京の中学 1967年卒業生。内蒙古豊鋭県に挿隊 93年現在中国政府商難日

政策法規司（日本の省庁の「局Jに相当）幹部。

子卓、対生。北京の中学1962年卒業生。黒龍江省北対訣団に川氏 93年現在「科技日報」

記者。北京作家協会会員。

またこの文章によれば「恵想之歌jl湖撮北京大学教授の意見を求め、人民文学出版社から

出版されるときの担当編輯者は揚国前（詩人）と孟偉哉（作家）だった。
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第5輩

紅衛兵運動の挽歌をうたう詩人＊

一部路生の詩についてー

接醜詩合含むいわゆる霧滞爵めことを競べていくと、北島、多々らその中心的な詩人

たちが大きな影響を受けたと告白する（1）一人の f地下J(2）詩人に出会う。それが郭路

生である。訟も七、八年前に〈（今天》に関連してこの詩人のを知り、その作品を翻訳紹

介したことがある（へそうした輯織で、気に誌なっていたのだが、その｛云記や｛宇品につ

いては紹介に書いた以上のことを知ることができないでいた。しかし、近年断片的では

あるが彼について種々の紹介記事や回想などが現れ始め、いろいろなことが分かつてき

た円思議外研究中の九三年、ヰヒ京で面識を得た材事から郭路生の詩集段指

春現代好情詩合集』（5）似下『食指詩集』と記す）をプレゼントされ、その作品を纏ま

った形で読むことができるようになったむ

郭路生は中国現代持史上重要な位置を占めるべき詩人で、あるのに、まだしかるべき位

置を与えられていない。おそらく、殺の持を詩史的に評価しようとすすもば、文革期文学

における伎置付けと、 J¥O年代新潮詩の先駆としての位罷付けというニつの問題を発較

しなけれ誌ならないのだが、現在の中国では文革期文学も新潮詩もともにく学＞的対象

として十分成熟していないからであろう（前0 1J唱は、注4、注5の資料に拠ちながら、

主としてく文革期文学〉の視収から郭路生と彼の詩の位相を考えてみようとするもので

ある。文革期文学は、わが関で、もまだ成熟した研究対象となっているとはいし、難い。小

稿がその出発点の一つになることができれば幸いである口

1 郭路生について

郭路生の伝記は f食；設長iに簡略な記事とそれを補足する斡葬の序文がある。まと

＊＋明弘山神戸大学中文会誌 f来名~ 13号（1995年 3月刊〉、 14号（1996年 3月刊〉に上下2自に

分けて連載した間名の論文に基づく。期路生（食携は現在最も人気のある詩人の一人となり、資料

の掘り超こしも進んでいる。それらを競馬して審会改めるべき，誕の多いことを自覚しているが、その

いくつかについては槽注として文米に加え、今はi自稿のまま掲げる。
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まった資料としてはこれが唯一のものである。初めに、この資料を主にその他滞締な記

事も取り入れて、彼の伝記の輪郭を素描しておきたし、

郭路生は本議出東の人、ペンネームを食指という。 1948年11月21日河北省巣

県で生まれた。両親は解放盟とともに行軍中であり、母親は分娩稜ただちに彼を抱いて

数盟を歩き、この地の唯一の病院に辿り着き、そこでようやく瞬の絡を皆ったのだとい

う母 f路生j という名は f路上守子軍途中）に生まれたJというところからつけられた。

玉光明によれば、関親は解友好愛 f父親は中級幹部工母親i立小学校長で、あったJ(7）という

が、彼と親しい作家・開城は父親は「一定の地位のある人物jだと書いている（8）。後で

詔介する恋愛ヰ結婚の状況から見ても、おそらく中級幹部よち上の（いわゆる十ヨ肌

上の〉高級幹部だったと思う。

幼時かち総明で勉強好き、五識の時にはもう文が書けたという。正義惑が強く、文革

中取り閉まれて殺られている教師を助けようとして迫害されたことがある。高校生だっ

た65年ごろ、張館郎らの秘密サークルに出入りし、年長の文学青年たちと親交があっ

た。張は中央弗術塙溜完長だった閥家・張｛了の息子。文鞘な「太陽縦隊j という文学サ

｝クノレを作り、それが皮動組織とされて逮捕され、寸年間獄中にあった。文革後「中国

美鶴報J、替港企業のj国語主在事務所などで働き、 89年天安門事件後国外に出て、今は

アメリカに住む。大正年ごろ強郎郎は牟敦自という人物の家で開かれていた秘密の集ま

り仲間語ではく沙龍〉。以下サロンと番く］の常連だった。このサロンには言板理〔文革

期埼かに流行した1j説明英蓉花麓新開揃櫛候jの作者。経歴など不詳］などが出入りし

ており、後には郭路生も参加するようになった。張路部はここで郭路生と知り合った。

張郎郎によれはこのサロンで彼らは f秘容の詩｛乍脇裁、飲酒。金はなく、安物の湘だ

け。つまみはいつも漬物Jという時間営過ごした初号こうした経震が示すように、張郎

郎とその仲間たちは当時の中国社会の認める昨ずのない、デカダンな繋菌気を生きた青

年たちだったようである。文鞘械の中国社会で年長の文学青年たちと、知られれば身

の破滅をもたらすかもしれない危険な「遊戯iにふけった体験、あるいはそのサロンで

学んだことが、郭路生の詩の色彩に大きな影響を与えていることは疑いない。

文革中から持を書き始めたというが、今見ることのできる最も早いものは6γ年の作

品であるはへその「柑倍未来jは当時の翻簿？兵に愛唱され、援の名を高めた0 196 

8年 12月山西安扮県杏花村に挿隊［中学、高校の卒業生が農山村に入り定性すること］し

た。 70年工場に入り労観者となり、 71年には解放軍iこ入隊した。これは開世代の青

年の中で、はかなり窓まれた経墜といってよしその背後には革命幹部だった再親の影響

力が感じられる。軍関断匂こ f強烈な束i搬を受け、精神分裂jを病むようになる。精神

を病むほどの「強烈な車接交jが何だったかはよく分からないが、楊健によれば、当時郭

路生は饗福鼎［サイブジン］の娘と悲劇的な恋愛をし、それ会溌病と関係があるのだと

いう（詳しく出表出。サイブジン誌ウイグル族の高級幹部で、長く中共車道援ウイグル自治

区第一書記を努め、 68年には新たに成立した自治区革命員会主任、 72年には解放軍

新纏軍区政治委員だった口彼はこの病気のため人に侮縛され、馬鹿にされ、背後から指

差される〔中国では人を指差すのは大変な臨時である］といった屈碍老体験したq f食指J

［人蓋し指］というペンネームはこの体験に由来する。
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第5章紅衛兵運動の挽歌をうたう

1973年軍籍調比一時、光電掛糊現新で働いた。はっきりした時期が分から

ないが、徹骨瞬静の経験がある。相手は中国共産党の指導者だった李立三の娘で、あるs

李立三は左翼冒険主義と批判された三0年代の李立三路線の責任者で、解脱麦は党中央

委員、党離北局審弘中央人民改府委員などの粥議にあった。文革開始の擦も華北見書

記だ、ったが、 67年5月紅衛兵・造反派によるお濠［科長家宅捜索〕を受け、以後激しい

関争にかけられた。 6月造反涼に議討議され、不思監獄で死んた退去の翌日その夫人李

疹と二人の娘も遥討議された。娘たちは釈放されたが李拶は八年間獄中にあった。

が正式に名誉回復されたのは80年3月のことである（1九郭路生が禅師手としたの

はこのこ人の内の一人だった。知り合った響詩も、轍皆や轍警のいきさつも明らかで、な

いが、一つ明らかなことは郭路生の生活簡がこうした政治的上層社会に属していたこと

である。

73年には精神病が悪化して長期入院した。入1完中も断梯句に割問続けていた。多々

は74年に郭路生と知り合ったが、当時彼は f精神崩壊jだったと書いているは2>0 7 

8年末《今天》が期刊されると、彼の作品が次々に発表され始める後制。しかし病気

は依然一進寸迭の状態だったようである。 AO年代初めのころの郭路生について阿城は

こう書いている。

「郭路生は f精神の崩壊j後、安定医院で治療した口彼は安定医院の模鮮包病人だっ

たむいつも自分でおかしいぞと思うと、十四番のパスで安定静却こ行った。症状が重い

と、暫く入院し、それから十四番に乗って婦ったG 十四番は徳勝門内大積を通る。郭路

生は行き帰りに私の家の前で下車し、入ってきてだべることがあった。だが彼がよくだ

べりに来たというのは、彼がしょっちゅう精棉丙の発作を起こすという意味ではな凡

しょっちゅう来たというに過ぎなし九私も阜域内外の彼の家に行ったことがある。両親

と一緒に住んでおり、建物は典型的な五0年代のソ連式の単元楼だった。そこで、ぎょう

ざを食べたことがある。煮えて皮持尉もた、具は大雑記な切り方だったがいっ品、詰ま

っていた。／冬になると郭路生は f豚の耳Jといわれていた絹子を被った。この手の相

子は六0年代者過ぎると跡を絶ったが、路生は依然上手にそれを被っていた。ある人達

は3新予の装いをすると立派にみえる。ある人々は、例えば郭路生がそうだが、装いが流

行であろうがあるまいが、やはり品格がある。路生がノックすると、窓ガラスの向こう

に彼が見える。日を上に向け、両手を袖に入れ、静かにドアが開くのを待っているのは、

曹の夜に柴の扉を日戸いている古人といった風需があった。j S嚇「咋天今天成今苅慨J)

八0年代以後の郭路生は、阿域の回想に現れるような、入院明監完を繰り返しながら

ひっそりと日々を送る精神を病む詩人として生きている。 93年、被の持主俄に脚光を

浴て)t、オ臨公園近くの文采需で彼の詩をテーマに討論会が開かれたというはお。 5月に

は黒大春との共著の形式でではあるが、詞藻〈前出隊指黒大春現付帯言袷集』）も刊

行されているc そして恐らくこうした動きを受けて《中国｛宇都 93年3月初液の詩

をまとめて掲載したむ詩集収集の作品によれば93年現窓、彼は北京市の第三福利陸院

に入説中である。

55 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



2 「相信未来J

郭路生の名が最初に知られるようになったのは、その詩「相信未来」が紅衛兵たちに

よってによって手書きで広まったからで、ある。「相信未来jー「未来を信じる」という己

れ自身の確認とも、「未来を信じよう」という仲間に対する呼ひ守卦けともとれるこの詩の

末尾には「一九六八年・北京」と記されている（14）。

相信未来

当蜘断諸問無｛育会駐在封了我的臆台

当灰燭拘余姻嘆息着貧困的措哀

我依然固執止世鋪平失盟句灰燈

用美離情花写下：相信未来

当梯煉葡萄化為潮対句露水

当我自強椛依傑倒IJ人的情懐

我依然固執地用凝霜的枯藤

在還訴刺句大地上写下：柵言未来

我要用手指那涌向天辺的指向良

我要用手掌那托住太陽的犬海

揺曳着曙光万般温暖漂補強杵

用核子的筆体写下：相信未来

我之所以堅定的梢言未来

是我相信未来人柄的卿青

地有機関歴史風塵的捷毛

地有者透歳月篇朝包瞳干し

不管人例対子我｛門腐嫡的皮肉

那些迷途的伺候、失敗拘苦痛

是寄予感動的熱泊、深切的同情

還是給以軽蔑朕鰍笑、辛欄糊調t

未来を信じよう

鉄献の糸が俺の櫨台を無情にも封印してしまったとき

灰嬢からまだ微かに立ちのぼる煙が貧困の悲哀を嘆い

ているとき

俺は相変わらず失望の灰燈をしつこく平らにならし

美しい雪片で書き残す一樹言未来、と

紫色の俺の葡萄が更けゆく秋の露と化したとき

俺の鮪Eが他人の気持ちに寄り添っているとき

俺は相変わらす濡の降りた藤の枯れ校でしつこく

衡京たる大地に書く一相信未来、と

俺は天のかなたに押し寄せるあの波を手で指差そう

俺は対易を支えているあの犬海原を手で支えよう

明け方の陽光をゆらゆら揺るがせている暖かく美しい

あの筆で

子供の字体できちんと書く－相信未来、 と

俺が断固として未来を信じるわけは

未来の人々の目を信じるからだ

彼女には歴史の風塵を払い除ける聴毛があり

歳月の篇章を見通す唱瞳があるからだ

俺たちの腐乱した皮と肉

千方千皇の悲しみ失敗の背痛に

人が熱い感動の涙深い同情を寄せようと

軽蔑の笑い辛錬な噺調tを寄せようと

我竪信人例対子我例的脊骨 俺は断固として信じる俺たちの背骨

那無数淵探索、迷途、失敗和成功あの無数の探索術皇失敗と成功に

一定会給予熱情、客観公国句評定人々が必ずキ熱情こもる客観的で公正な耕匝を与えてく
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5章紅禽共運動の挽歌をうたう詩人

れるだろう、と

題号、我焦念地等待着｛也例的評定 そうなのだ俺は彼らの樹齢待ち焦がれている

朋友、臨定縦割設末期患 友よ断閣として未来を借じよう

相信不屈不擁拘努力 不擦不屈の努力を信じよう

相信戦勝死亡的年軽 死lこ打ち鐙つ若さ創設じよう

相信未来、索機生会 未来を信じ全命を繋援しよう

1968年.~ヒ京

この詩の書かれた1968年は中国共産党中央が和衛兵連動を斡結させる怠志を臨め

た年である。

もともと結滞兵は66年5月に生まれた。郭路生十七識の年である。後らは自ら紅衛

兵とは毛主席の革命路線を守る反儲諒修の尖兵なのだと考えていた。この年8月毛沢東

が紅衛兵の「造反jを支持し、被らを接見したことから紅衛兵は超豪に全国に広まった告

紅梅兵たちは rrs世界jを破壊し毛沢東の革命路線の貫徹する新設界を創り出すべく、

学園から第頭でて過激な活動を開始した。四旧 era文化、！日思想、！日風喜子、！日習慣］打破
のス口一ガンの下に文物の破壊、ブ〉レジョア的と見なされる衣服を身につけた者への攻

撃、伝統ある商店の襲撃、由緒ある生協の変更などが次々に行われた。この他に反革命

修正主義路線を歩むとされた指導者や畑地主、資本家の居宅の襲撃、個人への駒子など

も頻発した。北京市だけでも8～9丹のニか月間で一千人以上が殺され、四千九百余の

文物が破壊さ才~：：：：：..万三千六百余戸の住宅が f抄家j と脅する不法な捜索・襲撃に遭っ

ている。関年九月以降、紅衛兵たちは f串連j酪磯交流］と称して国内を移動しはじめ

た0 r串連Jは交通機関は無料、各地での宿泊、食事には田家機関の費用補助が行われた。

組練法認汐料こも多くの青年がこれに参加、全開を移動した。地方に出掛けた和衛兵には

そこの紅衛兵とともに地方淵幾関やその指導者たちの襲撃を行う者も少なくなかったむ

各地の党機関、政権樹蕎は軒並み機能を果たさなくなった。大学から小学校まで授業は

棒止、工場でさえ生産中止をして「革命jを行うところもあったc これが少なくとも現

象的に見た紅衛兵運動とその結果の議描である、紅衛兵連動が全国に敦治樹芋の漉乱、

経済的損失をもたらしているのは雑実で、あった。

こうした運動が党や国家の利容と衝突するのは当然である。張春様、江青ら中央文革

小組は初め紅衛兵組織さど自分の統制下におき、彼らを孝明して実樹校時こうと考えて

いたようだ。しかし紅衛兵組織の中には中央文革小組に詮うことを開かず、むしろ実権

涼を擁護するグ、ループもあったα67年に入ると中央の政治闘争を反映して組衛兵組織

は大きく二派に分裂、それは末端紹識にまで及び、両派は学圏内外で多数の死者をだす

iまどの激しい武闘を展開するようになる。また時にはイギヲス大働部こ乱入、放火す

るなど外交関孫にも影響する事件を起こすまで、になったむ中央文革小組は事態収拾のた

め67年3月武闘を中止し f革命的大連合jを実現するようよびかけ、 9月には周恩来、

江青、陳伯逮らが首都の大学結滞贈呈織の代表者集め吟は正に紅衛兵たちが過ちをき立

す可能性のある日寺期だjという屯沢東の意見を伝達したりした。毛沢東のいう「過ちJ
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とは紅衛兵運動が党や国家の利害を浸食しその統制をはみ出して暴走することだった。

10月党中央は「学校に戻って革命をやる」方針を打ちだし、大学から小学校までの授

業再開を決めた。しかし紅律浜は社会と学園を動き回り、全国的な武闘は依然として続

いた。

こうした事態を背景に毛沢東は陣？感臓の解体を決意するのである。 68年7月2

7日、解放軍と労働者代表によって組織された「工人宣伝隊Jが大学など学校に入った。

これは蹄？兵の武闘を終わらせ、学園を正常イじするための実鮮句な軍事管制で、あった。

紅衛兵系邸哉はこれに抵抗、例えば清華大学では来日衛尉則の発砲で工人宣伝隊に玉洛の死

者と多数の負傷者が出たロ 28日夜明け、毛沢東は材彪らとともに北京の大学紅衛兵組

織の重要指導者五人を呼び付け、学校内の武闘と混乱を迅速に終わらせるよう厳しく要

求した。これは実際には「紅衛兵に歴史の舞台から退場するよう要求するj もので、あっ

た。 8月5日毛沢東はアフリカの賓客からプレゼントされた金色のマンゴーを首都労働

者毛沢束思想、宣伝隊に贈った。その意味は明白で、あったロ学校に次々と宣伝隊が進駐し

始めた。 8月26日「人民日報」に挑文元の論文「工人階級必須領導一切」が発表され

宣伝隊が学校に長期にわたって駐留し学校を指導しなければならないと述べていたo 6 

8年夏の政治劇は、紅衛兵たちにとっては恐らく事態の唐突な変化で、あった。毛主席の

革命路線を守る反修｜方修の尖兵だったぽずの自分たちが、外から入ってきた宣伝隊の管

理下におかれることになったロ「文革」はもはや自分たちの手の届かぬところに遠ざかっ

てしまったので、ある（15）。

「相信未来」はこうした歴史的文脈の中で読む必要がある。第一連と第二連は運動の

突然の終震に対する批判である。第一連冒頭の一節「燈台」とは「コンロやストーブの

上面の平面で物を置く所J（『中日大辞典』）である。かつて赤赤と燃えていた「櫨Jは火

が消えはや蜘駄が糸を張ってそこに近付けないようにしているが、しかし「俺」はまだ

くすぶり微かな煙を立ち上ぼらせる灰を執劫に均し、そこに「相信未来」と書きつける、

というのである。ここに描カれた情景からかって理想、に燃えて来Z衛兵運動に参加した青

年の襲安居した担当庁の姿を読み取ることはたやすい。「燐jは燃え盛っていた紅衛兵運動や

文革の現想の、「蜘妹の糸」はそれを禁じた政治の力の比喰であろう。「無情jや「貧困J

には政治の指導者に対する憤滋無念の思いが込められていようし、「嘆息」「失望Jとい

う語は紅衛兵たちの状況を物語っていると考えてよかろう。第二連も同じである。「紫色

の葡萄Jや「魚椛Jは運動キ想想、を象徴し、「更けゆく秋の露とイけJや「他人の気持ち

に寄り添うJが運動の挫折の、「遺言京たる大地」が紅衛兵たちの目に映じた退潮期の文革

の比喰であることも確かだと思う。第三連以下は、未来の評価を信じて運動の退潮期を

乗り越えようとする作者（たち）の断固たる姿勢を形象化したものであろう。

文革の時期（いやそれ以前の十七年の共和国の時代に）一人の人間の精神世界の風去

を、このように悲劇j的な情念に塗り込めて描き出したものは誰もなかった。それは個人

的な悲劇！などあるi士ずがないことを建て前とする共和国に対する異議申し立てにほかな

らず、一種の〈政治犯罪〉を構成したからである。だが郭路生はこのように生々しく紅

衛兵の心情の真実を綴った。その詩は公的な世界で流布することはで、きなかったし、七

0年代初めには江青から名指しの批判さえ受けた。だが正にその故に、郭路生の名とそ
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5章紅衛兵濯動の挽歌をうたう詩人

の「相倍未来Jは六0年代末期の中国に密かに伝わってい。た。楊健は次のように記し

ているむ

r ≪相倍未来》というたった一編の詩によって、食指（郭路生）の名間前天下に轟いた。

彼の詩は当時の青年の閣に密かに非常に広範聞にる流伝していった。出盟、快西北部で

あれ、雲南、港南島やiと大荒であれ…およそ知識青年のいる場所であれば、手書きの食

指の詩が務密裏に伝わった口当時の人々は食指について様々な推測をし、神秘的に言い

伝えた。JG楼鍵『文化大革命中陣患下文学~）

では、知識青年たちはこの持をどう読んだのだろうカ元林葬はこう回想している。

「瞬く開にもう二十数年がたった。あれば“文化大革命”の時期のことだが、私は挿

隊落戸の小屋の中で初めて彼の詩を読み心を揺さぶられた。私はあの広の暗くゆれる小

さな灯を今もなおはっきり覚えている。“当蜘昧鰐無培地査封ア我的嬢台／当灰壊的余

煙喋患若貧間的悲哀／我依然間報段踊平失鞘恢撞／用美麗的雪花写下：相倍未来・

思想と憧慣が不意に破滅したあの日制化、望みもなく菱いと悲しみの僻地での下放生活の

中で、辺境と農山村に赴いた何万もの青年学生の心の中で、食指（郭路生）の詩は限り

ない回想と掲望を呼び組こしたものだった。あの文学のない詩前七空漢としたわれわれ

の精神世界の中では、彼の詩こそがわれわれに一条の暖かい陽光をそそいでくれたのだj

（林葬「生脊与絶ロ島〉

郭路生はこのように六0年代末期の中国に、彼の世代の精神の風景を歌う歌手、ある

いは内面の真実を託録する託縁者として議場してくる。

ところで「相借未来j という持の題名には、郭路生よりもう一つ上の世代の青春にま

つわるこにピソードが秘められている。ここではやや迂遠にわたるがそのことに触れてお

きたい。詩人・郭路生を生み出した環境を説明することにもなると思うからである。

近年、とりわけ天安門事件以降国外に出た文学者たちの回総等によって次第に分かつ

てきたことだが、六0年代のオ肢には高級幹部や知識人の子弟が作ったいくつかの（或

いはいくつもの、というべきかも知れない〉地下文芸サ口ンがあった。サヨンといって

も多くは披らの通学する名問中学［高間の間級生の集まりで、主な活動も f葉皮番J

［幹部だけに購読が許される内部出版の小説の読書会、自分たちの書いた作品を持ち

寄っての批評会、朗読会、西洋音楽のレロード観賞会抗、った活動が中心だったようで

ある。そうしたサ口ンの一つに前述の張農芸能（中央英祷明完の学生〕らが63年に結成し

た文学グループ f太陽縦陵jがあったむしかし結成大会を開いて数日後このサ…クノレは

告ら解散した。張郎郎の北京－o…中判制tの同級生だった郭士英［郭沫若の息子で当

時jヒ京大学哲学等ヰ在学、 X1j組という哲学サークル続単語自のサ…クノレカ鴇発され選討議

されたからである。一方、中央美術特完には商学生のサ口ンもあり、張鰐郎はそのメン

ノミーとも親交があったG 64、5年ころその一人衰運生の卒業耕作 f水郷的問憶Jがブ

ルジョア美智織の産物とみなされ枇判されるととになったO これを開いた張はその絵を
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学校から盗みだした口絵がなくなったため批判はで、きなくなった口これは重大な政治事

件とされ公安強関が駆けつけて調査したが、結局当局は犯人を見付けることができなか

った。 1966年張は「太陽榔象J、衰運生の絵、秘密のサロン活動等種々の理由で公安

に追われ、南方に身を隠す。そして逃亡直前にサロンの仲間王東白のノートに「相信未

来Jと書き残したのだという。そして郭路生の「相信未来Jは張郎郎のこの語をそのま

まタイトルにしたのだというのである。張はその回想記にこう書いている。

「郭路生（食指）が“幸存者詩歌節”［幸いlこも生き残った者たちの詩歌祭］の参加の

誘いに私を訪ねてきて、食指［人差し指］で私を指しながらこう言った。「遠慮すること

はありませんよ。僕のあの（（相信未来》の詩は、あなたから題をもらったんですからJ

あの名作については、私も獄中で聞いたことがある。七十年代に地下でその名が轟いた

時期がある。白洋淀の好漢たち［文革期に河北省、白消定に下放していた北京の文学青年

たち］は、ほとんど皆知っており、読んでいた。ある者は、あれは火種を手渡したのだ、

と言ったq ／あの「相信未来」という四文字が、たとえ私が先に言ったものだとしても、

それが何だというのか。本当の力は彼の詩自体に、彼の誠実真撃に、彼の敏感に、彼の

激情にあるのだ。j （融榔「“太隣御家’伝説J)

「相信未来Jとは、自らの行為や思想は否定されたが、しかし後世は必ずやそれを正

当に評価してくれるであろうと信じる〈確信·~m の言葉である。張郎郎の行為は（たっ
た一人の反逆〉だったが、しかしそれは六0年代中国の政治や社会道徳に対する同世代

の青年の異議申し立てを代表していたといえよう。後世はそれを理解するであろう一一

「相信未来」にはそういうメッセージが込められていた。郭路生が張郎郎から借りたの

は単なる文字だ、けで、はなかったで、あろう。

3 孤立と玄班長一「命運jその他

郭路生の詩で今読むことのできる最も早いものは67年の作品である。「命運J「魚群

三部曲Jがそれで、それに次ぐのが68年の作品群、「姻j、「酒j、「相信未来J、「我最後

的北京」などであり、やはり紅衛兵の間で書き写され広まった。阿城は69年内蒙古に

挿隊したが、そのときそこで知り合った挿隊仲間から「酒Jを見せられ自分のノートに

書き写したと回想している。 68年にやはり内蒙古に挿隊した北京女子師範大付属中学

（高校）の卒業生斉簡は「命運Jを読んだときのことを「これらの詩句を心の中で繰り

返し吟唱した。まるで自分の心から沸き出してくるような、自分の血管の中を流れてい

るような気がして、激しく心揺さぶられたj と書いている（16）。

命運

嫡句声望是永遠投不開制J票、

壊的名誉是永遠持不脱糊搬；

運命

善き名声は永遠にくずせなし味購

悪しき名誉は永遠に脱げないカセ
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如来事実真是道機均話、

我義経単調伝熔洋上終生漂泊。

嚇見開専掛結実拘趣u版？

我祇有在主澱盟強誠落、

祇希望騨j朋却さ門前、

言説鞍rJ~点部潮瀬舎。

我的一生是糠闘鵠昨朝悌葉、

我的未来是揖不出鋒在的背線；

如果命運真是這議主建妻、

我館員為野強旬鞠購執

部？自荊耕掠i臓納心、

火一様的車艇た一様蝿燃焼著、

捧干し郡勝議離令江河一一

人死了、精神永不沈黙！

1967年

第5輩紅衛兵運動の挽歌をうたう

もし事実が献にそうだとすれ誌

発は単調な海上で生涯漂っていたい

どこに千部許諾頭文なサンパン傍観装用の'fj場合）

が見付かるだろうか？

俺はあちこちさすらうだけ

友の戸を叩き

いくらかの施しを貰えればと穎うだけ

錐の一生は鉱々 と転がり散る枯れ薬

俺の未来は穂の出なし申綾

もし運命が本部こそうだとすれば

俺は野のイバラのた吟に声高く歌いたい

たとえイバラが俺の£識を科し破ったとしても

大のような血柴が真っ航燃え

もがきながら騒々 ししサエ何に串ハ入るのだい

入が死んでも精神は沈黙せずに生きつづける！

罫頭の対句は北島の「回答jの書き出しを連技認させる。「回答jの冒頭が七六年当日寺の

中揺の状況を述べたのだとすれば、 f命運jの番き出しはその寸年前、文革担期の社会状

況（ないしは担金意識）に対する詩人の認識を述べたものである。どんな f善き名声j

も何の役にもたたなしもだが一旦「悪しき名声J（例えば反革命分子、裏切り者、右潔分

子等々のレッチノレ〉を持たらもはや前途はなし、それならば「単調な海上で生涯漂ってj

いる方がましだ日かといって自分会乗せて生涯漂うような船も見付からない。底分を受

け入れてくれる友人の関を転々としながら生きるほかないの金、それが自分の溜命だと

すれば、俺は光栄ある孤立制設し、競あるイバラ（他者を掛色し不屈に生きる人）と

連帯しようむそのために肉体は死ぬとしても、その精神は生き続けるだろう。

こうした詩句の背後にはむろん、今日の勝手rJ者は明日の敗者、昨日の革命家が今日は

として追放されるといった変幻極まりない現実が横たわっている。表面的に読む

と、詩人はそういう現実を道鑓して「単調な溝上で生装漂っていたいJといっているよ

うに見える。しかしそれでは第三、第四連の断儲たる姿勢と矛属する。との詩には紅錯

兵として旗織を魚糊にしながら臨、の日々を送った詩人の体験が強く反映されているよ

うに思うひそれそ根拠に、私は、ここのところを fこういう変幻極まりない員制勺を乗り

切るために、多くの人々は態度を畷昧にし、旗織を明らかにしない生活を送っている。

だが精神性を欠いたいし吻臓な生活をして何になろうひそれぐらいなら旗識を長期にし

て生漉瓶上に漂うよう令部立の生き方を選ぶJという意味に取りたい（17）。

この持の読みとして私が援要だと思うのは、この詩から爵いに勝利した者の声を爵き

取ることができないという点であるs 文革は始まってようやく一年、紅衛兵運動が絶頂
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期にあった67年、郭路生；士宇でに関いに敗れた者の歌を唱し、始めている。

f嬬jは次のよう

摺 煙

燃起的香姻中鵜出過未来的幻夢、 煉りはじめた煙車の中から未来の幻夢が瓢い出したこと

がある

藍勧告欝駿挿ずし過希望的禁明。 脅し、雲と霧が希望の翻特妨げたことがある。

認知今道端織餅成了我心中的恕錦、 だが今や この煙車の煙は心中の憂いの緒となり

瞬成了抵出持含雨未蔀拘繋属。 集まってどんよりした雨雲の層となった。

我推開明亮民政璃窓、

迎進郊外国蜘嫡風

多想留住瓢脚湖線一一

那是｛祭向我告別的身影。

1968年

俺は明るいガラス窓をおし顎け

郊外の間野を吹く清愚を入れた。

飛び散る煙の糸を残しておきたしいー

あれは鑑に別れを告げる君の姿だから。

タパ口合喫う。煙の後方に「未来の幻jを追う。だが、やがて煙は「希躍にみちた察

明j を遮る雲キ霧のイメ…ジに変わる。タバコを喫う詩人の胸に憂愁がひろがる。そう

した思いを振り払おうと、煙のこもった部患に清々しい外の愚を入れるむしかしそれは

f未来jをも追い出すことた

煙の彼方に後が眺めた「幻夢Jが荷で争ったかは、書かれていない号しかしそれが文

革に賭けた紅魯浜たち夢キ哩想で、あったことは疑いなし1と思う。「煙jはしかしそういう

夢ヰ想想を妨げる何カトーその実体は煙のように援護として定かで、はない…ーや、その

ために胸に広がる得棒のしれないもやもやとした感構（不安や不快や憂い）をも象徴し

ているだろう。詩は、組藷兵運動に確信をもてないで、いる脊年のむ清を表現していると

いえる。政1部蹴呈としての、権力関争としての文革はなお続いているが、郭路生の心の

中では文革はもはキ煙のように不確かな存在となっている口

4 悲恋ト f酒j f還是干脆弱卓欄巴j

調

チ筆頭智箆襲訪梯是熱血醸成、

観端情説盛満瞭加瀬情。

如今、掛盃在識的手中頭探、

波動中仰脊次若者一双美麗域開発。

我日産歓楽之中枕酔、

酒

火のように赤しす酉液はまるで熱い卑で議減したようだ

教楽の酒盃は狂気の熱情を盛っている。

いま酒盃は｛奄の手のなかで震えてし、る

波動の中にはなお君の美しい自がある。

鋒は歓楽の中でひどく酔っている
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｛既是為T1ゐ鏑拘安宅

我還要千了道一盃、

喝尽保那一片顕在

5意紅禽兵運動の挽散をうたう

しかし，むの安事のために

やはりこの一杯を飲み干し

君のあのー片の痴捕を飲み尽くそう。

誌の散であろう。恋といえ；卦碁健は陳小種という人物の自想に基づいて、郭路生が当

時霧荷重ウィグノレ自治12{党欝己であった饗福鼎の娘・饗渉耕三恋したこと、彼の詩の多く

は饗疹疹に書き与えられたものであること、しかし饗家同披らの癒を許さず、それが郭

路生の精神病をもたらしたものであることを紹介しているはへだが、この詩も動渉疹

に捧げられたものなのかどうカヘ今磯かめる材料はない。次の詩も同じ時期の一一これ

はもうはっきりと恋を歌った詩で、あるむ

選楚子脆国事脚巴

還是千脆酎斡僻目、

乞巧尋不習l人帥句温存、
謝轄地礎部床来、

横自才是命瀞ぢ女神。

眼泊可是最長恥的愛人、

議議露珠親吻着花春、

苦謹裏流露着浸w的甘葉、
甘美噂不まきj一層部離。

幻想可是最述人自主愛人、

就象没；耕輔埠蹴棚氷

一手扶積揺蝉笹融

一手招週南卦傭群。

謬斯可是最潔鶏鈎愛人、

就象展難飛起的議群、

遅綴義浩失在鞠拘離天裏、

只轍下鵠鈴寿醸機嫌音。

限￥§幻静関側帯島思、

謬斯砲将眠於荒挽

是等愛拠来初提？

瀧我醐離人？

還是子脆剖勃額思

乞下等尋碍i人世的盤存、

やはりきっぱり披女を忘れよう

やはりきっぱり彼女を去れてしまおう

乞食には入の世の温かさなど毘付けられない

俺には未来がはっきり見える

離詰こそ運命の女神色

援は最も心の通い合う恋人？

露の査が花の棒に口づけするように

苦渋の中に次第に渉み出る甘美が姿合現す

甘美には俗醸など見付けられiませぬ

幻想は最も魅惑的な恋人？

足先ふらつく初春のように

片手はゆらゆら揺れる投融れ榔にもたれ

片手は需に行った雁の群れを招き返す。

ミューズ〈詩情は最も美しし、恋人？

羽を広げて朔び立つ鳩の護狩しのように

く吋且くサ誕と掩の青空に消え

鳩の鈴のあの揚々 たる余韻を残すだけ。

課のね想、よそれも終いに拭尽きるだろう

ミューズも荒れ塚は民るだろう。

恋人が掩を捨てるのをまっか

俺の方も恋人を捨てるのか？

やはりきっぱり彼女を設してしまおう

乞食には入の世の楓かさえ主ど見付けられない
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我清楚蝿措至！床来、

漂泊才是命崩句女神。

俺には未来がはっきり見える

樹白こそ運命の女神

ここに吐き出されているのは、諦めようとして諦めきれぬ恋の対東である。ここで重

要なのは郭路生が「俺Jを「乞巧（乞食）」と形容していることである。なぜ「乞食Jな

のかb これは恋人の親たちから言われた言葉なので、はないか。郭路生はこのころすでに

喬歩疹と恋に陥っていたので、はないかロ新彊ウィグノレ自治区党蕎己のサイフジンはいわ

ば東曜の王である。「門当戸対J［溺丙のつりあい］という語は社会主義中国でも、とりわ

けそうした観念と最も遠くなければならないはずの高級幹部によって形成される上流社

会で、は死語で、はなかった。ウィグル族社会で、は家柄の観念は濃厚で、あった。サイフジン

は自らも詩人だったがこうした伝統観念から自由で、あったとは考えにくい。郭路生と饗

疹疹との恋が成就しなかった最大の理由は、イスラム新走であるウィグル族と非イスラ

ムの漢族との結婚に対する危慎だ、ったと，思われる。事実その後サイフジンは解放軍の大

将だった葉剣英の孫と自分の娘との結婚もその理由で拒否している（19）。だから家柄の

問題だけが障害になったとは言えないけれども、党の高級指導者で、新彊の名族たる寮

渉疹の親の眼に郭路生など「乞食」同然に映った可能性はあり、そうしたやりとりのあ

った可能性も封勝で、きない口以上まったくの想像にすぎないが「乞食j という語にこだ

わったのは、郭路生の詩でしばしば自分を否踊句な存在に例える表現が現れるからであ

り、この詩がその最初のものだからである。

5 上山下刻←「這是四点零八分的北京j

1968年12月22日は文革、特に紅衛兵運動にとって重大な日付である。この日

《人民日報》が「知識青年が農村に行って貧農下層中農の再教育を受けることは大変必

要である。都市の幹部とその他の人を説得して、初級中学、高級中学卒の自分の子弟を

農村に送るよう動員をかけねばならない」という毛沢東の指示を発表した。この結果知

識青年［都市の高校卒業生、ときには大学や中学卒を含むこともある］の農村定住運動、い

わゆる「上山下刻3運動Jが全国に巻き起こり、かつての和衛兵たちが続々と辺境の農山

村に移り住んだ。こうして和衛兵運動は実質的に終りを告げる。 12月22日崎工偉浜

運動が上山下郷運動へと質的転換をとげた、その終鷲の日なのである。

その二日前の68年12月20日の日付で、郭路生は「這是四点零八分的北京Jとい

う詩を書いている。上山下郷運動は毛沢東の指示より前に各地の紅衛兵たちの問で始ま

っており、例えばオヒ京で、は六八年夏に最初の高揚があった（20）。 22日の指示はそれを

政策として全国的に展開することを提起したもので、あった。もしこの日付を信じるなら

ば、彼はこの日北京を障針Lて下放先の山西省扮陽県杏花村に向かったので、ある。

這是四点零八分的北京

這是四点零八分的北京、

四時八分の北京

これは四時八分の北京
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一片勃管職翻働；

選是四点零八分的北京、

一声雄態的汽笛長株

オ七万り尉占高オ胡ぢ建築、

突然~~轍関柑斗駄

我双芸部乞驚地盟馨室井、

不知発生了f甘撃事情。

換拘瞭然→騨割高、

合馬頬議期子的針縫葬透了4凶旬。

掛さ心変成了一隻風等、

風輯繍麟綻母難句中。

織縄鱗駄緊了、就勤搬了、

我碍持率翠搬出輔的窓穂

撞3書館時、由3童謡時候、
我才明自発生了イ十空襲事情。

一一一陣蹄告景悌寺戸浪、

就要巻定車宣言；

北京荘擬包脚下、

巴経緩餅陣軌

我再次響評ヰ七購動手皆、

想一国費＼f:主雌城鎖、

然後対船ミ声期！械：

永遠記着我、婚期間関！

終子掠｛主アイ十駿東西、

管他駁歯き手、不能松、

因為這是我的j探、

選是鞠怜最後的ヰじ京。

1968年12月20日

5軍紅構兵運動の挽歌をうたう

一面の手の梅が波のように揺れ動く。

これは四時八分の北京

勇壮な汽笛が鳴り響いた。

オ掠釈の匹大な鶏物が

突然激しく

俺は驚いて懇砂防眺めている

何が起こったのか分からない。

俺の心が不意に痛んだきっと

？マのボタンを繕う糸が臓を突き抜けたのた

この時おれの心は愚準（タ坊に変わった

風峯糸はママの手に躍られている。

糸がきっく譲っていまにも切れそうになった

俺はしかたなく汽車の窓から顔を出した。

との時ああとの時

俺はやっと何が起こったカ唆Eったのだ。

…一長rJれb声が設のように湧いては消え消えでは記こり

駅舎を巻き上げ連れ去りそうた

北京は俺の足元で

もう ゆっくりと移動し始めている。

掩はもう一期限に献めて手をと振った

彼女の襟を揺もうと思った。

それから大声で叫んだ

f永遠に忘れないでくれよママヰ掠！」

とうとう何かを撰んだ

誰の手だろうとかまうもんか緩めるな

なぜならこれは掩のヰ協

俺の最後のjヒ京なのだから。

郭路生の作品の中ではこれだ、けが異質だという印象を受ける彼の詩はふつう具体的

な事実をかなり抽象化し、それを悲広そ主臓などの感情で染めあげるという手法を採る

のに、この詩は事実に開きすぎているためだろう。しかしこの持は郭路生詩の中では最

も知名な作品の一つで、洪子議f中国当代新詩史Jなどは高い評価を与えている（21）が、
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忍には完成度の高い詩とは感じられな川この詩は後に《今元〉第四期（γ9年6月）

に発表され、これを初出とみなしていいが、一般の自に角蛇Lるようになったのは、そえ

より吏に遅く《言寺f!J))8 1年第1期に発表されてからのことだった。《持関》掲載作は初

出と対照すると幾つかの語句の異同があるむ浜子裁は《言寺刊》掲載作を根拠に、後の藤

騰音寺を生み出すような心郡守背景をこの持に見ている（22）がい械であろうれ w

が文革期の知識青年の間で広く読み伝えられたが、その理由辻、一つには市聞協識か

らみた上山下郷選動の一面という珍しい素材を扱っているため、もう一つはこの持のヲ

ズムが音楽的広美しく、朗読にふさわしいからであろう。

農山村に赴く失認識青年とその家挟の駅頭での日IJ;れは六0年代末から七0年代半ばまで

絶えず繰ち返されてきた情景だった骨多くの青年たちが毛沢東の呼ひ守勢けを信じ、新し

い可能性を求めて農村に赴いたであろう。だがそうでない若者も決して少なし教では会

かった口しかしそうした若者のいわば女々しいむ摘が、当時、文学として描かれること

は有り得なかった。上出下鄭運動が毛沢東の呼ひ澗けである以上、それに応じる青年た

ちが革命者で、ないはずがなかったからである。郭路生の詩は当時決して公の文字になる

ことのなかった上山下郷運動の真実の一部（革命的な貌の下に揺された青年たちの女々

しい心培）のほとんど唯一の証織で為る思そしてそのことが朗読に向くヲズムを内在さ

せていたことと椙侯って、この詩を当時の青年たちの関に流伝させることとなったので、

ある。

6 ~感と恕り－ r寒風i f積怒j

下放先の樹樹は杜牧の「借問す語家は荷処に有りや、牧議遥かに指す観樹j

られる名活扮揺の産地である。だがそこで、の生活は決して愉快なものではなかったよう

だ〉次の「嫌風Jは制作年代から見れば、下放先で、の体験を述べたものと思われるが、

郭路生はこの静でも「俺j を f四方を流浪するJ「乞食Jだと書いている。

我来自ヰ訪的建b聖子休

和厳冬一起在人世緯露払

可能因為我粗野又寒冷、

人相対我是一服轡｜民

為i轄人柄員協議問日掛丘、

我鵜麟散器ア所郁包白銀、

並一路J 奔着路向付舎、

給人柄送去艶校長さ喜誤。

部我却因此成了乞巧、

寒恩

掩はj訪の指喋てた山聖子から

厳しい冬とともに人の散に降り

俺が荒々 しく凍えるほど惑いからだろう

人びとは俺をひどく構んでいる。

人に好かれ仲普くしたいため

掩iま持ってる銀貨全部を気前よく

直走りに走って村の家々 に向かい

人びとに範学の吉報を届けたもの広

だが俺はそのため反って乞食になり
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間交弱謀、無処細身。

有一次我試著関入人家、

却被一拍推出窓問。

緊問的問窓外、人柄欄圭我

主諸民主舶句最擁中哀号峨今

我終期粕了、右議議球上

比我冷構多的、是人柄的心。

196 

5章紅観兵運動の挽歌をうたう

四方を流浪し身を罷くところもなし九

一度試しに人の家に押し入ってみたが

ひと押しに窓と円口から押し出され九

人びとはぴたっと閉まった戸や窓の外で俺が

ひもじさに絃量し悲しく時て知事くのに知M説

掩にはとうとう分かった この地球で

錐よちももっと冷たいのは人びとの心だ。

上山下郷運動を賛美した詩として有名な高紅十回ヒ京大学工農兵学員による「理想之

歌jでは、蔵主こ入った知識青年金三貧農下属中農の教育によって成長していくさまが拙

かれている（23）。だが現実はやはり甘くはなく、下放した知識青年と受対L先の農民と

の関係がうまくいかなし申iJが少なくなかった。ただそうした事実が文学作品に掛かれた

倒は、公然文学の倖品にはまず誌かった。郭路生詩のように地下で総直した作品にもそ

れがあるかどう言、ここに「諜風j と「人びとj との関係、として描かれているものが、

都会かちゃって来た、農作業もなにも知らない下放知識青年たちとそれを迷惑がる農民

との関係の上自禽で、あるというのが、私の理解である。もしそういう理解が正しいならば、

ここには実際にはよく知られていながら、誰も口にしようとしなかった、当時の農村に

おける下放知識青年の｛立震（歓迎されざるよそ者）が番き留められていることになる。

だが、この詩は必ずしも下放青年と農民の関係さどチ｝マにしたもので、はないかもしれ

なしもこの詩の主人公（「寒風jf掩J）はもともと人に嫌われても仕方のない前生である。

そうした存在がある時新しい土地にやってくる。そして、なんとかして新しい環境に観

染もう、そこに住む人たちに受け入れてもらおうと努力する。だが、結局受け入れられ

ず、ついにはそこから弾き出されてしまう。これが持を構成する物語であり、そこから

生まれる主ん公の脚憾、孤立感、そしてこんなに一生懸命ゃったのに、という屈捺し

た恕りや敵意などが、この詩のポニ工ジーを形成していると書える。だとすすもiま、それは

謙われものの紅衛兵たちが、その歴史的使命を終えて、祇会各層に入り込もうとしたと

社会全体から被らざるを得なつかったさまざまな抵抗の物語と読むことができる。

それは下放先の農村に援らず、工場や商活や事務所など（あるいは家庭でさえ）、元紅傭

兵たちの行く先々で普遍的に記こち得た物語だった。だとすれば、この設棋士、新しい環

境に入り込もうとして、疎外感や擁立惑に襲われていた同世代の青年たちに共通の昼食i曹
を定着したものということになる。私は先にも言ったように、この詩を下放体験を書い

たものと見るけれども、このように個人体験を描いて、世代に共通な意識を護者尋し持て

いる点に、郭路生詩の餐点があるといわねばならなしミ

同じことはわ憤怒jについても言える。 f憤悲Jは制作時期がはっきちしないが、おそ

らく同じ頃に番かれた、次のような作品である。

｛賞怒 4憤怒
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掛守憤怒不再是沼南捺詑、

品不慰王抑本｛主的議控怒次、

更不詣望号詩人来恕我僕響、

尽管曽経膏過濯機明教tlo

離守i嚢怒不再是傘金不平、
砲不是無休無止的評理述抵

吏不合為比大声楚族静内味

尽管曽経有通選騰さ時刻。

錐然我的検上灘帯着按子気、

尽筈我還説不上舵イ髄揮者、

但是酪妹先全螺酌時、

憤搭巴化為一片可f誠熱

掩の憤怒はもはそ暢柁と流れる涙の雨ではない

仰怠えきれぬ全身の怒号の炎でもない

まして人が復讐してくれることなど望みもしない

かつてそんな時もありはしたが。

発の1賞怒はもはそ鎮め難し涼溝ではない

止むことなく口安出る黒自の訴えでもない

ましてそのために大声で喚きヰぶことなどありえぬ

かつてそんな持もあちはしたが。

掩の鎖にはまだ稚気が残り

自分が強者だなどとはまだ官えないが

まだ完全には成熟していない錆の心の中で

憤怒はもはや全くの恐るべき沈黙と化している。

fもはや…ではなく、まして…ではないj というリフレインは、かつてはそうで、あっ

たことを示している。かつてはどうで、あったれかつては憤怒の余り浅沼たる涙を流し、

持え摺れぬ怒りの炎を持て余し、誰かが復讐してくれればいし1とさえ患った。カりでは

不平不満を抑えられず、自分を正当化する理屈をひっきちなしに述べたて、大向で叫び

もした…。だが今それは f一片の恐るべき沈黙と化しjた。顔にまだ幼さの残る自分の

心はもはや老成した成人のように情熱を失っているO

この詩の成立に何か具体的な物語を想定することが許されるなら それは破局に絵わ

った恋であろう。つまりこの詩は晦j f還是干臨忘捧郷町の系譜に連なる作品だとい

うのが私の想像である。しかしこの詩もまた紅衛兵運動を鶴った青年の、鐙史から弾き

出されたj憤激と、時間の総議とともに激した感情が宥められ、やがて f恐るべき沈黙J

に変わって行く心情の変詑を歌ったものと読むことができる。こういういわl湖南ましい

む情の成り行きは、普通人のそれで、あっても同情を感じさすものだが、紅衛兵世代は、

そこに細々人の其体的な関るいー制錫庁の体験を投入しすることで、この心j請を？共害する

ことができたs 郭路生の詩が強い文学的共惑をひきおこすことができた理由もそこにあ

る告

7 被害者意識の歌－ n癒絢j

ネ樹立「1967-19γo年の関に、食指は初期の創作における最も重要な洋品を

書き上げてしまったj、彼の初期の麓要な作品は fほとんど1967年と 68年の関に完

成したj と帯いている〔24）。詩楽に泣全て二十五首の作品を収めるが、そのうち制榊寺

期のわかるニ十一首中七首が69年までに番かれている。われわれが次に読み得るのは

七八年の日付そもφ た鳴海である。キ隣が円年近い沈黙の後、 79年彼の短詩〈繍

68 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



5章紅鱒兵運動の挽散をうたう

狗〉〉が再び人々 の重視を引き起こしたJ(25）と替っているように、 69キ以後の約十年、

彼はほとんど作品を番かなかったようであるs そしてこのす年の開に、伝記の項で紹介

した農村議離もて工場労働者になり、解放軍に入札そして除隊するという経歴があ号、

また饗渉疹との破局に終わqた恋愛、精神病の発症といった体験が挟まれているわけで、

あるο

この問、郭路生の名は綿々ながち非ム燃文学のネットワークをf判上げていた「地下

詩人jたもの間で仕すでによく知ちれるようになっていた。だが、後の詩が印刷撤の形

で一般の自に触れるようになるのは〈（今天》を通じてであるG 《今天》は第2期（79 

2月刊）に「相指未来j 「命運j f癒狗Jを掲載したのを皮切りに、 f魚群三部曲J(3期）、

f道是毘京零八分的北京J(4期）、 f姻J(5期）、 f還是干脆樹事組昭j 「酒J( 8期〉、

「憤怒J( r.今天文学研究会資料J）と次々に彼の作品を載せた（判。それらのうち、

も新しい日付（74年）をもつのが「榔制だった。詩の末尾に記された197

いう年代を信じるならば、これは郭路生が文革期に書いた最後の作品ということになるむ

だが、実はこの持は詩集では78年の日付になっている（詩の語句と携或は全く問じ）。

その上、〈（今天》発表時にはなかった f致者談人権的人｛門J（大いに人権を談ずる人達に）

という話機がついているむ「人権jという語およびその観念はγ8年秋の北京の民主イ鑓

動で盛んに提起されていた。郭路生はそれに角脱されてこの静香？書いたのではないかと

忠弘だが厳力にも改革期に財騎兵の中に被の詩は流布していた。 f我是一条蝋狗j

i玄人口に輪炎したものだJという関盤、（27）があるので〈（今天》揚載詩の「74年jは誤

植ではないだろう。とすすもば、この詩の原形は七四年に完成していたが、詩人が78

当時の民主f己案動に触発され、持の結びを f放棄所関神聖的人権j と変え74年の作品

として発表した岱だが詩集に入れるに当たって爵躍を添え最終議の日付lと改めた、と考

えるのが一番合理的な発轍かもしれな凡

擁間句

受移無鞘句戯芽立後，

我本開告自己当成人看，

扮梯我成了…条鵜旬，

護無E的地遊蕩人開。

我環不是一条模狗，

不必為飢餓寮去聾愚i換，

為政議希望成剣劇札

吏深刻j地体験生存搬紘

我理不如一条蝋狗！

狗急首搬出壊事完，

雨我只能黙黙地忍受，

我民癒瀦有更針梓畿

狂犬

｛育け脊赦もなくたっぷりなぶりものにされた後

俺はもう底分殺人と患わなくなり

まる守政にでもなったように

あてもなく人の世をふらついている。

俺はまだ涯犬ではないから

凱えと寒さのために創換を留す必要はなしも

だから俸は狂犬になち

生存の関難をいっそう深く体験したいのた

掩はまだ涯犬にも及iまない

犬なら苛立てば塀を蹴湛えて外に出ることもできる。

だが俺は黙って堪え忍ぶのみ

狂犬よちももっと辛く哀しし、
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援金繰接的成剣劇句，

就能欄語道無税瀬煉織，

那勝鈴待選不遅疑地

放菊指開撃的人権。

もし本当に狂犬になったら

この無形の鎖から脱け出せるのに・

そうすれ~i'V＇＼ささかのためらいもなく

いわゆる神聖なる人権など敷棄するの仏

林葬によれば、郭路生が精栴緩症を発病し入院するのは73三年のことである。精

神病には大きく分劉丙と操欝病のニつがあるといわれる。精神匿学者の内沼事雄によれ

ば、分裂捕によく見られる症状は事想と幻覚で「その事？柱、としてよくみられるのは注察

妄想（｛良人に付き纏われたり、見られたりするとJ思い込む）、被害関孫妄想、迫害実思な

どである。それらの妄想に共通するのは得体の知れない也者の出現であるj。さらに分裂

症には思考吹入、思考奪取等という「得体の知れなしす色者のE大な力によって翻弄され

るままとなるj症状があり、これに対抗するには「自開より沼会記事段がないJのだと

いうむまた操構病の特徴は f自己の無価値に対する妄恕点膳借j と f世間が自分の思い

どおちになると思い込むj 「自我惑構の高揚した誇大妄想jにあるという（28)0 

こういう託謎を読むと「癒狗Jには「時代j という以外に特定のしようのない f得体

の知れない院大なカに翻弄されJr黙って堪え忍ぶjより討方のない郭路生の分裂崩鴻

じ方と、自分を「人間と思わなくなりJ「狂犬にもおよばないjと感じる動向の「自己無

｛弼臨惑J的感じ方の両方が混在しているように思う。想に過ぎない5郭路生の詩にはそ

の者期から強パ皮害者意識（ときには被追書割強謝が見ら払それが彼の詩の魅力

担割tを告発するカ）の要因になっていたが、それは多分に生得の病的気質に起

因するものだったのであろう。徐敬亜は衿劫の詩を論じた晴難悦jの中で嶋

狗jを引いて fこれは作者たちが発狂した自己の魂を噸っているというよ号泣、む

発狂した員制士を横惑の鞭で激しく打ち据えていると言うほうがいしリと書いている（29) 0 

だが私にはこの詩は毅自身の心の風最を描いているように思える。迫害や被害に過敢に

反応してしまう彼の病的な感受性が写しとった心の世界は、そのまま時代における彼ら

の世代の悲調闘な位置で、もあったのであるロ

8 文革期文学における郭路生詩の位置

以上郭路生の持を文革期の作品を中心に紹介してきたむでは f文革期文学j という視

点からみた彼の持の位置はどういうものだろうか。次にこの問題を考えてみよう。ただ、

文革期文学という用語は、その内容規定も含めまだ成熟した用語で誌なし三そこではじ

めに用語の内容を簡単に説明しておきたいむ

文革期文学の定義 ここで文革期文学というのは1966年一76年の期間、つまり

文革期に出現した文学（作品、批評、文学理論）を指すα 従って文革後に番かれた、文

革に取材した文学はここに含めない（これは「文革文学j とよぶべきであろう）。

ニ種類の文学文革期の文学には、 A、体制に公認された出版物の形で流布した文学
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第5重量 紅番号兵運動の挽教をうたう詩人

（これをとりあえず f公然文学j とよぶことにする）と、 B、田覧や手抄、手紙などの

形で調人やごく狭いグ、ノトブ間で流布した文学（これを「地下文明ということにする〉

のニ種類があったむこのニ種の文学は基本的に交わることがなかったので、これを別々

に考察するほかないが、地下文学については今のところ資料がほとんどなしミそこで小

論では、とりあえず先に公然文学について述べ、それとの対比で郭路生詩の鞘敷を考え

ることにしたもL

時期区分

文革期の公紫式学にもその発展部長歴史があった口私見によればそれを大きく前期・

後期の二つに区分することができる。前期は66-72年で、あって、いわゆる十七年の

文学が社併隠れ、文壌が解体した時期であるむ文学活動は紅衛兵などの新関、雑誌に綿々

と展開されるに過ぎなかったむ詩や民間芸能の形式を利用した実権派批判などが主流で、

小説も文芸批評もほとんど見られない。いわば文革期文学の混沌・薪芽期といっていい。

後期は72-76年で、停刊していた奈騒を復刊させ、労農兵出身の作家を養成し、既

成作家を部分的に解放したりして、新興労農兵勢力による文壇構築をはかった時期で、あ

る。いわば文革期文学の展開期である。ただそれも「四人員長jの逮捕によって砦突に終

文学的特徴

次に文革期公然文学の特徴というものを考えてみる。今考えていることを列挙すると、

次のような幾っかが挙げられる。

1 創作動機と主題の射針金改革の政出品程のそれぞれの時期の政治目標に朝する

という明確な意引宇目的、ないし動機がある）

2 作者の手同よ性・無名性・匿名性（作者は個人の弘的な感静や思想を表現せず、低想

された集団［我々］の，時や麟を述べているc また倖品自身がしばしば轄ではなく

集団［例えばヨ言合写作小組制の名で発表される）

3 言語・文体の戦開性・ 1繍動性（「敵Jの暴露と打館、 f味方jの士気高揚にむけて読

者の臓器j奮を組織しようとする言語・文体の意図的多用）

4 感性の傷舟（感傷、真感、繊細な［暗い・しっとちした〕感性の徹艇場齢、逆に

豪快、粗放、殺伐、激越な〔暴力的な、ドライな〕感性の重視〉

これはもう少し整理が必要だが、さしまちたって文革期に書かれたいろんな文学作品の

共通の鞘数をこの四つにまとめてみたのである。

以上が私の考える、文革期公祭文学の内饗の概略である。次はこの規定を基準に、彼

の詩の文革期文学における位置を探る段取りである。

郭路生の位置

まず郭路生の詩は個人の手抄の形で流布したものであり、地下文学に分類される。時

期的に言えば、（言持綜弟奴の作品に拠るかぎりでは）その捗嘩活動は67-6 9年の開に

しており、公然弐学の区分で言う高欄に活擢した詩人ということになる。

作品の特徴はどうであろうか。

主題・創作場競

これまで見てきたように、後の詩作品はそのすべてが、結滞兵運動と上山下郷運動を
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下降の感性で受け止めた失日識青年の内面を主題としたものである。そこには、文革の政

治目標に奉仕しようというふうな霞臓は些かもない。彼はひたすら彼個人の（郭路生と

いう一個の青年の）内部世界の風景を描こうとしている。そういう点から言え日彼の詩

のモチ｝ブは極めて非政治的、私的、文学的なもので、あった。またこの点において、公

然文学の多くがその文学的感性、文学の質において前の時代（十七年）の文学と繋がっ

ていても、次の日新W¥;（新時期文学）に継承される「質jをもたないのに対し、郭路生詩

は（《今天》の詩人たちを介して）新時期文学に繋がることができたのである。

む情的モチーフ（30)

その作品の心情的モチーフは孤立感、疎外感、被害感、憤激、悲哀感、自己無価値感

といった、いわぼ負の感覚である。そういうむ情を生み出しているのが、歴史の参与者

で、あった者が突然その位置から追われた、文革運動から弾き出され、世に容れられない

という被害者意識である。そして彼自身の気質的傾向がそれを助長していると思われる。

言語糊撒

言語の面で同惑傷的な、暗いイメ｝ジや情感を表す語棄が多用される点に特色がある。

例えば、形容詞や動調では悲表、嘆息、無情、失望、街京、迷途、↑周様、失敗、苦痛、

冷漢、、相何回、昏迷、消亡、憤怒、漂泊、告別、日申吟、低沈、流落など、名詞では流浪児、

乞巧、眼泊、枯葉、寒風寒雨、細雨、泊雨、幻夢、命患荒墳などがそれである。こ

うした語棄のこれほどまでの使用は、文革期だけでなく、それまでの解脱愛のどの制下

品にも見られない糊数である。

文学形式

文革期文学前期の作品、特に紅衛兵新聞などの詩作品はそのほとんどが絶句、律詩と

いった伝統的定型詩のスタイルで書かれている。郭路生はそういう伝統的なスタイルを

そのまま用いていない。しかし、その詩は全て四句寸車から成るという特徴をもっ。ま

た、それらは短いもので二連（例えば「畑J）、長いものは三十七連（「魚群三部曲J）に

及ぶが、各詩各連は現代漢語の範囲で緩やかな韻を踏んでいる。各連の宇敬は必ずしも

一定ではないが、四句寸車の内部は意味的なまとまりをもっ前二句と後二句の二つの部

分から成るのである。こうした点からみて、郭路生の定型意識はかなり強いということ

ができるロそしてこのスタイルは朗読に適し、彼の詩が広まるのに大いに与かつて力が

あったと思われる。

最初にあげた四点の特徴を備えたものを文革期の公然文学のある典型というとすれば、

郭路生の詩は、この四つのどの糊敷も備えていない。彼の詩の糊敷はどの一つをとって

もこれらの対極にある。そういう点では彼の詩は「反J公然文学的あるいは「非J公然

文学的といわざるを得ない。地下文学の文学的特徴を整理するにはまだ資料が少なすぎ

るが、郭路生詩の持つ右のような性格は、今後地下文学の特徴を考えるときの有力な材

料になるだろう口

9 郭路生詩減立の根拠
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第5講紅衛兵運動の披歎をうたう詩人

さて、しかし、イデオロギ｝出で特に厳しい統制下はおかれていた文革期に、どうし

て郭路短寺のような「閃文革的、きちるいは f非J文革的作品が生まれ、流通すること

ができたのだろう治、

その理由の一つは、文革という権力闘争が、権力闘争の必然として生み出さざる安え

なかった膨大な敗者たち心構の存在で、ある。

真善美のイ雌の判定を f覚jに委ね、私的な真善美の儲｛静j断を躍踏または停止する、

というのが従来の感性の在ち方であった。解脱麦の文学はそういう感性によって形成さ

れていたし、そういう感性を盛った作品のみが流布していたといって過言で、はない。「感

性の在ち方jに娘っていえば、文革は、こうした荘り方（「党jの判断以外の判断を許さ

ない）都新とする運動にほかならなかった。だが、一方で文革問豆儲怯党権力を強化

するために、現実に機能している党権力を解捧…再議する激しい権力闘争で、あった。権

力闘争の参与者たちはその過程で必撚的に様々な人間性の悲廓iや喜劇に出会わざるをえ

なしL組衛兵運動ーっとっても、そこにはセクト関の対立抗争があり、家族や友人や自

分の恩師たちとの対立、愛増、集合忠雄といった体験があった。関いの中では死守喚傷、

病気、裏切り、部怖心、家族関係今集団内部での人間関係など、さまざまな理曲で闘い

から離説したり、脱落したり、疎外されたちする者が生まれた。それとともに死者、負

傷者、裏切り者、脱落者、按折者、こうした臨め敗者たちのいろいろな思しい）担み、

悲しみ、締め、嘆き、不安、孤独、閉塞感、無常感などーーが生まれたりだが文革期の

中国には、こうした負の感摺泣反社会的、非プロレタリア的だという共通の認識があっ

た。鶴々人にはそれをを吐き出すことへのためらい、ぶちまけてはならないという自

規制が広く存在していた。こうした心構は中間相会の底に沈殿するほかなかったので、あ

る。こうした感情ははじめは運動における敗者鶴人のものでしかなかった。しかし68

年暮れ上山下郷運動が始まり、かつての紅禽兵全体が文革の政治運動から切り離される

事態になるや、こうした感』情はこの世代に共通のものとなったといえるだろう。郭路生

の詩はそれを歌ったのであるc

もう一つは、文革の権力関争の結果、日常的な桓会縮会磯部弱まり、その空隙に「地

下文学jを発生させ、その存在を許容する空間が生まれたということである9

繰り返せば、文革期の権力闘争の結果、日常生活の隅々まで貫徹していた党の支重機

能が停止したり、混乱したりした口その混乱カミ社会に支脳勧の及ばない空需を作り出

していたむそれは例えば鵜浦兵の内の文学好きの仲間の小さなサ…クルだったり、知識

人も含む秘密のサロンだったり、後には辺境の農山村に下放した背年たちの住むあばら

屋だったりした。そうした空間内部には、公認の真善美感に必ずしもよらない、あるい

は著しくそれに反するような作品が番かれても、それを正当に謝麗し、歓迎し、それを

保護する人々が符在したのである。大0年代の都市知識人社会にすでに夜密サ口ンの形

で存在したこうした空間は、文革期には全留に拡大していた。その一つ一つは小さな点

に過ぎなかったが、全国に散砲する無数の点は友人間士の斡氏のやり取りやノートの交

換といった手品守手段で、繋がれ、その私的ル｝トを通じて、公的には流通しない作品が流

帯されていった口ある作品が流布するかどうかは全く留入の審美眼に拠った。余りうま

い比喰ではないが、それは真善美の事j窟議を個人が奪還した感性と審美の共同体で、あっ
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た口その領域がどれだけあり、その人口がどれだけか、誰も知らないロしかしそれは確

かに実在し、そこで、は不健康な主題も、退廃的な感情も、感傷的な文字も、個人がよし

と判断すれば直ちに流通ルートlこのって広まったq

文革期といういわば詩の困難な時代に、郭路生のような反時代的な詩が成立し、流布

した根拠は以上の二，長にあると思う。

以上をまとめれば次のようになろうれ紅衛兵（政糊守主人公、都市の矢口識青年）

から下放青年（再教育の対象、貧困な農村の農業労働力）へのコースを辿った文革期の

青年たちの心の底には「落塊者の悲表jや「被害者の恨みJといった感’情が澱のように

たまっていたと思われるロだがそうした感情は、それ自身が国家権力への批判であるた

め、公然化することはなかった口郭路生の詩はf皮の同世代の心にたまったこのような感

情（内面の真実）を歌ったものだった。それゆえ彼の詩は一定の普通性をそなえ、広く

紅偉浜＝下放知識青年たちに読み伝えられることとなった。しかし同時にそれは地下文

学として流通するほかなかったので、ある だがその詩が内面の真実を描いていたがゆえ

に、彼は八0年代の新しい文学の源流になることができた。郭路生詩のこのような在り

方は、文革期公然文学に対する彼の作品の優越性を示すものである。

終りに一郭路生詩の現在

初めにも紹介したように、 93年郭路生詩をテーマとする討論会が開催された。《中国

作家》 93年3期は彼の詩をまとめて掲載したロ様々な出版物に彼の名が現れ始めた口

郭路生詩は二十五年の歳月を経て地下から地上に現れたロそれは既成詩壊に彼を正当に

評価しようという気運が生まれたということであろうかロむろんそうには違いない。し

かし一歩進めて考えれば、そういう気運が生まれたのは、中国社会が文革体験を相対化

（より正確には風化）しうるほどにく成熟〉したためである。だが郭路生の詩は文革後の

中国社会にすんなり適応し、体制にとってく無害〉なものに変わっているのだろうか口私

にはそうは思えない。文革期の公然文学に対するアンチで、あった彼の詩は、文革後の時

代に対しても一つのく異和〉として存在しているように見えるのだ日それは文革後の詩に

ついても同様であるロ

人例会問倣到底是什慶

是什腰折子但不是詩人

只崩陛不公正年代里

一個無足軽麗句犠性品

人々 は問うだろう お前はイ本何者かと

何者だ、ってかまわないが詩人ではない

あの不公正だ、った日寺代の

取るに足りない一人の犠牲者に過ぎない

「詩人跡圭冠jの最終連、「一九八六年精神病院にて」とある。文革の記憶や意味が、

八0年代以後の中国社会のく成熟〉とともに、日常性の中に拡散し、風化していくとき、

彼l割宥神病院の孤立の中で生々しくくあの時代〉と格闘している。その苦闘の中から紡ぎ

出される詩は「あの時代jのことを語っているのに、現庄（いま）の現実を描いている
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第5章紅密兵灘動の挽歌をうたう詩人

ように見える。私たちは彼の詩に、文革後のネ士会のく成熟〉必熱的に生み出す新たな（現

在の〉敗者たちの感情（文革後の日制えを告発する声なき声）を開くことができる。これ

が郭路生詩の中国有会の現庄に対しでもつ意味で、あるむ

［削

1995年5月8到来明

1996年1月盤理

ω一々挙げないが、例えば北島は f訟は一九七O年から現代詩を書き始めました。当H杯よほ北

京の青年詩人の影響を受けました。後の名は薪諮生で、ペンネームをど実子（食指の娯りー岩

佐）といいますJ（ミシェル・ボーナンら「訪問北島｛（斜鳥~＞ 1985年8期〉と明言してい

る。江河は噴酪生を読んで初めて自分たちにも詩が書けるというととを知ったJ（玉光明

隙勝鵠 向山詑4-B〕に引く）と言っている。

<2) r地下Jの含意については本稿第時鯵照。

(3）掛鱗 f延代〉を獲得しようとする詩人たち…（〈今天）〉覚書き寸仲間詩人論岡本、操教授

増前日念論集i汲古静え 1986年10月刊義民

(4）期瀦生についてのある穂度まとまった紹分iこ次のものがあるo

A 開城「昨天今天或今夫作天.J≪今ヌミ？ 1991年3期。

B.正光明開離誌諦ト“耕輔”与二十捜施中田現代詩』日制改装出版社、別3年6月刊の

C翁楊鶴『文化大革命中的地下文学』朝華出販社、 1993年 1JJ刊、の第三章。

D. W食嬬業製［注6］の斡葬の序「生存与締管Jo以下本文で阿城、玉光明、楊健、林葬とあ

ればそれぞれABCDの欝ヰに拠ることを意味する。

cs> W・食指黒大事現代枠欝詩合知識際肢大学出版社、 1993年5月孔全78謀、うち調路生

の作品は1-42

(6）文革期文学研究はこれまでずっと無視されてきた。管見の限り、その最初のものは藤観雄、

賀紹俊「文革文学：一段髄得重新研演的文学史J~舗山》 1989年2期（なお（鍾山》問号は

文革期文学研究特無である。お年1知識健『文千七大革命中的地下文学Jl［：詮4-C］金支

出版されるや、これに廓撤され樹愛ら「研究文革文学J~伎芸争鳴»1993年2期などが現れ、

専論として新字 f“文革”詩鵜轄論J≪斉魯学時間3年3期、事lj;k「自卑与自大共樹強

瀞論“文革”的文学精神.J~傭ヌ'f)) 1993年9期などが審会れているc

(7）王畑号（注4-B）による。

｛前向城（注4-A)による。

(9）勝隣「“太陽網家’伝説J（（今天≫ 1蹴年2期。

(10）玉光明によれば最初に影響力をもった蹄に噂獄不程波糊錦J（「もう波を起こせなし調）

があり、紅衛兵の自自認する樹印と観揺、玄茸戒を榔、ているという。

(11）この事情は、庸純長『李立五伝i黒龍江人民出版社、 1号例年10月刊、および事永編『”

化大革命宵員協人之刻中央民族学卒!iG出版社、 1993年S月刊所載の「割問輩記李立三
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之死jによる。

〔12）多々 r1g10-19γ8~版暗号地下詩歌j 《今天》 1991 年1 期。

(13）斉捕鴇往事J（（今苅~ 1994年2期。

(14）割路生の詩は多分多くが手抄によって流和したためだろう、テキストによって字句の異興が

あるo 1M誌では器材告に『食揺機J性 5）に従う。

(15）以上の記述は主として火木間栄与夢懇-i:p国知育二十五年起成都出販社、 1992

7奇によった。

(16）斉簡［住13］。

(1 7）件酪探索詩鑑賓辞則河北人民出版社、 1989年8丹刊には「四点零八分制限jと f命運j

が採られている。ここの角鰍は陳超の説から示唆を受けている。

(18）楊健位4-C)oその第3車陳4維の文は雑誌くく海高紀実）〉（不詳）に掲載されていると

いうが未見。

(1 9）慧輔梯幻史学調締リズワン女史〈ウィグ〉レ蜘よりの聞き取り（19部年4月）

(20）程鴻林『風潮蕩都中国知識青年上山下顎~運動史』海天出版社、 1993 年 3 丹刊、その第 2

編による。知識青伴の上山下郷運動については九十年代以降当事者たちによる歴錨犠理が

行われ劫めており、注16の火木の著書などはその阜い崎明の成果である。

(21）洪子誠・欝燈斡 f中国当代新時史J人民文学出掛士、 1993年5月刊。

(22〕例えば第2連「ヰ協車主主高対ぢ建築、突然一階轍烈的科讃jの f持動J犠えた）が《詩ftj》

「晃動」（ぐらりと揺れ元）となっている。洪子誠はそれを弓懸泊令感覚Jと呼び、こ

の感覚は fこの世代の解のうち出耕平く思考に入った者たちの心理状態jで「こういう

構禅寺矛盾の存在を、新潮詩の髄会・出現の心璃樹育的弱遊あるいは背景と見なすべきだJ

と書いている。

(23）北京大学中文系文学専業72年級工藤兵学員開港之副人民文学出版社、 1974年明子号、

に所以。なお話鵜改革期文学の一回一一高紅十と担鰭な射を中心lこj神戸フ吟中文会

（神渇》創刊号、 1982年2月刊を参照されたい。

<24) W・食指的集』［注6］の林事の序 f制芋与絶唱Jo

<25) W·食指詩集~ ［注6］の林葬のj宇佐存与留品。

(2 6）是永駿編 f『今刻総回線（殺購）JE聖子斡 55号、 1995年2月を参損した。

(2 7）内沼幸雄 f溜防構法州人恐怖の精榊部器紀伊思屋書店、 1983年2月間。その第5章

の「対人恐怖から見た二大精糊両論J。

(28）言桁「今天派手口巌患関←在香港見部撒力J《九十年｛効 1985年6期。

(29）樹蝿「奇脚句光一〈〈今売〉詩歌翻議J《今苅？ 9期、 1980担 問ljo

(30) fむ騨ぢモチーフjという考え方、およびこの節の着想は見出来分 F近代日本のむ惜の歴史

指7歌の社金心理学』講談誼浮特文麿援（1978年4月）の思患を受げている。

［補剖
1. 事~路生の作話集については、その後以下の 2種が出版されている。
A.樽・3縮春選編時議鯨錦・食指券』特出版社、 1998何月

＊本書は97年3月までに帯在が明らかな作品 131首のうち81首を取鍛する。巻頭に材事によ
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5主主紅轡共運動の挽歌をうたう

る「食指訟をおくほか、巻末に「食指（事務生）生平年表j惇真付）「食指調繍作目録（現

存部分）J治支持されている。覇瀦生持の奇問麟忙しでは最も基特色なものといってよかろう。

編者のニ人のほか、担当編集者として出版に当たった麿暁渡ら友人たちの友清が感じ

物である。
日食指『食掛場寺』人民文学出版社、 2000年12月
＊本書は2000年7月までの作品、合計122首令収める。例年3足以前の作品で、 Aに収録し
ないものが35首含まれているから、文革期の事隣生詩の諺挽にはこちちが参照されるべきで

ある。巻末に林訴による f食指（期路生〉年表Jを付ず。

2.鰍ヰの諦足：4稿執筆以後に見た資料に次のものがある。

中国当代文学研究会、 iヒ京大学中国葬鶴研究中心、護者指韓駄学新詩研究識編集、首都顕範大

学出版告:fJjの綿輪雑誌 f詩探索~ 1994年第2輯｛総14輯〉が特集（r関子食指J）を組み、
林葬の窮蕗生論（「並米被埋葬拘持人一一食指＇j）と詩人自身が自作について述べた文章（「《問
点零八分唱力指窃和偏見三部曲）〉写作点滴J）を掲載した。覇酪生の文は矩いものだが詩の
膏景を知る上で粛重である。

3.薪務生の溜児。

2003年 3Ji~慌に行って事瀦生に会った翠藤子氏（大阪の現代中国文学宥按主主障l 編集
発行人）によ初期路生は入f完していた第三揺科医読の看護教需と織委し、すでに瀞完して自

宅で暮しているとのことである（制言。

包:000年3月）
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第6章 文革期上識における文学出版物の執筆者たち

第6章

文革期上海における文学出版物の事嘩者たち＊

1. 

文革期文学について、全面的な評価を下すには、この時菊の文学活動についての具体

的な資料金朝貢される必要がある。その作業の一環として、 1970制も76年10

月までの関に、上海で出版された文学指版物について調査をおこなった。本章はその調

査報告である。文学出版物の範囲は、小説、詩、散文（随筆）を主とし、短欝jや損芸の

戯曲もごく手勢拾んでいる。この調査を行った詩的は、労農兵の業余作家とは具捧的に

どのような人々 であり、重，劫包に養成の対象とされていたのはどういう人たちで、あった

れそれらの業余持家たちは文革後の新時期文学の世界でも活躍したのか、また文革前

から執議を始めていた作家で、 γ2年ごろから執議再開を許される人々がいることが知

られているが、上海の場合それはどういう作家だったのか、等を明かにするためで、ある。

文革期文学の最も重要な刊行物だった開翻叢書およ持続開閣は含んでいなし、

これは次章ですそす岱また、今回は調査の範臨を収集しえた審物のうち、単著のものは除

き、複数の事嘩者の作品を集めた都防（3蔀に示す39諦）に限った。これは、

詩的が労農兵業余作家の顔ぶれを知ることにあり、労農兵業余作家が単独で作品集を出

す可語性出少なく、彼らの書くものは、多くこうした作品集に絞められているからであ

る。だが収書数が少ないため、資料的には限界がある。今後、増祷をど続けていきたい。

2. 

はじめに単著文学出版物を中心にについて、文革期上海における文学伏況を概観して

おきたしL
66年の文革開始後、江膏ら文芸界の指導権を握った文革在涼の手で、それまでの文

芸界〈中国での「文芸Jは文学とその能の芸倍、映画、減麟、美術などを総称していう）

崎字体されてしまう。文革左派の戦略は、後らがブノレジョア的、反在会主義持とみなし

ていた既成の文芸界をます鳴卒体し、その廃境〈文革在深から見ればまっさらの土越の

＊本輩は弔或9～11年度却時済学研究費補助金によるく改革期文学jの韓難切開紛閉課題番

: 9010459）の研究成果の…官主である。

79 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



上に、プロレタリアートの革命精神を身につけた文芸創作者たちの手で、新しい文芸の

世界（これを仮に「労農兵文壇」とよぶことにする）を建設することだ、った。この敷思

を実現するために、文革左派が始めたのが労働者、農民兵士の中から文芸創作者を作

り出すことだったロそれが労農兵業余作家とよばれる人々である口上海で文学作品の類

が出版されはじめるのは1970年からであるが、それはます守総作家の作品の出版か

ら始まるほかはなかった。試みに70～71年の出版物を見ると以下の4冊がある。（こ

の時期は上海の出版樹蕎はまだ再建されておらず、「上海市出版革命組」が出版元であ

る。）

仇学宝『金訓華之歌』上海市出版革命組、 1970年8月

上海海港工人業余写イ糊『海港組制上海市出版革命組、 1970年9月

九四二四工人写f旬圧『鉄水奔騰』上海市出版革命組、 1971年6月

上海中華湖白廠工人創併且『船台春潮』上海市出版革命組、 1971年9月

これらは、「写作組j 「倉ljf体且J「写イ伺IEJと名前は異なっても、例えば『護財℃剤議』の後

記が、 )dl｛・台金企業による冶金工業の建翻晶程を第一線の労働者が描いたノレポだ、と記す

ように、労働者の業余作家グ、ループの手になるものである。また初期の文学出版物は個

人名ではなく、さまざまな名の業余作家グ、ループの集団倉肘宇という形をとるのが普通で

あった。

ところが、仇学宝『金司II華之歌』は、個人名で出版されている。異例であるロおそら

く文革期に最もはやく個人の名で出された詩集であろう。こうしたことがなぜ泡こった

のだろうれ仇学宝は1929年生まれ。上海の貧困家庭の出で、解放初期に入党、 54年

から言砕を開始、 59年上海市作家協会会員となり、来館志『上海文学』の編集者を経て

62年から専業作家となった人物で、ある。経歴からいって「文芸界の黒い糸」に連なるよ

うな詩人ではない。また、金訓華は、文革初期に上海市中等学校紅衛兵代表大会常務委

員だった人物で、 69年5月黒龍江省の農村に定住、 8月国家の物資を救出するため山津

波で死んだ「革命的青年の手本.J （『粗削）として当時大きく宣伝されていた人物であ

る。隆司｜華之歌』はそういう劇台宣伝の必要から作られた長編叙事詩だった。業余作家

の手に余る仕事であり、専業詩人の手を煩わす必要があったで、あろう。文革開始間もな

くすぐれた専業作家・詩人はほとんど打倒されていた。しかし政治的宣伝のためには、

出身がブルジョア家庭ではなく、政治的にも旧文芸界の指導層とは無関係の、しかも一

定の芸休尚力量のある人聞を使用する必要があったロ仇学宝はそういう存在として登用

されたのである。

3. 
1972年は文革期文学がいよいよ新しい歩みをはじめる年である。文革で停刊して

いた地方の文学雑誌の復刊（『新港』→『天津文芸』、『河北文学』→『河北文芸』のよう

に誌名を変えたものもある）がはじまる。辻国政佐が文革（一部は文革前）で停刊した

31の雑誌を調査したところ（1）によれば、 71年に復刊した『北京文芸』が最も早く、継

(1）辻田正雄「中国当代文芸雑誌の変遷J神戸大学文学部東アジア研究センター『神戸大学文学

部蔵中国報刊目録~ 1983年3月、 39-54頁。辻田は「1971年3月15日から7月22日にか
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6章 文革期上海における文学出版物の執筆者たち

いで72年に復刊〈あるいは誌名を変えて喰rJflJJ）したものは9誌、 73年8誌、丸年

5誌 75年5話人 76年2誌、それ以後1誌で、あqた。上探は撒獲』の復刊がようや

く 79 年、途中 77 年に『上進文接·~ (79年 1月から現荘の『上海文学Jに改名〉の議肝り

があるなど能地区よち避れたが、これは74年に『朝欝』が倉rjflJされるなど、文革の影

響が最も深か。たため再建に鞘鳴ったためで、あろう。

その72年、上海で文革期文学最初の長動j、説が出服された。

上海県（（虹南構紋》写惜[lr1虹南作戦史J上海人民出抜社、 1972年2月

である。これは上海部の農村の集団化を扱った作品で、土地改革から農業合作出輯

への歩みを、相会主義堅持派（貧農・下層中劇と走資涼（党幹部、地主・富農）の路

線闘争として描いた小説である9

この小説は、文革期文学の中で大きな闘を受ける。それは小説の執経グノトプ

静il.l）がその後の f三結合Jの原型になるものだったからで、ある。「後記jによれ誌との

明博踏ま、 f貧農下層中農の土記者を主体とした写僻宜jで、あったが、「写僻互の中で、

土記者と農計基層幹部の結合、業余と専業の結合を新子したjのだというむつまり、多

少は文章の番ける素人の農民、文学は余りよく分からないが政治意識は高い耕すの党幹

部、「専業J（プ口のもの書き作家、 f後記Jによれば「文陸報などの単位と少なからぬ同

志j とある）この三者が協力して小説を帯いたというわけである。また、作品は「1

近い時間で、 4問、合計200万字近い原稿を書き、「意見徴集縞Jを印崩、広く労農兵、

革命的幹部、革命的知識分子の意見者聞き、再度書き換えをおこなってj完成したのだ

というs つまり f虹酪作戦史Jは、素人〈労農民＝事構・幹部（野口思想指導・

門家（作家〉＝樹齢器誌という 3締合グ／トブによる創作、および作品をまず大衆に

読ませて、その意見を聞いて番き改めるという、ゴ胡場磁泉による露出宇という新しい創作

モデ〉レを提示したのであり、その点で大きな注目を浴びることとなったので、ある。

「三結会jモデ〉しには、もう一つ f文学制作は基本的に個人の精神労働だj という考

創作によって名を高め、利益をうるというブルジョア良識念に対する社側方清まれ

ていた周天の論文（「文芸線戦上の新生事物一三結合暗号作j）〔2）はもっぱらそうい

う観長から「三結合jを論じ、プロレタリア文化大革命は、文芸の黒い芸議変踏己のもと

での、文学を棉入の事業、名利を追求する道具とみなす局部を根持拡変えたが、その

中から生まれた民結合Jは、それに参加した専業費的堵たちが噴射侍よ有jの誌念を

すTI設するのに役だっている、と述べている。

初期の文革期文学は、個人名ではなく集自の写構且の名とれ築名で発表されること

が多しも周夫の文章は、その理由を反面から説明してくれているようである日つまり錦

人名で作品集を出すのはブノレジョア的な名利思想犠併問L有慰留）に影響されているか

らだ、そういうふうに患われるようなことはしたくなる＼という暗黙のが隣同業余作家

たちに強く鋤いていたこと語塑像されるのである。

けて、国務完の指示によって「出版工作座談会jが北京で関カれた。この座談会の報告に基づい
て、文芸雑誌が復刊に向っていったと思われるJ(41関と推測している。

(2）周天 f文芸線戦上的…小新生事物一一三結合の議i詐jf朝霞］ 1975年12期

81 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



4. 

72年の上海ではこうした集団創作の作品だけでなく、 5丹、鄭加真 f国轄現揚J、6

丹、沙群陳謝掛刻、州、周忠良開雪組制など個人名の長樹齢j、説が出版されてい

る（へ全国的にみてもこの年には李諜徳間鵠京鮮出J、繁樹海『禅島女民兵ふ李心田

f関閃的紅思J、鄭薩時婚記無名J!I』など個人の栴誌が出接されている。作者比すべて専

業作家で、あって、多く文革前の作品を書き換えて碍坂したものである。こうした状況は、

労農兵作家在中心にした新しい f労農兵文壇jを建設するという文革左派の構？胞が直ち

に実現するものではないことを示すものだった。

ア3年には3）ヲに叢敏r新橋Jが出た。著者は鶴人名になっているが、実は前者は f崇

明県革命委員会が結識した労農兵創憎旦jに f復旦大学中文系倉リ｛午葬艮Jが参加した三結

合の議ljf乍グ、／し一プの筆名で、ある。 6月に

れわれは1970年秋に護1}(1主を組緯ずることに着手したj とある後記からみて集団鞍嘩

かもしれなし九 9月には孫景瑞鳴孝放軍｛学壕）の『葉能吉釣戦艶iが出るがこれは 1958 

年iこ書カれたもので、ある。詩集では G丹に専業詩人の李学繁 f対 市 火J、7月

城 F梅訪隷上的歌jが出ているが内容は60年代の作品在帯き換えて出援したものであ

るロ

文革左派による「労農兵文雄j建設の歩みが形をとりはじめるのはγ4年と考えてい

いので、はあるまいカもこの年1月に倉i刑された雑誌間在霞れま、“四人組”の陰謀文学の

拠点として文革後激しい蝉与を受けるものだが、こ俳誌の建前を f労農兵文壇J建設

の具体的な第一歩と見るのである。『朝議jは文革左派が自らの文学思念を作品や評論と

して実現する場であり、問時に労農兵業余非家たちの発表の場でもあった。げ朝霞iに
ついては次章で述べる）

74年間、在震時相測が出版された。これは日山下郷知識青年露出犠訟の

1冊で、あった。この叢書が何冊刊行され、作者にどういう人がいたかを詳らかにしない

が、翌γ6年2月には章徳益、龍彼徳 f対干歌』（詩集設がこの叢書で出版されている。

文革後朝説明文学の旗手の一人となる弼剣先の長編小説r分界艇もやはり γ昨に叢

1器で出版されている。 7'4年5月李良傑、食繁泉『鞍呈』が出るが、これは『朝

の前身で73年5月に出た「土議文芸叢刊J第1冊『朝霞』に f長編選載jと

して掲載されていたもので、ある。

76年には6月徐開期満犬叫（詩集。、英応豊 WtJ浜関大山Jl（児童文学）が出る。

劉理店主解放軍出身。労農兵の学生としてオヒ京大学で学び、卒業設故郷の崇明県党委員会

写備豆長だった。英応豊は70年まで解放鰻文工隊にいた治宝復員、 71年から創作告はじ

める。ニ人とも、労農兵業余作家とみなしてよかろう。

ゆいずれも上海人間部族柾向。以下特に断らないかぎり、すべて間出。
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第6章 文革期上海における文学出版物の執筆者たち

5. 

以上、上海人民出版桂刊の単著文学出版物を手がかりに、文革期上海の文学伏況をス

ケッチしてみた。その結果、上海では70年から単著文学出版物の刊行がはじまるが、

73年までは集団創作が主で、個人の名前はで、きるだけ出さない傾向があったこと、 7

2年『虹南作戦史』が出版されるが、これは「労農兵業余作家一党指導者一専業作家」

の「三結合j創作モデルの原型になったこと、この創作モデルは「創作私有Jのブルジ

ョア的観念を同皮し、作者が作品を個人の名で出版することを抑制する契機として働い

たこと、文革前から創作活動をしており、当時の文芸界指導部との関係がうすく、出身

も労農家庭であるような作家は、 70年ころから活動を再開していたこと、 72年から

専業作家の個人作品が出版されはじめるが、これは旧作を書き直したものが多いこと、

74年ころから労農兵業余作家・詩人の個人著作も出版され泣台めたこと、などが分かる。

以上は単著文学出版物について見たわけだ、が、文革期には労農兵業余作家の作品を集

めた小宮様、随筆集、詩集の類が多数出版された。こうした出版物に作品の載った人々

が文革期文学の担い手、「労農兵文壇lの構成員として期待されていた人たちで、あった。

ではそれはどういう人々であろうか。

それを明らかにするために、筆者は1970～1976年の聞に上海人民出版社より

出版された39冊の労農兵業余作家作品集掲載作品の執筆者調査を行った。その書誌的

概要は次ページ以後に示す（ピンインJI開通りである。刊行時期で言えば、 1970年

2冊、 71年3冊、 72年 2冊、 73年5冊、 74年9冊、 75年 12冊、 76年6冊

である。抽出した作家数は延べ990名。重複をはぶけば800名程度であるが、これ

を次ページに示す凡例に従い87頁以後に掲げた。
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文革期上海文学出版物拶嘩者索引

凡例

1.報l筆者は姓のピンイン＇／ I慎に従って菌研jした。

2.該当する出版物に執筆者の所属（職場）が記されている場合はそれも添えた。

3. （与某おとなっている場合は共著であることを示す。

4.集団創作である場合、事嘩者として氏名の明らかな人名だ、けを採っている。

5.作品が収録されている出版物は、例えば｛迫彊的主人｝は｛迫人｝のように略記している。

略副こついてI訪A下を参照していただきたハ

[BJ 

｛法人｝｛泡輯住人｝

1975年5月刊、主に中ソ国境の黒龍江生産建設兵団に挿隊した知識青年の習作。 rj;年児童読物J。

《碧水｝｛碧水長流（短篇小説鱒｝

1973年12月刊。「文匿報J「解放日報:Jjl刑に発表された上海の労農兵業余作家の成果.[CJ 

《錐｝｛強鷹｝

1974年4月刊。上海「新地区の上樹晴樹幾廠、上海電機蔽、上海鍋炉廠、上海重蛾脚蔽、上海波動

車肱廠の労働者業余作家の叙事詩集。

《創作淡｝（侭i篇小説創作淡》

1974年3月刊。上海師範大学中文系紙上海の労農兵業余作濠の作品に関する創作の体得、評論。

[F] 

《友光｝｛友光的年代｝

1974年5月刊。電気工事等の労働者の物語。

[G] 

《高度｝《新的高度｝

1971年9月刊。工業、農業、部隊、漁具海員などの生活を描いた作品。

《工「｝《I 天地有多大（散文潟》

1975年5月刊。関行区工人業余作者の散文と上海電機蔽五一大学文科班の集匠胤作。

[HJ 

｛海底激流（小説・散文集）｝

1976年6月刊。上海石1削機廠小説散i鵡リ作学習班メンノミーによる小説、散丸

｛県花｝（傍花呆粂））

1975年6月乱湖台工業をテーマにした小叙事詩集作者は大部分が湖合労働者。

[J] 

《建設的脚印｝

1976年5月刊。上海市建設工程局工会〈健設朝七脚印》三結錦町侍ill:作者の叙事鰐色

[K] 

｛快弓｝｛快弓加鞭｝
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第6章 文革期上揮における文学出版物の執筆者たち

1974年間刊。上海市儀表議誤工難航会業綿ljf特ill!の10名による9紘

〔L〕

｛列卒｝｛列牟奔蕗｝

1974年11)3孔上海鉄路分周工人業余創憎lliのメンパーによる合、年児童向け静揚。

[N〕

《衣春｝〈〈寂輔さ春玲〉

1974年7月刊。上梅市｝議題営農場三結合制問包「上山下郷知識腎年製作叢訟の1冊。

[p] 

｛接訴｝《批樹tt孔持場〉

1976年G月乳母訪柑器菊望号〉三締合幡製争持母昆 f本市の多くの工場、人民公社、部総機関、学校

労農兵業余持堵及び（伐腰掛〈告轍日鞍〉〈犠齢、上海市工人文化忠各夜・果文イ控室

等の支持を得たj （後記）。

｛捕江｝《浦江哨兵｝

1973年2丹刊。上梅轡備区在1留編、 22名の18繍の作品集

〔Q]

｛千歌｝ま千数万語献捨賞金

1971年6月刊。中爵共産党50周年紀念のために書かれた7

｛前述》《前進！主

1975伴9月刊。前進農場業創搾の15名による小説10鱗、散文4輔の作品集

〔S〕

｛額｝《母激献姶毛主席》

1970年間子生文革発動以来の上海也区の詩歌恥弘f搾の多くは工場、人民公社、蔀畿などの棋風

〔T]

《閤錯｝《閤婚披斗岳協支ー熱~~氏祝四崩人大駐利召弄号

1975年1月刊。上海の工場、農場、輩、大学など所属の業余持紫の詩集。

[W〕

｛設土｝《沃土新苗｝

1972年号丹羽j。上山下郷運動で沼境に行った失端清年喪主人公にした短編集上海帯革舟委員会上山

下郷弁公室龍作者紋織青年か。

《班・七干按散文集｝

1974年5月干弘上献の位士締Z学校に所属する築制学者による散文箆。

[X] 

｛！母限｝｛向陪列均三｝

1971年9克明。上梅（伐陸織の断ljf患雷激iと偶轍日粉飾せ「着今朝jiま1970年以来、業

余件壕の1j執 100余編を掲載した。そのうちから選んだ、35舗の小説集

《小兵｝｛ノj長上持者短篇1］悦禁事》

1975伴6丹羽j。高京部隊第2期業余文学創作学習班に所識する戦士の律品集

初、特｝《小特｝

1973年4月刊。上潟電機廠五一工大文科斑工入業斜りイ旬開属の作者の毅静j可説集
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《校園｝｛校閏春色ー教育革命涛頒｝

1975年5月刊。教育革命賛美の児童詩集作者は専灘寺ん

｛下水｝｛布水那天｝

1975年9月刊。中華創繍王人創併且の作者による作品 ω、説、散文）集。
｛新伏｝《新伏伴》

1973年5月刊。児童詩、 19首を収める。

《新課｝《新深堂｝

1974年7月刊。復旦大学中文系文学創作専業の学生の＞Jj鋭、散文集

《葱緑｝（傍稼移飴〉

1976年7月刊。上山下郷知識青年の1975年の樹高から選んだ知識青年詩集

｛新苗｝｛新苗集－i－￥“上山下多知訳青年制作主主令”｝

1976年8月刊。評論集。（依場的春苅）、｛大汗歌｝、在雷｛剣河浪｝、弦抗抗｛分界銭｝などを托僻し

た評論集注雷日長抗抗崎rjf乍談を収める。

《新芽｝《新芽｝

1975年4月刊。 8人の作者による7編の児童短編静防。

[Y] 

《延｝｛延安的神子（小悦・散文集）｝

1972年間、（伎睡掛）の首刑「風雷激」と（傍轍日報）副刊「看今朝Jの掲載作品、および文芸講

話30周年記念作品募集の応募作品から40編を選んだ。

｛イt）《イt更比一代強｝

1975年1月刊。児童詩集作者l刻、学生から張秋生のような専業寺人まで。

( 125）《“一二五”費勝〉

1970年5月刊。労働者業余作者によるルポ。

《→長｝《ー弦考巻〉）

1974年9月孔少年児童向けの劇と曲芸（限板J咋目声」など）胸体調見

《勇敢》《勇敢的問格｝

1975年5月刊。和衛兵と船j浜の物韓民少年向諦助。

[Z] 

｛故地｝（倣地黄お）

1976年8月刊。文革期に頭角を顕わした詩人たちの詩集

《哉斗｝｛新的哉斗〈革命故朝｝

1973年4月刊。上海警備区業錦リイ備のメンバーによる革命故事集

《迭里》《迭里井不平静｝

1975年2月刊。上海の医療・衛生単線の丈革による変化を描く。三結合の産物。「作者はこの単線の

第一線で戦う戦士。その多くは初めて創作を行った者'J （後記）
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第6章 文革期上海における文学出版物の執筆者たち

[Bai] 

白守主 《一弦｝ 常竹渚 〈隻旦大〉 ｛新課｝

柏オ共〈松江昼泊朕公社〉 《頒｝

同上 《千歌｝ [Chao] 

巣福群 （千歌｝

[Bao] 静安区威海房管所

薄海坤（与夏i宜） ｛快弓｝

薄海同 ｛沃土｝ [Chen] 

飽t走兵 ｛創作淡｝ 際安安 《批林｝

鈎春 《小将》 上海延安机模「

飽道佐 〈上鯛一「〉 ｛延｝ 同上 ｛千歌），

包凱生 《125》 同上 ｛図錯｝

向上 ｛故地｝

[Bei] 除春生 《列卒｝

北玄文 ｛向悶｝ 除侍俊〈市公路所梼染場〉 ｛批林｝

隊大鵬 《図姑｝

[Bi] 隻旦大学工衣兵学員

主幹~珠 ｛批林｝ 除徳 《工「｝

上海交屯采胸供庇泊 除徳明〈南t仁芸坦宣公社〉 ｛千歌｝

向上（与王成莱） ｛因企吉｝ 除官燈 《一代｝

除輝 ｛千秋｝

[Bing] 除恵宝（与江隼南） 《延｝

lll<天〈上海伏表工~主公司〉 ｛批林｝ 上海長江塑料「

兵検保 ｛沃土｝ 除継光 《列卒｝

除可雄 ｛法人｝

［臼i] 除世文 ｛錐｝

察威林 ｛校園｝ 除学峰 《新緑｝

云南

[Cao] 除毅然 ｛前遊｝

曹則強 《性天｝ 除志銘 ｛新緑｝

曹嘆 〈南市区大兵中学〉 ｛批林｝ 福建

曹秀利 《工「｝ 除忠干 〈上海警各区〉 ｛千歌｝

向上 ｛頒｝

[Ce略 1 除子法 ｛海底｝

曽溢活 ｛延｝ 除宗海 〈黄山茶林場〉 《新苗》

上海第一措核病忌院 除祖吉 〈上海鉄路局〉 《批林｝

曽萱 《125) 向上 ｛故地｝

i甚家兆く前進衣場 《新苗｝

[Cha] 展蟻 《哉斗》

査志隼 《新苗｝

隻E大学工衣兵学員 Iαeng] 

成莫愁（与程仁祥） ｛批林｝
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上海長征机修「 ［臨時l
向上〈日用五金机修「〉 ｛困姑｝ 登芝 ｛新伏｝

向上 《校国｝ ヌ日文方 ｛頒》

向上 《一代｝

程剛 〈吉林〉 《新緑｝ [Diao] 

程隼 《新苗》 乃云文 （一代》

程仁祥（与成莫愁） 《批林｝

上海投縫条「 [Ding] 

承会己福 《頒｝ 丁林宏 （批林》

同上 （千歌｝

[Chou] 同上 （煩》

仇侍染 《延》 丁E隼 《千歌》

仇完民〈長江衣場〉 ｛衣春｝

仇学宝〈上海市内屯i舌局〉 《批林｝ [Dong] 

向上 ｛頒｝ 京虹 （新緑｝

董徳栄 《小説》

[Chu] 董風 〈隻E大〉 ｛新裸》

初梨 ｛快弓｝ 向上〈隻旦中文系・上海第 ｛延》

21棉妨釈「〉

[Chun] 董福光 《小将》

春木 《校因｝ 向上 《小汲》

董良 《建没》

[Cong] 董奇去 《前進》

聡聡 《一代｝

[Du] 

[Cui] 杜恵忠 {1］、兵》

雀保善 《快弓｝

崖合美 《向陪｝ [Duan] 

屋希賢（与方文） 《法人｝ 段瑞夏 ｛創作淡》

佳秀庫 《千歌｝ 向上 ｛快弓》

上海市海洋温~公司 向上 《小説》

[Dai] [Fan] 

戴嫡海（与沈勇強） 《海底｝ 焚天生 ｛碧水》

戴崇徳 ｛下水｝ 部潮允 《建没》

同上（与銭勤没） 向上 泡湖北（与稽一明） ｛故地》

戴慕仁 《沃土｝ 活建生 ｛前進》

同上 ｛向阿｝ 招待民 （新伏｝

[Dao] [ F姐 g]

道減（与茂林） 《在昔｝ 方効戎 （批林》

方克強 ｛工「》
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第6 文革期上権における文学出穀物の執筆者たち

｛主主人｝ ｛額｝

｛批林｝

[Fe＇略 1 関上（持金明善） ｛閉結｝
渇永恭 ｛千歌｝ 上顎一「

｛額｝ 呑雨 刻、浜》

｛図会吉｝ 槻錦泉 ｛碧水》

民王手茂 《125) ｛勇敢｝

顎成耕 ｛快~）
[Fei] 願吾j告〈金山芸朱行公社〉 ｛千歌｝

《新穿》 向上 ｛延｝

[Fu] [G糊 n]

｛専丹（与思黛） ｛新酷｝ 管善斌 〈註炉空室字架部〉 ｛批林｝
｛専守牢 ｛小兵｝

｛千歌｝ [Guo] 

｛鐘｝
[G総 1 部歌泉〈‘民決”斡屯「〉 ｛間信｝

討議文 (125) 第谷 〈長、江衣場〉 ｛臨嬉｝

郭建国（勾弦鑑春） ｛一代｝
[Gao] 郭修築 ｛一政｝

高歌拡 ｛向間｝

高菌相（均朱冨明） ｛エ「｝ ［註ai]

南海良 ｛工「｝ 海江紅 (125》
｛新緑｝

［廷.ao]

[Ge] 調3銘膝 ｛批林｝
文語 ｛決士｝ 向上 ｛一代｝
葛乃福 ｛新操｝ 浩然 f新芽》

[Go時 1 (H組］

糞斌 〈娯明昼新前公社〉 《千歌｝ 韓民4嬬〈笈旦工殺兵学員〉 ｛新苗｝
奨金氏（勾文語） ｛下水｝ 韓洪議 〈駐炉室率〉 ｛千歌｝
興味燕 ｛批林｝ 向上 ｛額｝
上議許奈訪釈机械「 特性宝 (-7ゆ

｛千歌｝ 斡小和 〈南京部弘主余文 ｛延｝
向上 ｛盟結｝ 学創作学~斑〉

同上 ｛会資》 蒋兆：換 ｛工「｝
｛向賠｝

｛勇敢｝ [H:側 g]

｛新伏｝
[Gu] 

谷兵 〈上倒－r> ｛千数｝ [He] 
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〈江西〉 ｛新緑｝ 《一代｝

〈長江仮店〉 ｛主主林｝ 〈南京路好JL恋〉 ｛批林｝

荷培薪（勾議冨鞠） ｛設毘｝ 胡夫麟く南？仁長工会〉 ｛箇砦｝

何種華〈上海市第三建筑工 ｛批林｝ 担問fu ｛一代｝

報公苛〉 詩境庭（与社蘇，忠） (1J＼共｝

鵠永塊 ｛誰｝

向上 ｛盟結｝ 再上 くよ議汽勃杭「〉 ｛批林》

向上 ｛設地｝ 胡民背 ｛没光｝

＝再上〈与輪一明） 《建没》 胡月侍 ｛法人｝

〈詰哨衣場〉 ｛決審｝ ｛欝遊｝

《浦江｝ もト兵｝

も翠諾｝

[Hong] 

｛向F日｝ ｛日滋］

紅這兵 《125》 年峰 ｛頒｝

車工普兵 ｛向開｝ f手形 ｛創造淡｝

洪霞斌 ｛新伏｝ 向上 村、滋》

向上 《建没》 関上 〈解放牢某部〉 ｛延｝

洪海松 ｛向附｝

｛向間｝ [H機時］

洪尚凱 《125》 ｛批林｝

決舟剖 《125》 ｛閉会吉｝

向上（与朱金震） ｛校間｝

(Hou] 上海刀片

侯阜農（与敏環〉 《浦江｝ 黄大平

同上 《哉斗》 黄金5 ｛主主人｝

侯逸帆 ｛ベセ｝ 黄性兵〈上、議第十社床「〉 ｛千歌｝

《批林｝

[Hu] 同よ ｛千歌｝

｛イミ｝ ｛破｝

｛高度｝ （与越笑平） ｛盟強｝

《小将》 上議汽発事L「

胡本常 ｛沃土｝ 養鶏去 ｛一代｝

鵠兵兵 ｛延｝ 黄宣言＇H〈新江〉 ｛新緑｝

胡才功 ｛錐｝ 黄亦抜 ｛一代｝

説悪黄 ｛高度｝ 黄益元 〈上議議議一「〉 ｛領》

拐慈英 制、滋》

胡良弊 〈ーと議第二静「〉 《公演｝ [Ji] 

胡明議 〈上、議議著書「〉 《批林｝ （勾泡湖北） ｛設地3
向上（妹提竿） 《建没》 （与何娃萱） 髄殻

（勾美少山） ｛菌培｝ ｛：惇花｝

挙時海〈上海有色特逃γ〉 ｛公頁｝
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第6章 文芸事期上溝iとおける文学出版物の執筆者たち

季擬印〈崇明県汲漬？公社 ｛額｝

｛按培3 金稼イ方（与王小驚〉 （；；＆春》

林場〉

日fa] 金江守 ｛諸江｝

｛批林｝ 金燭（与蒋主主平） ｛ヱ「｝
買叙伶 ｛一代｝ 金明善（与谷事利）〈上鋼一 ｛盟結｝
要鉄豪 ｛一代｝ 「〉

要経農 ｛懇7Jく｝ 金培脊

関上 ｛小競 金瑞年 ｛批林｝

向上（持集明主IJ) ｛鴻江｝ 金暁京〈金山長生P資料公 ｛批林｝

《浦江｝

｛小兵｝ ｛千歌｝

関上 ｛盟詰｝
[J担n] 金輸？ 《錐｝

競技 n長弓｝ 金超崎 ｛創作淡｝

鍔文 ｛浪人｝ 金品林（持組平勝） {125) 

金忠祖（勾朱文尤〉 {125) 

[Jiang] 

江隼南 [J詰霧｝

｛向陪｝ 経紹珍｛持株換章） ｛一代｝

（持除恵窒） ｛延｝

上謀長江塑料「 [Ju] 

やト兵｝ 思有松 〈炉奈造語「〉 ｛批林｝

江鮭（与漉京武） ｛小兵｝ 向上 ｛領｝

江錫詮 ｛新緑｝

安徽 [Kang] 

江蓑 ｛向悶｝ 康静オく溝正昼央社公社〉 《批林｝
菱者多 《千歌》

く上海警各区〉 ｛千歎｝ ｛恥噌1
《間詰｝ 孔太和 ｛謡選｝

《列牟｝

蒋洪没 ｛錐｝ [Lang] 

蒋奇 ｛工「｝ 郎桧源 ｛列卒｝
蒋忍平（勾金畑） ｛エ「｝

[Le] 

[J訟］ ｛延｝
金果i謡 ｛一代｝

金海北〈京語親.~入〉 《千歌｝ [Lei] 

金洪滋（勾李士平〉〈上議染 ｛批林｝ ｛：惇花｝

間上（同上）〈上海石化一 ｛盟諸｝ [Li] 

91 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



事大志 (125) 対j乗靭 ｛一代｝

李徳宝（持沈中其）〈上海友 ｛砥｝ 対j文 ｛地人｝

i宜商店〉 ｛没うそ会

｛列卒｝ 対j鴻毅〈上海漸江南京路禽 ｛千歌｝

｛頒｝ 品商j苫〉

李紅（与李イ華民） ｛一代｝ 同上〈上海市禽笑蚤品公 ｛題詩｝

李家燕〈上港六IR> ｛賠強｝ 司〉

李線推｛勾銭云窟） ｛工「｝ 対洪俊 《125》

《延｝ 文リ炉生 領時
李連泰 ｛批林｝ 対軍次 料、持》

碍上〈上海僻控二「〉 《千鶴 対業報 《小将》

李良文｛持紳原） ｛小兵｝ 対j山氏 (1］、兵｝

李上隼 ｛一代｝ 刻樹成 刻、特》

（与金洪逸）〈上海染 ｛批林｝ )(IJ文笑 ｛沃土｝

イと－r> )(IJ希涛 〈閤隠屯影践〉 ｛批林｝

同上 ｛回姑｝ 同上 ｛盟結｝

李桝？ ｛法皇｝ ｛技量｝

李将架（与斐碕） ｛返里｝ ｛→。

｛一代｝ 対j軍平 ｛囲姑》

李侍民 ｛一代｝ 江南造船γ

李受 ｛一代｝ 文1J要悪 ｛浪人｝

李学中 《校関｝ 対j永新 ｛創作i炎
｛披地》 300B 

李擬国 ｛海農｝ )(IJ笹泰 ｛勇敢｝

楊長 〈前哨衣場 ｛新商｝

[Li雌討

梁駿両 ｛法人｝ ｛声j卒｝

[Lin] [Long] 

林静墨 〈新海衣場〉 免後徳 〈黒芝、江〉 ｛新緑｝

林茂蕃 ｛向指｝ 怠議離 ｛浦江｝

同上

｛前進｝ [Lou] 

株背〈上海〉 ｛新議｝ 委勉玉 ｛位和淡｝

持1詩抱 ｛イ宅｝ 楼耀播 ｛興敢｝

林耀輝 《批林｝

[Lu] 

[Ling] 戸文奪 ｛額｝

液若手 《！］＼共｝ 戸朝拝 ｛向附》

凌輝 ｛哉斗》 同上 《小説》

捨焼元 《小柊》

[Liu] 酷悪柴〈金w品廊下公社〉 ｛千歌｝
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6章 る文学出版物の執筆者たち

賠桂一〈上梅汽給杭「〉 [Mei] 

結後 《125)} 梅子融〈星火衣場〉 ｛批林｝

｛迫入｝ ｛衣場｝

｛批林｝ [Mi] 

向上〈上海自棉ニγ〉 ｛千歌｝ 喪告示〈土議先銭屯九「〉 ｛千歌｝

向上 ｛額｝ 向上 ｛頒》

｛盟結｝

誌侍 ｛：揮苑｝ [Miao] 

向上 ｛披地〉 高者（勾暁附） 《125》

路鴻 《！陣花｝

（勾議題梁〉 ｛披地｝ [M訟1
路石（与塵強） 《哉斗》 敬諜｛尋震皐農） 《滞江》

関上 ｛議斗》 敏晃（尋戸深〉 《披斗｝

[Ltt] [Mu] 

呂銘襲 ｛一代｝ 謬慧瑛

呂武全〈上、海饗各12C> 《開始｝ 本青 ｛新薬》

[N総］

[L附 n] ｛向悶｝

｛：揮詑｝ 《小説》

荷祥（与謝光） 《哉斗》

[Luo] 

歩誌成 《頒｝ [Ni] 

自援良〈笈昆大中文系〉 ｛薪課｝

[Ma] 

弓長旺（勾抜兆群） [Ning] 

弓加鞭 挺｝ ｛批林｝

弓芳元〈上権第二印染「〉 ｛千歌｝ ｛千秋｝

｛新裸｝ 向上 ｛額｝

｛新扶｝

[Mao] 

毛痢甫〈上棉八「〉 ｛批林｝ [P:総］

向上 ｛一代｝ 潜国鴇｛与何培新） ｛枝問｝

毛f言宝くよ議化工机械「〉 ｛批林｝ 潜国祥 〈上議屯童三 紙｝
毛震郁〈上議供屯局〉 《千歌｝ 制片「〉

同上 《頒｝ 議礼和 ｛強｝

《閤姑｝ 議侍生く声湾区室工小兵〉 ｛批林｝

茅腕時〈上滋毛申十「〉 ｛千歌｝ 議薪竿〈与志承志） ｛誰｝
茂林（勾滋i成） ｛延｝

[Pei] 
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装E奇（与李樹柴） 《迭里｝ 向上〈上海市海洋治~公 《延｝

司〉

[Pe噌 I 銭牢 ｛沃土｝

鵬春 《向聞｝ 銭康 ｛千歌｝

彰瑞 ｛碧水｝ 銭侃衡 ｛沃土》

向上 ｛延｝

[Pin] 銭勤没（与戴崇徳） ｛下水｝

品山 ｛碧水｝ 向上（与渇祖剛） 同上

銭小平（与王勇尤）〈新建机 ｛批林》

[Ping] 器「〉

洋青 《迫人｝ 銭永林〈徐家？仁新年有店〉 ｛批林》

淳之 ｛批林｝ 向上 ｛千歌》

同上 ｛新伏｝ 銭云富（与李錦雄） ｛工「｝

[Pu] [Qin] 

t甫洲 《哉斗》 秦昌桂 ｛浦江｝

秦市〈南I仁昼〉 ｛延｝

[Qi] 秦剣士士 ｛遮里｝

戚永芽〈松、江昼新五公社〉 《頒｝ 秦培春〈上海戎刷学院〉 ｛頒｝

芥立〈隻旦大〉 ｛新裸｝

チF鳴河 ｛浪人｝ [Qu] 

祁洪波 《批林｝ 屈家礼〈上海警各区〉 ｛頒｝

祁群投 《工「｝ 程展温（与i車嘉） 《下水》

向上（与渇祖国リ） 向上

[Qian] 塵強（与路石） 《峨斗》

銭程 《図姑｝

銭鯛 ｛創作淡》 [Ren] 

向上 《浦江｝ 任斌武 ｛向阿》

向上（与弦云福） 向上 任定文 《延｝

向上 《困錯｝ 任新隼〈京海船「〉 《因企吉》

同上（与栃暁朝II) 《校園｝ 任允江〈上海警各区〉 ｛批林｝

向上〈上海警各区〉 《延｝

向上 ｛故地｝ [Ru姐 l
向上 向上 院生江 ｛小兵｝

銭光輝〈奉賢基金正公社〉 《頒｝

銭園梁〈京方紅造船「〉 《頒》 [Shao] 

同上 《県花｝ 部敬敏 ｛新伏｝

向上〈中隼造船「〉 《批林｝ 同上 ｛向間》

同上（与周林友） 《千歌｝ 部鞠林 ｛小兵｝

向上（与路湾） 《検地》 百日腔英 ｛一代》

銭建良 ｛前進｝

銭建群 《碧水｝ [Sh姐 g]
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第6章 文革期上海における文学出版物の執筆者たち

尚牢 《列牢｝ 石吉仁コ士•Iニρ 《沃土｝

肘学芝（与楊正国） 《小兵｝
[Shen] 史根燐〈上海化三千五「〉 《批林｝

申？ 《一代｝ 史双富 ｛創作淡｝

沈安京〈前遊衣場〉 ｛次春｝ 向上 《小説》

沈隣？〈上海市京方主工衣場〉 《千歌｝ 史民富 ｛友光｝

向上〈上海冶金没i十院〉 ｛困措｝ 史玉新〈上海石夕鯛片「〉 ｛図会吉｝

向上（与枚持） 《一代｝ 士敏 ｛碧水｝

沈嫡尤 ｛碧水｝ 同上 ｛創作淡｝

沈度〈済定年工机修「〉 ｛困姑｝ 向上 ｛小説｝

沈双芽 《創作淡｝ [Shuo] 

沈慧敏 《小将》 ：賑洲 《一代｝
沈金俊（与郁俊英）〈隼京屯 《友光｝

~管理局〉 [Si] 

沈林根 ｛因姑｝ 思黛（与博丹）〈黄山茶林場 ｛新苗｝

沈莱兵〈上海貨卒制造「〉 ｛千歌｝

沈善増 ｛法里｝

沈新民 《ー弦｝ [Song] 

沈阿 ｛前進｝ 宋妖良 ｛迫人》

沈永昌〈金山昼山間公社〉 《千歌｝

沈勇強（与戴嫡海） 《海底｝ [Su] 

沈郁 《友光｝ 赤承志（与港新隼） 《錐｝

沈中海（与項明隼） 《－1長｝ 赤海 《創作淡｝

表示増オ ｛延｝

[Sheng] 社員

盛石竿〈南？仁昼周甫公社〉 《千歌｝

[Sun] 

[Shi] 列、安琴 《校園｝

施京武（与江性） 《！］＼兵｝ 向上 ｛新伏｝

施侍隼（与弦茎隆） ｛下水｝ 列、泊定（与除子法） ｛海底｝

施新兵 《向阿｝ 列、竿文 ｛一代｝

施造青（与陶侍）〈黄山茶林 《新苗｝ 列、景埼 《一代｝
場〉 列、頼〈前哨衣場〉 《衣春｝
施照 《千歌｝ 向上 《新苗｝

施領平 《迭里｝ 到、克岡リ 《列牟｝

施芝鴻 ｛前遊｝ 列、明文（与弦涛）〈長航上海 ｛批林｝

石定 ｛沃土） 分公司

石良（与包凱生） 《125》 向上〈長航902給〉 《図姶｝

石千 《哉斗》 到、念亭（与赤増オ）〈社員〉 《延｝

石文美 《一代｝ 到、侍民 ｛一代》
石武燦〈上海市汽卒這輸公 《延｝ 封、愚 ｛校国｝
司〉 向上 《新伏｝
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在寧免〈上海車彰系統 ｛頒｝

[T細 l 五－ 子技〉

淡奇友 《125》 注雷く江忍省浜海昼振京公 ｛新蔀｝

淡実文 ｛向悶｝ 社〉

淡樹｛文〈海卒衣場〉 ｛衣春｝ 迂碗隼〈上海第八経段「〉 ｛額｝

護嘉（勾覆震温） ｛下水｝ 同上 ｛校図｝

（与文語） 需上 法錫棋 ｛列卒｝

｛千歌｝

[T畑 g] 向上く上議鉄路分局京事 ｛額｝

湯嫡生（勾苑世照〉く桧江巣 ｛批林｝ 耕

城西公社〉 ｛校罷｝

議云治（勾競えK投） ｛没光｝ 〈上、海童三

胃上 同上 菊采賜供五立地〉

議昭智〈上海〉 ｛新緑｝ 王承期 ｛前逃》

湯祖国リ（与銭勤没） ｛下水｝ 五f寺江｛与捺大脇） ｛団結｝

（与塵農撮） 向上 エ衣兵学員〉

（弓文豪〉 同上 王待涛〈京成衣場〉 ｛衣場｝

｛法理｝ （持施造青） ｛新商｝

農克新（勾掠英） ≪125》 ｛創作淡｝

｛一代》

[Tao] 《小将》

陶侍 く黄山茶林 ｛新苗｝ 王和平 ｛一代｝

場〉 王室E宰 ｛／ト兵｝

陶！］＼樵〈現決” 《図錯｝ 王洪林 ｛声j卒｝

主解 ｛碧水｝

[Tian] ｛一代｝
由学茂〈上海許京造賠γ〉 ｛千歌｝ ごと家林く京海親弘莱部〉 ｛批林｝

出永品〈京海般臥〉 ｛額｝ ｛校関｝，

｛沃土｝

[To略｝ 王捷〈上機屯力建没公司〉 ｛盟結｝

童示蓮 ｛浦江｝ ｛新茶》

意薪送く上海撃型杭器「〉 ｛千歌｝ 王注文 ｛鵠｝

王立侍（与F.忠喜） 《建改》

[Tu] 王連喜 ｛間姑》

摺林明 ｛額｝ 王明高（与糞去雄） ｛向陪｝

ヨ三莱咲〈与美新体 ｛工「｝

[W:鰍］ 五繍，1詳 ((125》

宛君主照（持議続生） ｛批林｝ 王森〈上海破璃「〉 ｛批林｝

｛娯｝ ｛関錯｝

万長顕〈駐P空軍〉 ｛盟結｝ ｛棋》

向上 ｛千駄》

[W：姐g] 向上 《一代｝
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6 文革期上海における文学出牒物の執筆者たち

｛薪扶｝ 実家楽 ｛工「》

《125》

王弗谷〈上海天平伏器「〉 ｛回詰｝ ｛千歌｝

主文忠 ｛一代｝ 呆克毅 ｛前進｝
王小錦 ｛小兵｝ 築林杢（与課税） ｛碧水｝

王小騰（与金稼f方） ｛衣春｝ 〈関上） ｛新涼｝
林場〉 向上（向上） ｛小説｝

｛新諜｝ 美少山（与胡明海）く上棉12 ｛閉措｝

王修関〈上鋼五「〉 ｛批林｝

王錆〈安徽〉 ｛新緑｝ 美樹敬 ｛一代｝

王立E法〈上梅屯：陣条「〉 ｛批林｝ 桑梼動 《一代｝

｛校鴎｝ 高語良） 《工「｝
王立E美（与再調） ｛／ト兵｝ 果永遊〈上海媒油γ〉 ｛盟結｝

五永農〈均志逸〉 ｛小兵｝ 間上 ｛設地〉

《小持》 （勾政文隣〉 ｛工「｝

王勇怠（与銭小平〉〈新建杭 ｛批林｝ 美芝麟 ｛碧水｝

器「〉 向上 ｛快弓》

｛哉地》 佳Z主宰 《決土｝
王学航 《鎗｝ 武侃牛（持f可推翠）くよ話連第 ｛批林｝

五玉 ｛薪伏｝ 三建筑工程公El>
王層生（勾段済蓉）〈京民衣 向上 ｛毘錯｝
場〉 同上 《校国｝

、関上（持朱金蔵） 《建設》
[Wen] 武芥文（弓肖斌） ｛延｝

文可〈異議工人文斡大学〉 ｛額｝ 武兆強 ｛校冨｝
文語（勾奨金民） ｛下水｝

向上（持揮嘉） ［沼a]

（与鴻祖期） 同上 東蓮柴〈上議第14税沫「〉 ｛批林｝
文新 ｛碧水｝ ｛快Qr)

夏永障 ｛盟結｝
[Weng] 

翁？柴〈重立大中文芸ミ〉 《新涼｝ [Xi姐 l
期予 ｛投開｝

[Wei] 

袈愛群 ｛小兵｝ ｛沼総g]

鶏秀生（持部鞠林） ｛小兵｝ 項姥丹 《小特》

項明俗 ｛勇敢｝
[Wu] （均沈中、議〉 (-1長｝

烏娃勢 ｛工「｝

《姓天｝ I沼紛1
実鼎強 ｛持政》 肖美浦 《創作淡》
英）Jll.＜江主主〉 《新隷｝ 村吋等》
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向上 材、議〉） 徐杯蛍〈上海冶捺「〉 ｛頒｝

肖期（勾照文嫡） ｛錐｝ 捺椋金 ｛挟弓｝

肖雨（持王謹奨〉 《小兵｝ 詩よ

斎守護 徐静戴

｛遠盟｝ 徐明隼（与朱正線） ｛諸江｝

≪125》 徐明地 ｛碧水｝

1J、期 ｛法人｝ 同上 ｛浦江｝

｛詩人｝ （与要蔑震） 向上

暁知 ｛新伏｝ 操知重量 ｛故地〉

《小兵｝ 関上く上海戎副学院〉 ｛器錯｝

暁明 《小特》 ｛新裸｝

務輩 〈哉ヰ》 徐学文 ｛創作i炎｝
徐永年 ｛一政》

[Xie] 徐永田 ｛一代｝

謝光（与南祥） 《哉斗》 徐妖隼〈紅小兵〉 ｛一代｝

鴻t金良 ｛一代｝ 後照議〈註許樽準〉 ｛屈嬉｝

｛批林｝ 向上 ｛桂昌｝

向上く上海工襲杭械γ〉 ｛頒｝ 徐忠奨（勾郊天明） ｛前進｝

｛臨鰭｝ iキ淑根（勾除宗海）〈黄出茶 ｛新鵠｝

議t期林 林場〉

向上（勾朱大剛） ｛勇敢｝ iキ棄損 ｛一政｝

i午？泉 ｛一代｝

I滋n] i午控え 科、特》

新苗文 《創作淡｝

向上 付、鉛〉 [Xue] 

付、将》 酔大侍 ｛海底｝

｛一代》

[Xiong] 隣会柴（勾務長）〈前哨衣場 《新酷｝

熊尊茂〈上海第一印扇杭械 ｛批林｝

「〉

向上 ｛千歌｝

[Ya] 

(Xu] 稚亜 《哉斗》

徐18金〈胃済大学 ｛千歌｝

会社〉 [Y:総 1
徐大林 ｛向悶｝ 戸寵明 ｛快弓｝

徐カミ盤 ｛工「｝ 子総長隼〈奉賢芸〉 ｛抵林｝

徐隠日〈紫暁昼合作公社〉 《批林｝ 戸梓：聡〈上海屯影工ill'.:公王寺 ｛抵林｝

向上〈北京大学中文系学 《延｝

員〉 向上〈上海立新造紙「〉 ｛千歌》

徐根莱 ｛一代｝ 向上 《公演｝

徐虹 ｛向指｝ 向上 ｛峨地》

98 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



第8章 る文学出版物の執筆者たち

｛建没》 《校関｝

間栄之 ｛一枚｝ 競竿

顔文亮（よ宇津現） （~冬型｝ ｛…代｝

岩泉 《哉斗》 挑克明 ｛碧水｝

向上 ｛信作i炎｝
[Y：紐g) 向上 ｛高度》

｛創作淡｝ ｛向阻｝

｛延｝ ｛延｝

｛一代｝ 《小滋》

紡代濡（勾弦成覇〉〈黄出茶 ｛決春｝ 競美芳〈勾挑忠礼） ｛盟結｝

林場〉 向上〈上海〉 ｛薪録｝

関上 ｛新隷｝ 挑披裕 ｛海底｝

湾上 ｛新茜｝ 挑忠礼（勾挑美芳） 《盟始》

揚嬢昌〈京海航臥〉 ｛批林｝

楊梅田 ｛高度｝ [Ye] 

キあ文 ｛高度｝ 計技 ｛一代｝

物紅妹〈上議汽訟札「〉 《頒｝ 叶宏途 《125》

梯杯議〈工衣兵五号斡〉 《煩｝ 叶劫日山 ｛新苗｝

梯記議 《培農｝ 叶勉 ｛鶏水｝

務長支培く上海低圧抱器一「 ｛創作淡｝

盲工人〉 同上 《小悦》

楊眉〈新韓〉 ｛新緑｝ 向上〈上権第一棉訪段「〉 ｛延｝

楊明〈南re県革委会〉 ｛批林｝ 叶文芝 ｛向陪｝

同上 ｛頒｝ 叶舟（与関水） 《議ヰ》

向上 ｛屈詰｝ 持現（与採宝） ｛遠望｝

｛向指｝

｛薪侠｝ [Yi] 

秘士北〈金山基山間公社〉 ｛千歌｝ 《一代｝

《糟江｝
楊暁窃ll ｛校閲｝ 益勉
楊響去 《！］＼共｝

揚映生 ｛向悶｝ [Y泊1
楊正富（与射学誌） {1h兵｝ 設済蓉（勾五周生）く京成宏 ｛衣春｝

場〉
[Yao] 般観珠〈冨棉十九「〉 ｛頒｝

挑庁、武（勾栃云方） 《没うゆ 銀侍（与友珍） ｛碧水｝
挑海紅（与鶴牽林〉 《批林｝ ｛一代｝
衣~局〉 ｛向指｝
向上〈端正義持護所〉 《千歌｝

向上 ｛額｝ [Yu] 
競潟患 ｛議｝ ｛新煉｝
向上〈上海備炉「〉 ｛主主林｝ 余患涛 ｛勢敢｝
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余方徳 制、兵｝ 《峨地｝

余冠雄〈よ樽七思〉 ｛批林｝ 蓑夫議（持金果！路） ｛一代｝

向上 《一代｝ 衰真 ｛一弐｝

関上（与起乃？） ｛故地》

余右光〈上議易機伐公社〉 ｛千歌｝ [Z佃 g]

余去〈議江牧場〉 ｛衣春｝ 減貴昌 ｛一代》

《125》

命補組〈松江長19P港公社〉 ｛間姑｝ ｛初鰍g]

命建光〈上海芸〉 ｛批林｝ ｛額｝

合康年〈前二立衣場〉 《寂帯｝ 弦業法〈駐炉、海軍〉 ｛盟諸｝

禽亮塞 ｛織成｝ 弦成珊（勾栃代藩） ｛求審｝

禽泉本事 《125》 向上〈黄山茶林場〉

余天自 ｛碧7J<} 張成新 ｛勇紛

関上 ｛向手日｝ 弦呈富 ｛錐｝

向上（与王備関） 《新芽》 向上〈上海汽特机「〉 ｛批林｝

向上〈上海江捕中学〉 ｛延｝ 弦審潤 ｛段玲

｛海底｝ 弦誌明 ｛校毘｝

命構江〈謡道衣場〉 ｛求審｝ （与弦正余） ｛高差芝｝

再上 ｛前遊｝ 材、滋》

命中探 ｛一代｝ ｛向間｝

南水（勾叶舟） 《哉斗》 弦京方〈よ議天銭屯21r> ｛千歌》

郁俊英（勾沈金祥〉〈部存学 ｛投光｝ 再上 ｛閤錯｝

司班〉 再上 ｛一代｝

郁小委〈新議衣場〉 《衣春｝ 弦見式〈駐炉海部某部〉 ｛廷｝

弦英（与唐克新） 《125》

[Yo樗］ 政潟根〈青甫芸城西公社〉 ｛煩｝

｛桟冨｝ 《海底》

｛批林｝

[You] 向上くよ海建筑杭械制造 ｛千歌｝

尤推雅 む南江》 「〉

友珍｛与毅侍｝ 《碧水｝ 時上 ｛会選｝

弦1渇掬 ｛千秋｝

[Y1磁 n] 同上〈炉京造鱗「〉 ｛額｝

裳金麗 ｛揮詑｝ 味悪琴紅小兵 ｛一代》

｛批林｝ 政縫春（与郭建盟） 《一代｝

向上〈炉京造語γ〉 ｛開始｝ 弦蕨薪 ｛友7母
《般地｝ 弦抗抗 ｛新苗｝

京寧〈議論弘〉 ｛鼎花｝ 弦ネし美子〈上海汽斡杭「〉 ｛額｝

関上〈上梅石油媒炭返輸 ｛批林｝ 張良俗〈上海建筑杭械「〉 ｛批林｝

公司〉 弦路平〈紅小兵〉 ｛一代》

詞上〈上端交恥局〉 ｛額｝ 弦乃構〈上海長〉 ｛批林》

同上 ｛盟強｝ 5長島葎 ｛一代｝
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文革期上海における文学出穀物の執筆者たち

《創作i炎｝
｛向陪｝

章家文

第 6章

《哉ヰ》

｛菌措｝

｛海底｝

｛困姑｝

｛盟結｝

｛鮭夫｝

｛額｝

[Zhao] 

朝生

起隼生〈上海警各誌〉

違法建薪く黄請汽卒惨配γ〉

越点〈叢定基城京公社〉

｛一代｝

｛新伏｝

《一代｝

｛碧水｝

｛向間｝

挺｝
｛下水｝

｛海底｝

｛一代｝

《：陣花｝

弦諒

弦秋生

同上

弦蚤諌

向上

（与施侍隼）

抜少文

｛額｝

｛故地》

《125》

挺｝

起1記官〈上、海市第六建筑工

程公司〉

走法乃？

向上

越乎簿（与金諮林）

経平之（与王頬亮）

輿次場〉

｛設地｝
(1J＼号手｝

｛批林｝

時

玲

嚇

鱒

↑
粧
倣
側

遊説笑平（均弦JI麗奈〉

魁志、堅

超自

越裡云

｛迫人｝

《批林｝

《延｝

｛一代｝

｛一代｝

g長1民忠

向上

胃上

弦桧林（与漢和静）

弦涛（与到、明文）

卒関己件修配「〉

政均工

抜体〈黄山茶林務〉

《小特》

≪125》

｛批林｝

｛繍｝

《一代｝

[Zheng] 

郊制53（与金忠宏）

期成文〈上、海第七印染「〉

｛新諌｝

《小悦》

｛海底｝

｛一代｝

｛額｝

｛蔀遊｝

｛錐｝

｛碧水｝

｛校四｝

関上

向上

岡上（尋美林義〉

郊和中

期隼

美喜駐盟〈長宍島由日政所〉

（勾徐忠美）

｛工γ｝

｛浦江》

《迭盟｝

｛一代｝

｛薪麓｝

｛批林｝

｛浦江｝

きま姥

向上（勾沈機？）

弦文剛

弦暁林

5長幼隼｛与罵杏芳｝

弦脊設

政ヨミ〈黄出茶林場〉

張五点〈甫京路好八連〉

弦去禰（勾鏡銅）

5長兆群（勾主事長旺）
〈竿京建 ｛批林｝

齢

時

鵠

劫

紛

榊

健

↑

和

稿

付

航

筑机械「〉

関上（母親明樽）

弦援芝

弦震麟

弦正余（与弦道余）

郊兜

美容仲耀
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[Zhi] 〈均読縄牛）

(;j＼共｝ 関上 ｛故地》

河上（与武側牛） ｛建没》

(Zh1。略l 向上 《建没）〉

勢高擁 ｛新扶｝ 朱晋オミ ｛一代｝

静亮 ｛薪諜｝ 朱妙其〈上海〉 ｛新緑｝

紳原（勾李良文） ｛ふ兵｝ 朱敏慎 ｛碧水｝

《創作淡｝

[Zhou] ｛向指｝

周成〈上海事議逗霜材料供 《千歌｝ ｛廷｝

E立地〉 朱平m資〈鉱小兵〉 ｛一代｝

罵綴鳴〈与弦JI旗忠） t陣詑｝ 朱三棟 ｛海｝議》

麗美奈（与貰宙飛） ｛勇斡 朱賢明〈上、海蛇議｛文器「〉 ｛千歌》

周闇邦安徽 ｛新緑｝ 同上 ｛傾｝

賭家礼〈上海警各誌》 ｛千歌｝ 朱祥妻 ｛浦江｝

周嘉俊 ｛碧水｝ 朱軍天〈語江佼表γ〉 ｛批祢｝

｛腔苅 朱永祥〈上海人造板机器「 ｛千斡

《千歌｝

｛額｝

鶏稗宍 ｛向指｝ 朱玉民〈京語麗~人〉 ｛繍｝

罵美隼〈上海悶棉九「〉 ｛千歎｝ 朱正捺（勾徐明竿） ｛浦江》

向上 ｛額｝ i者受昌〈上議汽給事L「〉 ｛批林｝

周芥 ｛一代｝ 祝春諒 ｛校間｝

潤威 《一代｝

題侍民 ｛碧7Jく｝ [Zhu組 g]

薦文娼（勾書類） ｛錐｝ ｛一代｝

滞寄芳（勾？長幼隼） ｛法皇｝ ｛碧水｝

滞銀読ま〈上海新民造挺「〉 ｛千歌｝ 《新芽》

同上 ｛披地》 ｛－~長｝

周勇！理 《小将》

向上 《小悦》 [Zo時｝

宗涛 ｛友光｝

[Zhu] 宗延沼 ｛在昔｝

朱大陸日（与謝則林） ｛勇敢｝

朱株〈‘周氏”斡致委〉 ｛語詰｝ [Zuo] 

｛錐｝ 定出虎 ｛友う。

（持高菌根〉 ｛エ「｝

向上〈上禅譲劫軸承「〉 《批林｝

朱金農〈上、海基硝工程公寄 ｛盟強｝

向上（持黄持…） ｛校菌｝
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7軍 f朝鰻』 f朝譲叢潤Jの執筆者たち

第7章

『朝霞』『朝霞叢刊』の執筆者たち＊

本章は文革期文学の展開期に、この文学の実質をもっとも典型的に其現することとな

った作品群を掲載した雑誌『朝霞Jおよび f朝護叢刊』の解題と、その執護者、および

作品題名の索引である。

1. r朝最iと f朝議叢刊J

『朝霞』および、 f朝霞叢f!JJは文革期文学の中で最も評判の悪い出版物であるs 例え

ば中国の大学教科書である、山東大学等22院校縮写組『中国当代文学史』の「一九六

六～一九七六の文学jの輩（1〕では、「朝霞叢flJJはこう番かれているc

1973年張春橋、銚文元が菌濃支配下に置いていた中共上議市委員会蓉嘩クラレープ犠思鼎、

方岩梁、支ア沢生、｛掛質などはこの皮動グル一プのぺンネ…ム）は

（叢寄、上溝人民出板社〉を倉押iし、江背反革命集団の仲間、御用執議グループの積極分

子らが自らで、っち上げ光〈〈初樹梓義務、〈〈金銭長I齢、悌一番齢）などの短編制、説を続けさまに

打ち出し、それによって一月皮革命の患をほめたたえ、王没文、張春橋、製主文元一味を美化し

た。

また雑誌『朝霞~ ~こついては、主主のように書いている。

訪日年、彼らは今度は月刊j繍震むを倉IJfljし、反革命世論の階地を拡大し、““文イ七大革命”

の関争生活生活を反映するよう努めよう”というテ｝マで跨稿を募集した。｛中略〉彼らの目

＊本意は平成9～11年度活路事梓却際費補助金による（「文革期文学jの基轍矧殆（開器購鰭
号： 9010459）の研究成果の一部である。

(1）山東大学等22関郊語苓組『中国当代文学丸l第3巻第3編「一九六六～一九七六的文学j

福建人民出樹土、 1985年9月。なお、坂田完治、溝口蔀5らによる額訳（『文革期文学概説 1966

年～1976年の文学』九州大学大判完詩語文但計簿完信制研演濯、 2001年3月）がある。引
用の訳文はそれに従った
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的は非常にはっきりしていた臼すなわち、これを和問し毘思来同志に圧力をかけ、機在思潮を

維持し、また役らの生命線を繋ぎ止めようとしたのである。

この余り品のよくない文輩から知られるように、 f朝震叢刊Jと雑誌 f朝関は文革

期の政治晶程で咽人組”〈文革左派グループ）の政治話的を主張し、それを実現する

というので、文革後は識に群i伊藤く、また激しし、批判（2）を受けることと

もなっているわけで、ある。

「朝骸新むと奈鶴間関の執筆者たちの主識的意留がどうであれ、この2種類の

文芸刊行物が“四人組”（文革左派グループヲの政治的プロパガンダの道具として機能

したことは疑いなしミ出前の軍事力をもたず、辛うじて宣伝機関を掌握していた文革左

派にとって、政治権力の拡大と維持のために完全に自己のコント口一／レ下に置けるメ

ィアが必要だった。政治告場見長から言えば、時E寵jはそのために愈刑されたのである。

すでに述べたように1972年から地方の文芸誌が次々に復刊される詰最も早い刊と京

文芸』は前年11丹には稜刊を遂げ∞ている。またそれら復刊された文芸誌はしばし

ば停刊時の誌名を変更しているc 例えば、内薮吉の『草原Jが f内装古文芸Jになり、

遼寧省の内線江Jが『遼寧文誌に、快西省の f廷判』が撤西文芸』に変ったよう

に。だが、上海では文革前の有力文芸誌『収穫』は復刊されず（γ9年にようやく復刊〉、

それとは別に f朝捜』が農作jされた。この膏後に人的関係や権力配分の問題など、どう

いう事情があったか、それを明かにする資料をもたない。だが、文革期文学の現念との

関連で言えば、『朝議J創刊の背景には（人脈的にも文学理念的にも）十七年の！日文芸

界と絶縁し、その解体の上に新たな「労農兵文壇jを建設したい、という文革左派の強

い意思が働いているように思う。

では「朝霞議刊jf朝戴Jとは具体的にどういう出版物か口以下にその書誌的な説明

をしておきたし冶

2. r朝霞叢刊j について鳴曜と略記号）

「朝霞叢予IJJは初め f上海文芸叢刊Jの名で出版され、 74年から「朝霞叢:flJJと名

を変えた。 73年からγ6年までの4年間に以下の12附を出版した。

『朝儀n191 s年5月（索引では［轄］と略記）

「上海文芸叢:f!JJの第1冊。設瑞夏「特定f願衆jや、書名にもなった史漢寄 f朝最J
など14編の小説、 2首の詩（うち1首は仇学宝のもの）、散文1蕗、伝記（石一歌の

魯恐｛云：） 1縦、合計18編の作品が掲載されている。また最後に f編者j署名の後書き

(2）枚挙~di設ないほどだが、例えば、桑接 f評“四人邦”的邦予j 《朝侵~J 人民文学出版ネ掛融奪蔀
編 r“陰謀文芸”批事国人民文学出桜社、 1978年7月、王国栄・徐家麟「楓読〈嶺欝〉一年J『文

芸ぎ金制第1紙上海人民出版社、 1977年9月な乙

｛お これらについては辻閏正雄 f中田当代文諜雑誌の変遷j神戸大学文学部東アジア研究センタ

--~神戸大学文学部蔵中罷報刊自制 1983年3月、 4か－｛）4 頁に詳しし、
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第7霊堂 f朝霞Jf朝霞叢刊J

F致読者J）がおかれているが、それは次のように番き出されている。

レタヲア文イUて革の偉大な勝手当と諺正主義批事鑓動の深まりにつれ、上海では全国各地と

じく、革命にも生産にも活気にみちた繁栄ぶりが現れている。それと共に、毛主需の革命文芸

路線の導きの下で、フ棟約な革命的文芸創作溜動もはつらつと勃興しつつある。文芸創作の繁栄

をいっそう促講し、創作隊列の発展をより推進するために、われわれは不定期に「上権文芸接的

を出版することをど決定した。

このたび出販する「叢予Jjの第1輯は、小説を主としているが、作品の絶対多数は労農兵業余

作者の手にfct,るものである。作者の半続lfくi譜併を始めたばかりの新人である。燃えるような

関いの生活が、設らに文芸の蹴給取らせ、革制労磁像の逃型を通じて、努めてこの酎丈な時

代の務省？反映し、懇請をこめて毛主席の革命路線の勝利を歌い上げるよう、撤鴻しているのだ。

『金神長崎＇~ 1973年8月（索引では［金］と略記〉

小説9編、散文5縦、jf云記〈石一歌 f魯迅伝J）、文学理論2韻から成る。小説には

と同名の立夏 f金鍾長号島J、谷爵 f第一課Jが含まれている。この2編は「“走資派”

はまだ歩み続けている、警戒せよ、暗毅関争、路線闘争への瞥鐘を長く鳴らせ（「金鍾

長鳴J）、話結して明日に向おう、明日の関争は必ずさらに厳しく、さらに複雑になるだ

ろう（「第一課J）などと暗示したJ「これらの作品は江背反革命集団の高い賞賛を務専

しjたと名前を挙げて批判されているものである｛ぺ文学理論のうち常崎 f努力塑造工

農兵敷勝象Jは文革期文学の創作毘念ともいうべき f努力して労農兵の難住像を作り

うj という語についての解説で、 fこれは時代が社会主義文学に提出した根本任

務である。（中略） ［現府〕各種の文学様式は小説、ドラマ、詩歌、教文のジャンルを問

わずすべて労農兵の英雄像を作り出すことを主要任務としているが、これほプロレタリ

ア文化大革命の重大な勝利であるJとして、いかにそれを作り上げるかを議々な点から

解説している。文革期文学研究の謹製な資料と言っていい。

f鋼鉄洪削 1973年12丹（索引では［鯛］

話様、ンナリオ3編、映問者 er寵影文学J）シナリオ2編。

『珍泉~ 19 7 3年12月（索引では〔珍〕と略記）

映閥、ンナリオ2編、話療jシナリオ3編。巻頭の諸説ヲ話j に f本専輯の作者は三大

革命闘争の実践の第一線で関う労農兵の業余文芸戦士である。被らは初めて映画、

話劇の文芸様式を運荊して大のように燃える革命闘争の生活者反映しているj とあり作

者所在の単位と協力を得た単位への感謝が述べられている。停者名だけ記しておく。

爽、讃征表、龍夫明、子嫡坤、方勝、史漢富。

『背春額·~ 1974年4月（紫引では［青〕と略記）

り f((i朝霞診新号j となる口小説4編。 f農場青年習作jのタイトノレで散文4

(4) 
(1）に同じ。
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編、詩4首。詩6首s 話麟シナヲオ1鋪口映画シナリオ1編。「本編は上山下郷知識青

年の闘争生活を反映した［作品］の特集である。（中路〉発表された作品は、大部分が

青年業余作者の手になる。特に多くの農場の青年が筆を執り、自らの戦闘生活を描いて

くれた。これは誠に喜ばしい現象で、激励さるべきであるj との f編店jを付すQ

関空万里』 1974年10月（察引では民事］と略諮

小説6編、詩3首、一議割、ンナリオ2輔、映画シナヲオ1編。古華が小説 f抑天湖伝

奇Jの作者として顔を出しているのが注目される。

『誠地春秋n1915年3月（索引では［艇と略諮

中篇小説2縄、叙事詩1首、話療jシナリオ1編口小説 f戦地稿文jの作者は胡万春、

もう 1編王立信 f制華料法河jはほ背反革命集団のために皮革命の輿論をで、っち上げ

たJと評された（5）同名の映闘の原作だろう。

『序曲~ 197 5年6月（索引では U判と略記）

「努力反映文化大革命的闘争生砕朝日更多糊作反映文イは革輔さ文芸｛協J（鵡砕

品選）と銘打たれ、小説20編、詩2首を収め、巻頭に任積「勲i轍煩新的人物綿惟

界（イ鴨川をおく。すでに朝霞叢刊や雑誌間割に発表されたものの同義 22説

校当代文学史は f“文化大革命”が身ごもった鬼子、つまり造反奪権、網整？兵運動、労

働者宣伝隊の進駐、幹部の下放などの賛歌である 23編の作品を集め（符曲》と題した。

この〈符曲》を江背は大いにほめたたえた（中略）〈〈序曲》は後に彼女たちの鎮魂歌と

なり、また彼女たちの陰謀文芸の罪行録となったjと評する問。

『ヰ謝溝火』 1975年8月（索引では［不］と臨D
小説3様（うち番名にもなった時誠的聾火jは黄山茶林場倉苦情且集間創作、本新党藩

事嘩）、映画シナリオ1編、詩1首、一暮譲IJシナリオ1編ロ

『肉瀞き工場 1975年 12月（索引では〔聞と略記）

叙事詩1首、映画シナリオ1輔、小説3編、説灘、ンナリオ2編日

『千秋生~ 19 7 6年4月（索引では［千〕と略記〉

映画、ンナジオ4編B 「千秋業jは解放離を舞台にした映輯シナリオだが、文革後

に反対し、軍を乱し、わが長城〈解放策の上回禽）を壊し、プロレタリア独裁を転寝させて

資本主義を復活させようと金み、“四人組”が党と国家の最高指導権を奪い取らせんが

た吟に反革命の輿論を作ち出そうと企む大毒草で、あるj と批判された（7)0 

(5）訟は）に同じ。文革後の f序曲』批判に、復豆大学・樽顕文 f纂党額額協想曲→平〈持

曲》j人民文学出版掛麟蔀繰『“除謀文接持批叫人民文学出版社、 1978年7月がある。
(6）注（1）に同じ。

(7）孟議輝 f一株反軍蓄し輔寺大毒草…齢判官人邦”策酉畑騨ぢ反動影片仔秋葉号〉」
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第？輩 『朝欝if朝霞議刊Jの執筆者たち

『火，通紅的火』 1976年6月（索引では ωぇ］と略記〉

中編小説2編、轟名と同名の話劇シナリオ1昆

3.雑誌 f朝議』について

雑誌 f朝酸』は1974年 1月20日に創刊号が出され、以後、 1976伴9月20

日まで、 2年 9ヶ月間iこ3・3踏を出版した容出版は f朝霞叢刊j と同じく上海人民出版

社である。

一殻に新しく創刊された文芸雑誌は何らかの文章を揚げて、その雑誌が目指す文科守

な主張や目撲を宣言するものである。だが f朝最lはそういう文芸誌を掲げていない。こ

れについて、翌年1月『朝議J一年の歩みを援り返った文章で、任懐（8）は、こう

ている（則。

「『朝霞i第1期は f脅ljffjの言葉Jなど発表しなかったが、縄出からその役割を果たしている

文章がある。原穣募集案内の「文1t7て革命の闘争生活を描くよう努力しようJがそれであるJ

それでは f文化大革命の関争生活を描くよう努力しようJ（努力反映文イUミ革命闘争生

活〉はどういう文学的主強を展開しているの方、

毛主躍の指示に基づき、党の十回大会の文献は「このような革命は、今後まだ街回も行わな

ければならないjとJ述べている。これはわれわれに、プロレタヲア文化大革命の務神で当面

の脊種の工作を立派iこなしとげねばならない、と呼がかけているのた文学の事業も、党の事

業の一部として必ずこの精神を貫徹しなければならない。繋輔をこめてプロレタヲア文化大革

命の輝かしい勝利を歌い上げ、プロレタリア文イ扶革命の中で次々に現れる新生の鞠を大い

に劃云し、プロレダリア文化大革命の精神棋えた灘普段を作り上げるよう努めよう。予

学形式を通して「このたびのブロレタヲア交化大革命が、プロレタリア独裁を強留にし、

主義の複活を防ぎ、社会主義を建設する上で、完全に必要であり、非常lこ時起こかなったもの

であるjことを示そう。これはいうまでもなくわれわれ築制悼と革命誌甘文学者の光栄な任務

である。

文学をより龍接的に「プロレタリア文化大革命j という政治に奉仕させること、 fプ

口レタリア文化大革命jをさまざまな側面から肯定的に熱情をこめて撞くこと、そのた

めには各分野でこの革命を孝信設する様々な「英雄」を造型すること、これが現店の文学

の任務である9 『朝醸』はそのような作品掲載の舞台として袋許せされる。やや敷街して

出版担論瀬藷議議r陰謀文接持批半叫人民文学的援社、 1978年7月。

(8）文革期の上議労農兵文壇でしばしば重要な評論さと発表するとの事館者は中共上機市委員会の

響嘩グル…ブのペンネームであった。

(9）紅捜「読《朝齢）一年jf学習与振浮lj~ 1975年第l期。
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言えばこの文章はこう読むことができる。事実、 r朝霞Jはそうした作品を掲載しつづ

け、文革期文学の内容を具現：ずる雑誌となったので、ある。

4. r朝霞叢問問副掲載作品題名・執筆者索引凡例

本索引は原則として f朝霞叢刊J• ~朝飯J 掲載作品のうち、小説、散文、随筆、ルポノレ

タージュ、シナリオ、詩歌の苓嘩者と作品題目に限った。従って、愚論や決意表明の類

は採っていない。

と『朝霞Jの作品題詩、事嘩者索引の記載は以下の原期によった。

1. r 1.小説・散文・鑓筆・シナリオJと r2.詩歌Jの2部Iこ分けた。以下の原期

は1、2に共通である。

2.各項目は事法表者名、掲載雑誌・掲載番、作品題目耐震とした口

3.人名はピンイン！！僚とした。

4. w朝霞』掲載作品は何年向期かを r76-SJのように数字でポし、 f朝霞叢帯J掲載

作品は審名を、例えば D芋］のような略記号で示した。略記号については、

2節参怒。

5.小説とぎ載汐おま、諮筆＝ （随培）、（散文〉、挟輯シナラオコ＝（屯影刷本）、話麟シナ

リオロロ（活居むなどで示した。

6.共著である場合は共著者のそれぞれの人名から検索できるようにした。

7.集団創作で人名のない場合は1. 2.の末尾に掲げたQ

8.集団創作で執筆者として署名されている場合は、個人事嘩者として扱い、末尾に集

団建計宇作品の事嘩者であることを示した9
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7 F朝霞叢刊Jの執筆者たち

『朝霞』『靭震叢刊j掲載作品題名・事嘩者索引

1.小説・散文・随筆・脚本

[A] 

文会竹 76-8 「我｛（］什ゑ也不f血（随）

[B] 

波風豪 74-2 r甥「新人J

74-3 「号子瞭亮j （包裕或と共著）

74-11 「新的境共J

75側 6 r場勤」

包裕成 74-3 （迫民豪と共著）

[C] 

三豊志年 76倫 6 ず町佐人” “閑人” J （随）

76側 S 「我是一小兵」（随）

曹関5彊 74-2 r火上加治J

74-7 r主角J （挑忠ネしと共著）

76“S 「抗震救実性来l撒」｛弾演）

曹秋強 76-6 r送捨母校的礼物J （散）

75側 4 r7.k妹子J

r金色的時夏河」（屯影劃本）〔i刃］
除f吉玉 75-7 「帯班的人」

76叫 7 「保代表漁j

捺イを瑞 76削 3 r幼JL国的紳声J

除大康 76需 l 「淡“算紅」（随）

76-4 r光明勾無稽J （鵠）

76“6 F 寝食姑拘”改善神科J （随）

76“S r理想淡J (1関）

除議光 74-8 r鉄道工人之歌J （散）

？十11 f上海阿弥的未来 理想額J （散）

掠美克 76-4 f泥沙解：j （随）

除光 76-1 「新的課題j と

除述之 75-8 f急性子的人J

掠忠和 76”6 f旦i楽演絹之求” J （髄）

捺先法 74-10 r秩田新緑J と共著）

75-12 rH：生似春光J （罵林没と （敷）
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76-1 r米受選清的“代表” J

捺心中 75畑 9 「事諾峰上」（徐一時．林侍平と共著）

除星 75-6 F接班的併芦J

74-3 r¥1甫江犠J （征文）

「滞江潮J

成 r高山尖兵J （大場活剖）［岐］

76”3 rw口把美j

74“7 「撞好J ｛散）

佳洪瑞 74-4 r＿篇掲矛腐的援告J

[D] 

殿群 「林海雪似犠｛」j ［金］
75-1 F日1l.¥

10 r充F者J （湯藤と

76-1 （胡延椙と

ず前述， 遊！ J ［事］

「前遊， 'J ［金〕

76四 4 下降地J （徐根生と

董 76-3 明p河JI

蓋定説 76【？ 「益山紅叶J （散）

設釜法 守王寺和（中篇小潟〉［火］（抜有簿焚稜智と

段瑞夏 74-1 f屯視塔下J

3 r怒肌一上海市批林批孔故三ト巡ネい（特等）

9 r典型友吉一波〈一篇揚矛盾的披告＇.＞ J

11 r上海明，像的来来一理想煩」（散）

75-1 「十年樹人J

？ 「法末是鵠熱的」

76“l r兎革命委員会結員的人J （征文途利）

f特別現余J

rfi故侍大討代ヰ争生活的記議員J （創作体会）［金］

9 r毛主結永通指揮我11ゴ的哉斗J （追悼文）

[F] 

活希平 7ふる r 号」（鴻宏建と

方国平 76-8 r破球的人J 実金成と共著）［学河班露地］

方敏 76嶋 8 「高路人去J （散）

方 r逃攻J ［碧）

f金名的熔炉＇J （大場活樹）［珍］（手柄坤と

方同審 75-2 

学 76-7 「在党擁下J （散）
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7章

（随）r“間不象”析J

r弱力J

76-1 

76由 6

費明通

博北雄

［不］

r将i日坪Y車J

「珍泉J （屯影文学刷本）［珍〕

「不間的眼光J （随）

r1'J.ワド是奴家”到“｛故‘星期王”」（随）

r登山賦J （路）

「仰天期待奇J

rt長春花礼舎をJ

r第一課J ［序］

「第一課J ［金］

改造” J （詰）

r金色的路J （薬常と共著）

「万年脅j

防寒花J （散）

「組奴委員」

「珠水海遠J

76司 8

76-3 

76-4 

76側 4

(G〕

隊

高浩道

爽

カ

竿

雨

宰葛
吉
小
廿 76-2 

76-2 

74-11 

75-3 

7子1

74-3 

谷

願招文

顕或耕

（散）（銭紅春と

「破泳的人J （方盟主粍単慧玉と

74-5 

76-8 

器援庭

［学＞］斑居地］

「浩白的奴単」 （荷主業主奇と

「大海之恥｛散〉［金］

75-8 

（斡源と

(t苔周）（黄柴彰と共著）

「浩自的坂長再J

F工「的主人J

「填湾i日
F理想之歌J ［襲］（郡日と共著）

「工γ的主人J （活関）（賀摺禽と

r牢長J

r事新的i己最一一小活発員白色小講子J （散）（余金鎖

と共著）

r1る灯饗J （散）

「活審黒克江的激流」（散）

r高橋逸嘱J （董纏うそと共著）

r紅旗在投イiゴ心中瓢揚＇J （散）
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7 

8 

胡万春 74-9 

？テ10

花関 76-8 

黄葎住

葉遊捷

黄新心 75-8 

75脚 12

A

V

J

f

O

守
L
r
h
v

ぷ

O

F

3

f

o

ウ

i

勺

t

勺，

z

l
民

鰭

胆

J

治

紅

平

［

季

計

買

江曽櫨 76-1 

2 

江年i者 75叩 8

蒋明察 75-9 

76-4 

蒋小馨 75-3 

7
U
4
g

附

h
J

司

t
，6

6

4

，

6

4

 

伸

発

守

峰

張

該

善

租

江

銭

忠

地
一
世
焦
金
金
金
銭

［し］

郎松源 75-6 

詫 75θ

r衣大費歌J （散）（張克弘金忠強と共著）

r ~I衣兵·~余作者”迭小称号」（髄）

「新人ノトイも

「永不持歩J

f哉地春秘（中篇小説）［剖

r耕新的等号J （髄）

「争ト考J ［朝］

「高親之前J ［金］

f長在屋盟的竹勢」

r可敬的入者ト長寿支路来場的自日夜夜J （散）（蒋

小馨と共著）

10 

「前日当J

F千秋生」（屯影期本〉〔千）

r5.単弓和南広的故事＇J(Jし童文活）

「臥委員j

f写在火室工的楓的吟上J（散）

（散）［金］

｛詰）

「莫把悲安当西安J（髄）

F大海拐計j

r潮央J

「光明霧落」（刻鏑源、と

F套紅的号タ＇＂ J（征文）（施侍年，g長語莱と

F店堂前的紅灯j

r演出前店j

f可教的入れ 長寿支路莱場的自民主交夜J（散）

英と共著）

「i炎“第一” J（槌）

f投卒，諮卒及其セメ鵠）

f伊山的春夫J（屯影期本）［千］

追着朝間ーも馳J （散）

「ー封支持信」（独築購）［不〕

f衣大費歌J（散）（弦克必，胡延楊と共著）

「答tr合間的対侠j

6 

12 

融
制燐

i

杯
涛
一

一
涛
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ぷ
U

1

i

1

，L

F

、Jr
h

V

戸、J

ヴ

i

巧

i

勺

i

奈

木

事

同
州
東

李

李

李

事京成 75-3 

林忠菊 74-8 

称侍半 75-5 

9 

林正文 7十2

75-10 

76“5 

9 

75司 12

76-8 

遺云 76-6 

刻本夫

苅 J11 

対j成浩 74-12 

刻辿云

文言簸玉 74-11 

刻規律 75-9 

76-2 

刻猪諒 75-8 

10 

苅

女lj ~日

刻裁鵠

xtJ増新

刻征泰

76叩 2

75-4 

75-6 

74-9 

74-1 

5 

11 

機耀福 75-2 

74-5 

7 

7章 r鞍霞叢刊』の執筆者たち

f文芝斑里的筑波」

（長篇鍛造載）［朝〕（愈云泉と

「薪的課題J（捺光と

f海ヌ生路J

「金神長鳴＇J ［序〕

「金斡長時!J ［金］

f王各巴姑娘雅嘉J（叶時と共著）
r 

r献給戸山的歌j（散）

f在舵峰山J（散〉（諒心中，徐一喝と

r閃光的空号J

「写者巨額如震火的清民（散）

r五月憶富j

「在戸童的考強面前一等在岩山，半南地震之店J （散〉

［金］

「昔間半月J（散）

f初夏j

f以“列宇笑金” i見起J(鵠）

「Jj＼海鮫J 〔朝］

f第二千春天J（六場説賭， 1973年f参政本）［鍛〕
F磨之歌j（散）

「金沙水拍J（屯影間本）［千］

F迎春的欝花J（散）

r鰐γ簡声j

12 F立春j

f関位j

r女采駒民j

F光明震落J（蒋明徳と

f区革委会的大接~i(数）

F理想之歌J ［朝］（午彫と共著）

r“主人柱”前J （活思U)

f大合u高J（散）

r奔鷺向前J（散）（期勇If弘玄関珍と共著）

「海離郵印J（散）

F上海側，祢的未来理想領.J（散）

「除玉成J（屯影文学期本）〔珍〕

f鯛鰐j

r凌云i

rー住元前的人J
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賠稜紹 74.;1 

陪扇労 76-1 

陪天明

陪振年 74-12 

陪志平 75-6 

路遥 74-5 

74-4 

安迭成 75子

12 
76』 5

7十12

[M] 

毛嬬甫 ？チ6

梅子揺

[P] 

j番公賄患

奨後智

笑天性

鹿兆麟

76-5 

76-7 

76-5 

[Q] 

漆息泰 74-9 

－
A
7
h

’i
 

－
1
1嶋崎

戸、J
r

h

u

ゥ，

z

司
J
E

鯛

74-5 

銭建群 74棚 10

銭世梁 75-7 

常 74-11

r女船長j

f饗葉｛百三火卒兵J（髄）

f脅樹泉J（活麗〉

f火，通紅的火J（四幕i活民主径文逃刊［大］

F揚帆万里j（正幕i吾農tl)［珍］

f杭床大夫j

「退休館一天j

r、江膏春夜J（散）

f野菅途中j

［朝）
「兵~lids話予杯J （散）

信越的壮歌j（散）（呉振穏と

ri地火篇J（散）

r通航告笥j

「議名」

F我和小色檎J （数）（衣場青年三ヲ作）［青］

f真佼排」（随）

r背時歌J(中篇少説）

「故多数i己d（散）〔鞍］
「也淡神詑” J（髄）

F再開落碍竣j

設益法）［火］

F前主投，黄甫江的主人一等自上海市技木革新展覧会的

披告j（張告）

r樹海鉄梼J

r金部品暢杯j（散）

rt簡略的明江

一点字ド余j

f観捷鉄憐J ［序］

「縁関重重j（散）（郭振庭と共著｝

r再掲虎口洋J

「砂粒J（散）（渚饗詰と共著）

76-6 F光明的事此J(散）

「金色的路＇J（顕詔文と
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？ f顎護J の執筆者たち

清明 ［序］

［朝］

部茂中 75－ヲ rtz:値問題J

部侍竪 76-1 「一道考題J

76-9 「不尽的競寺島 施正国と共著）〔学>J斑罷地］
76-8 r5民党畠J（主義君と ［学三3斑園地］（散）

（屯影文学側本）〔碧］

（散）［金］

[R] 

イ壬大震 74側 2 「路」（散）

住関入 75欄 4 「裾議内タ~J （数）

任志高 76-1 「第五十一小学ぬ

訴し 76-1 f社員j

72-6 r春以物抑J

76-8 「破b始ち入、j〈方冨平， と ［学三3斑留地］
76切 5

74-10 F序畠ュ（狂文）

76側ヰ F套室工的号タ~J （征文）（弦福莱， 共著）

r序曲J ［.序］

施方 74司 12 r鼓声」（散）

75-2 「秩英臥長J

5 rw-山荏桧＇J（散）

74叩 8 （征文）

75-4 

ヲ

76-7 r京西南北中J（狂文）

r布告j

「光明的道路バ四落活艶）［珍］

r朝霞j 〔鞍）

敏 74-1 〈叢）

76-1 F椋灯内肉J

［朝］

「胸杯・J ［金］

重量隼議 75・3
「青月 〔朝］

盛慕真 f茶花d（散）（衣場青年三3作）
志蛙波 76-3 「新鮮婦JLJ（征文）
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列、献 74-6 Lj;走、江后浪推前浪」

75-5 「老実人的故事」

12 「窟口」（散）

[T] 

i車留根 75-3 「火花J

唐水明 74-9 「珍珠J（散）（徐京迭と共著）

76-8 「本色」

陶志豪 74-8 r_f走尤伐虎i白
田谷 75-7 r叶正青」

［川

王成君 75-1 「文革捜」

王侍i寺 「早農」（散）（衣場青年巧作）［青］

王蓬 75-9 「俵日」

76-3. 1 「莱苗事件」

王国宋 76-5 「敬礼！五星紅旗』（随）（易志祥と共著）

7 「“換向”償」（随）

王建 74-10 「集大叔」（散）

王金富 74-5 「i式時ね（征文）（王金富，朱其昌，余彰年と共著）

「試恥［序］

王錦園 75-7 「爆竹声声」（散）（愈天白と共著）

王立信 「炊騰的小涼？河」（中篇小i則［故］

王瑛霞 75-9 「冠牢饗」

76-6 「民口」（征文）

王端阻 75-5 「重任在烏」

王小鷹 74-10 「花汗仙住」（散）

王暁元 76-1 「小著和小健」

王修亜 76-4 「小楼風雨」

王振採 75-5 「浪花J

王仲朔 75-12 「百分之百」

王周生 76-3 「展光以遠里升起』（散）

青国隼 75-1 「胞没前進」

E国珍 74-1 「奔騰向前」（散）（周勇｜司，文リ征泰と共著）

8 「明天』（散）

76-6 「泊場勢影」（散）

「城多路上」（散）［金］

美 集 75-4 「流水銭的波湘」（散）

芙若春 75-2 「朝阿升起的肘侯」

美姓昔 「助手」（子嫡坤と共著）［朝］
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美小部 76”8 
果振都 75-,12 

英芝麟 74-2 

笹苅新 75【 3

76-2 

第？

r~~長列守的照片と共著）（随）

r古知的壮歌J（散）（歩述戒と

「在列車上メ散）

r洪腰度骸J

r可愛的年経入ー来自大笑山的按告j
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10 r迎可松'..I（散）

76-4 r只要主文真~ （狂文）

F不来的簿ね［不］

楊穂高 75四 5 r凋春歩J

楊福犠 1も－2 r範大掲的“万宝金者” J

楊輝周 75開 12 f椋静的人J

秘策清 74鳴る r岩克和小平j

楊少去 75”l r負7K弁:.I （小歌艶）

揚議長 74偏 12 r婦生j

75・10 f充芹者J（蓑穂央と共著）

76-8 r金色的水路~d散）

秘文迭 75糊 1 f盈腐初試j

楊学照 74鮒 9 rt介自未的防史J（散）

楊中古 74句？ r＿住充能的人J（楼耀福と共著）

f鉄牛新歌，（独幕智U) ［碧］

挑年 f青春虫丸 ［序］

r背春犠J（征文逃刊）［瞥］

挑建顎 74-7 F起宏閤j

競金コナ r新的括程J(愈去泉と共著）［肉］

挑克明 74”3 r按紅花的那天J（征文）

9 f起設工的手'J（散）

11 r上海明，体的米来一理想、領J（散）

f強紅花的部夫J ［淳］

r踏着震光J［金］

挑膏正 75-3 f老「TR.1
76-9 r老短妹J

期主 74由 1 f虹；鼠兵故旗j（征文）

4 riW史的麗巻…〈戸義次民酉震〉巡ネ勾｛披告）

76-1 r持喋'5J月J（征文逃刊）

F紅豆長哉旗J ［序］

挑忠礼 74拘？ r主魚J（曹関1強と共著〉

叶公党 74・12 r竹林深赴：.1（散）

叶勉 74“S r強権i

7チ1 F榔兵籍J

叶店明 76-2 r次大散tai（散）

貯蔚林 75時 8 r大草塘J

時文芝 74蜘 6 r組関J（散）

叶 噌 75-3 f路巴姑娘雅嘉'J（藤京民と共著）

「金晩J（長篇小滋〈金珠〉迭載）［不］

易系祥 1も・5 F敬礼！五星紅援も（随）（王開架と共著）
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7章 f朝霞』

74-12 「永不惇歩j

合天白 75-2 F高空的肉光J（散）

7 F壕竹声声J（散〉

76-5 （三E錦国と共著）

74-4 

F新的拐程J（挑金才と共著）〔内］

f較量J（長築造載）（李良奈と ［朝］

余方徳 「棉花盛汗J ［金］

76“5 F托謡茨基的臨東和塔斯社的吃活j（髄）

余金銭 74“12 F耕新的t2主主一一小i舌多典的！］＼簿子J（散）（鵠廷繍と

共著）

余彰年 r1式競J（王金富， ［序］

余秋雨 75“7 rt己寸立長委持活（散）

74”11 （散）（狂文）

F宅J ［淳］

予期坤 F勤手；j（異性昔と ［朝〕

「金色的熔炉j（六場活劇）［珍］

水 75欄 5 「うむ了明夫，向前j

76欄 8 （逃文）

雨媒 75-7 「山業紳声j

都後英 75-4 「観匙lJ（沈金祥と

航 74-5 f奈良子ト箇J

7 r内内友光的日方」（散）

柔和平 1も－2 「迫寮新由J（散）

「弓背上的教り出｛屯影文学問本）［不］

東文耀 75-12 「我的家J（散）

[Z] 

3長歩真 76-1 F埠.illL問来j

「高山金妖j（碧）

弦長公 74-11 「最店一小工班j

3長成理 74-6 F会黙焼的石決J（揚代藩と共著〉

3長述邦 76-6 

9 「関改通知」

張道余 74-1 r撞f呆姑女郎
弦民生 75側 12 rJ喪心玖J（数）

7るωヰ （征文〉｛蒋明穂，施侍主幹）

張建中 76-8 F克江花J

政斤天 r ::tE漕虎駅j ［朝］

張克必 76事 7 「衣大喪歌J(散）（胡延擁，金患強と共著）
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ワ
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i
勺

t

揮

柴

隆

敏

秀

議

蒋

盛

蚤

士

、

水

有

弦

張

扱

弦

張

張

ゴも今

車三 輪

組宏元 75-12 

74-10 

A

V

o

o

 

fhu 

w
h
J

ウ

t

宏

海

思

自

一
部
柴
孝

慈

越

魁

期楚年 76-6 

期主真

滞生思 74-10 

桝央兵

周汗 76-5 

罵林没 74-4 

75司 6

76開 3

天 76-1

期待民 76-6 

？チ8
馬勇謁 74-2 

謂勇平 76-4 

7 

朱建平 76-3 

朱茶人 76-4 

朱勤甫 74-3 

朱敏’槙 74-7 

75-1 

9 

「紅色的欝うそJ

「春由尤泉」（六場活愚U)[I刈］

F不尽的航程:J（襲藤治，施正国と共著）（学＞］斑盟地）

r軍不住的光J

「深度j

f甫山鉱梅j

r青時歌J（中篇1J悦）（段茎誌，捷俊智と共著）［火］

「西主i説見桐IJ（散）

f実数度J ［閃）

「杜捧検」（散〉［金］

（屯影鵬本）〈部鞘市創作鎧｝〔千］

「金五本島暢杯J（散）｛桟鋼と

r秩田新緑IJ（諒先法と共著）

「館者療銭以散）

f向戸事搾述筆J（散）〈衣場青年三3作）［青］
f方向j

rJ民脚j ［朝）

「山灯J ［肉］

f大康的朕想J （髄）

r迎着朝予見［青］

r万年月、波涛J

r選小牛和他的小扶｛判［碧］

f大会之龍J（）し童文学）

「浦江岸辞的峨敬一上議市群余歌昧大会“自力更生”

壱場側i日d（披告）
弓又力J

r凡浪里的歌J（散）

「控f立春光J（散）（籍先法と共著）

f忌攻没起之詰J（征文）

r~央苗持《春吉〉」（随）

「賠准点j

f “老管” j

r,j＼主人J

r老歌うそj

f鉄「妃事J

r箆酔狂的弊子J（随）

（随）

12 

r攻

「心中的炉火i

rr-揚件近的供庇点，附《洪産点上〉初積j
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第？霊安 f朝霞』 F朝霞叢刊』

3 

建

昌

明

侍

宏

捜

孔

大

渚

渚

祝

在

r；場附近的供皮点j

r初峨J（中篇小説［火〕

r試航」（王金富，余彰年と共著）［序］

「“盟主ざ号J（罷希平と共著）

f砂粒J（銭世黙と共著）（散〉

「京呆致吹j

「／ト兵辻ぬ

7か6
75-7 

74-2 

7 

76-8 

76-2 

部悠悠 74-10 

75叩 1

左鴻怒 75-6 

4 

「夜車命京｛爆中j

f牧崩勝紅旗」

「公社的春天J（散）

？哉鼓催征急i

F汽牟往郵里芽j

r民乾ーも特j

［集団創作］

74-4 F抗寒的紳子J（活劇）（征文）

［序］

部準装甫〈朝霞界彩〉創作組

r朝霞界彩J（屯霧製本）（朝翰執筆）［千］

《金色鳥時夏汚〉剖作姐集体制作‘

r金色的町夏河J（屯影展i本）［肉］
金山基金主会社82大弘創作担

刊の f海諜新一代J

上海屯影制片「〈赤脚医生〉創作組

〈征求意見本）（鯛）

上議枇影髄片γ重拍〈渡江偵察t2＞創作怨

「渡江偵察i己」（1973年修説本）［靭］

上海jし童芝木間龍、上潟前第二中学集体制作

f一分之争」（独幕jし議朗）［領］

上海JL童芝求問院 〈鎮扶洪流〉創作姐

f領扶洪涜J（七場i吾朗， 1973. 11横出本〉［観］

上議JL童芝＊閥院 「向悶花J（独幕活関）

上海高堺北工「〈碧空万里〉創作担

（独幕間〉

上海戒刷学校

74-6 i正汗化2出（小京刷）

上議戎嵐学院戎刷文学系錦賠寺｝.！主一年設集体制作
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75-6 f新店員」（活刷）

上海造船公司文芝創作姐

「誓思.J（長篇小説〈大海繍路〉迭載）［碧］

中竿造船「‘三姑合”~余創作小組

74-2 「追図」（征文）

「追圏」［序］

2.詩歌

[B] 

吋く夫 74-2 「工人険級怒捧鉄担帯」

演之 74-12 「鷹」

76-6 「吹牛一宰牛」

[C] 

察太志 75-11 「長征路上J

曹恵民 74-2 「全姑盛7干尤江花（朱林と共著）」

柴埼洋 74-10 「献姶領袖毛主席」

莱安 75-3 「江西母来」

除安安 74-4 「春雷」

除イ寺俊 74-2 「火葬孔子和林彪」（張振隼と共著）

除春江 74-5 「五・七大道」

除慧 75-3 「骨肉来情深（成莫愁と共著）

除表委醒 75-11 「突古」

隊旭麓 75-11 「岡夏紀行奈i寺遺棄」（団体涛河）
除賢徳 76-5 「批ヌ日巻起千重浪』

除曇 74-1 「描春手J

除宅真洲 75-7 「十里鯛城芥沸騰」（王農湖と共著）

除祖吉 74-3 「批林批孔共争速写J

4 「万里狂凱務九天J

75-8 「沖鋒歌』

76-3 「勢彩的年経人」

程良順 76-5 「卒｜司批郊液’掠雷」

程仁祥 74-3 「怒涛液液」（成莫愁と共著）

成莫愁 74-3 「怒涛液液」（程仁祥と共著）

8 「在圏ヰ=9t宮J
75-2 「宏侍藍圏北京来」

3 「骨肉情深」（除慧と共著）

5 「把炉火焼得通紅」（集体）
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仇学宝

握合美

戴イニ毅

戴育虹

ヌ号秀雄

了祢友

γ立隼

[F] 

落潮~

語塾程

沼i中d喋

波

[G] 

高畑治

干支

葛元兵

餐

麹

76-8 

1も－7

76-4 

75-8 

75-11 

74幽 S

76“4 

75-2 

74-1 

74側 7

75-12 

76-1 

74-4 

74-3 

74-7 

74側 2

74-2 
76四 8

76-6 

75-7 

？ふ11
76鵬 4

76-3 

76-5 
75明？

11 
74-2 

願根没（法） 74-10 

76-7 

頭行待 75“6 
管張生 ？ふ8
部品薄 74物 2

F哉歌壮j

f把炉火焼得通紅J（集手本〉

「宅中j

r.髄怒声討ヌ~！J ＼平J

f設地通訊j

「勢老紅準的草草主』

りし↑乙征帆故狂瀬j

「台湾人民向北京j

r女龍工j

F千斤瑛j

f遊註学校七周年有感j

f春光賦j

rt寺如』掠雷巻涛声j

f筑路者的故守主j

「是党加足大氏油J

fヱ地指揮部」

F集体戸的夜ir 

r .. 天弓”

「走遊魯迅的故岩j

F峨士和1lu
「不i午係部小平弄fflj卒j

「叱時民云j

「首都民共斗志昂j

「炉前工費j

F欝域支b女主新歌多J

“反L雷”

7軍 F朝霞JF朝霞叢判Jの執筆者たち

「喜治革命樟染板戎制新装J

「火紅年代出英雄一献袷孔突風間五j

F子L，林都是大熊瓜l

123 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



事E成双 75-2 「夜批＜t会話〉一理tl?;小短記事J

[H] 

75-7 r毛主席鍵歩登炉合j

？子11

何娃輩 74-7 

75-2 rp自是祖留一堵塙J

数国斌 75-12 「良神佑ニ000年号” j

胡明海 rr-播貝的活J

r波場的“布谷島”」

韻JR南 74-5 「解放事叔叔打得好j

胡同伶 74-5 F “波地北” j

期永携 75-6 f嫁鋼工一大学生j

？かき r向年頭果.＿i(叙事涛）

f議品茶」

黄i寺一 74-2 F怒持孔者二林抱i

7 「紅旗一議得一葦」

「紅色吾i白［青〕

黄世話 74-3 F強Yうそ」

ヰ

75-11 「寺島j

下車詰老安装J r.誘“花野」［碧］

76-7 r枕幕J

[J] 

賀紹衡 75-11 「公朴憐J

江津宏 76-5 r革命烈火勢更旺j

菱金城 74-11 f人民大会党頒j

75-11 F大潮J

「英雄賦j と共著）［不］

金果！路 ？子11 F省省都有大葉芸~.i<弦京方と

金洪地 74-7 と共著）

金分数 74田 10 f油塔領J

7子11 「樽港J（散文博）

76-4 r言都民共真英堆j

74叩 7 F持活「夜諜J

75-2 「高根強出1
5 rtE炉火燃焼得通紅J（集体）

11 
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？ F朝霞』 の執筆者たち

[K] 

康宅争オ 75“11 

相原 75-7 「紅井」

[L] 

75-11 r金山1TJ

75-11 「台場合，新港湾」

76-8 F保持！ ili村J

李小雨 ？与11 LI;三柾新曲J

李学費 11 「者紅躍的征鞍j

李瑛 75-4 「結右及其龍J

11 「向二000革法牢j

李幼容 75-10 f壮志伊翠汚j

74-5 f渇J

75-8 f鳥豪山放歌j

林後 75－毛 r炊氏 “Jノ－＼一一” 

75-6 r快相手誇禁装握手中j と共著）

苅大祭 76-3 

支ぜ登翰 75-1 「狂額額歌J（弥詔振と共著）

「狂顔合現段J（到、招振と共著）

11 F播秩机」（列、紹振と共著）

刻風隼 76－ヰ F賠台批判会J

刻鵬春 76-6 「明天J(征文）

刻薮 75-11 「拙在哨所唱会東武j 共著）

74-5 r；会革命祥柏戎揺鼓炊呼J

75-4 f把教拳議得更禁一夜i業〈臨ポ与草舎＞J

5 f把炉火焼得通紅」

柳光明 76-5 f端栓哨打開J

~｛皮纏 74-12 fJ:主小伏，

芦さ 75-11 「我唱我｛fl的酎弐i

賠慧珠 76-5 「修正主文騨下探J

洋 74『 3 r酷哉j

9 「銀海経舟j

75-2 fを攻E史的日子盟」

「内光的工号j （期成文 ［！刃〕
陥永関 76“5 「人Jじ所向堆可J

賠志津 76即 8 「草地上的牛信J

路鴻 74-7 「金色的結合j

75-7 f罵中審持会j

11 弓占工領J
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74-5 「大海怠得拍換花j

[M] 

「老木工的心」［碧〕

74-8 「染「新特J

76-2 f高挙先烈的旗mえ前進一勾在人民英雄妃念、碑前j

毛弗奈 76即 4 F牢兵就是革命号j

を扇甫 74-2 「海港放歌j

「忌指揮一老J泡手－?it山行J

11 r全］＞「新i菩j

76-5 「峨1~J

毛震郁 74-10 「架銭工的本l司J

茅暁蜂 74“10 f屯J

74-3 r者大今季的控訴j

譲住民 74-1 

75-8 f “制筋”」

謬惟畏 75叩 3 「白云深娃J

[N] 

｛克 75-11 r捕税者L
子 74-5 「千枝灯火j

p子ムー， 74-11 f乗長成，破万里浪j

75叩 2 r西柏攻J

き r:r巴炉火務得通紅J（集枠）

11 r水多大禦j

牛明通 74-5 F寄寄下多j

[O] 

欧来え 75-11 

[P] 

75鵬 6 F校関「樹うた地新一授闘技大学j

j番ネし和 74-2 f故！丹誠！J

彰友徳 76-3 「山村出夜」

[Q] 

銭倒 74-2 r者首長的故友J

10 「！］＼欽洪大i果j

75句 6 「哉士之歌一写在好八連的征途上j

11 「担帯茜j
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E叫
宛世照 74幽 7 「沸務新姿」

10 「絵図J

75-11 「社社~入臥学大築j

75“6 F学司叔叔幾莞升：j

76-5 r連根伊干浄J

王継問 74-7 r諜捜j

王家林 74-4 f碧海表工Jむi普凱歌j

76-3 r夜訪踊授点j

76-4 「土坑大学J

74叩 10 「 公英j

75-6 「学:s::j冬子分愛憎j

74-10 r火j

？チ7 F鉄人臥伍j

森 74-1 「海港新苗」

75-11 「声声、向室工太ド日

王樹減 74-7 rI人作曲家j

74“4 q：量挙花j

「奔勝的火卒~J ・［碧〕

王銀年 74-2 「鱗域怒火J中芳路（史宝新と

王勇軍 7チ12 f勢社会主文新大学j

75”7 「十皇制城井沸鷺」（除嬢演と共著）

委車 検 74-9 F粉砕林彪裏話平静j

：立霞略 74-2 「喜春海港新イミJ

縄文豪 75-11 r＜イミ薪入〉大合唱歌i司逃J

ヲ主コミ 75-3 r山村農曲J

1も－5 F批郊哉鼓播穂急J

英永福 75“11 「我献祖圏一江賠J

長永遊 74-2 r者臥長j

75-6 F去向稗」

8 可了火曲J

果永枠 75-9 F “rトJゴ，じ~＇グ Jー

76同 4 「参議J

武菰牛 75-2 rp自是認爵ー堵櫨J（何控室と共著）

[X] 

74-2 「濃尖群英会j

75需 8

小路 74-5 「打欝林彪大杯蛋j

制其規 74-2 F千里万弓，車協林髭老巣J
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7章

？ 「部渓襲j

75-4 F光鯨的穫条」

熊尊茂 75-2 F領域卸在群w中J

徐制 ？十10 「畏委会上j

75“11 

76-7 F，在府史的火卒失上一献姶我1f〕待大的党j

徐拝堂 74-7 F夜填入党志悪、持J

宅金如験 74働 1 「杯念暗所j

75鵬 2 f唱者一献姶年軽的経堂机班長j

75訓 5 F把炉火焼得通紅j（集体）

「問機数J ［青］

徐祥 75-11 「雪地媒兵』

徐照詫 75-11 

74-7 rg生手！J的童文程j

徐志鞠 74-10 f工入許姉饗」

徐正秋 75-11 F大江イキ我争上潜j

[Y] 

委 74-4 r13寺如』涼雷巻涛声J（瑞甫と共著〉

戸良苧 75-2 rf昔来月亮当殺禽J

75-1 「第一把手的手j

11 「彩色的拷灰J

75叩 9 rヰ~t己的ザ鋳刀j

揚冬 75-11 「膳焼j

栃梯 76-4 f持喋歩月放歌i

梯杯逗 76-4 「持民新設万里汗j

楊務事I! 75時 6 r峨士之歌一存在好八連的征途上j（銭棋と

74-10 f 冶警告”」

75-11 f写姶母校的告J（挑忠礼と

鏡潟，患 74-2 「我イn把官境或荻J

焼娯吉 11 f治泉i

挑忠礼 ？チ11 （挑美芳と共著）

設淳搾 75-3 「批林批干し打沖鵠j

叶茂 75-12 

叶之謙 75-6 fノト朋友愛蘭菌J

74-5 f学司金主I!年J

余冠雄 74-2 「拙砕孔林菱僻安委j

74-5 「額歎献姶毛主摩j

75-11 f民摘LJ（朱金震と

r閉会吉性京j動［俄）（愛読と
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前亮盆 75-9 「愛岡氏浪的人」

子水 76-4 「送J

子宗イ言 74-10 「亮｜河内的深鈷」

郁俊英 74-2 「日自是革命火卒失」（況金祥と共著）

元輝 76-7 「青春的火花』

東航 「因企剖生利曲」［哉］（余J協君と共著）

東金康 75-11 「建没者的足述」

衰 牢 74-11 「布林的西港的叩！、寸声J

75-10 「宋江祭~蓋J

75-11 「海的回声」

「高歌笑迎満天霞」［青］

[Z] 

張呈富 75-4 「向十六小小将致敬」

張春文 75-11 「涼山月琴」

抜道康 74-9 『紅小兵学焼、鯛」

3長京方 75-2 「祖国航船永向前」

75-11 「我愛迭（？）沸勝的工地」（歌i司）
75-11 「省省都有大業基」（金果l協と共著）

3長京輝 75-3 「在泣顔j

張個室港 76-4 「千宰万弓批右傾」

？長満喜 74目 4 「鋼鉄工人就是鯛」（戸祥熔と共著）

75-6 「新吋代的清道工一俊一位笈貝工人J（唐乃祥と共著）

76-7 「民兵的袷東山（唐乃祥と共著）

張克必 76-3 「在鷹鳴山峰J

5長 廓 75-11 「閃光的日子J

張梅芳 75-11 「泊~歌I

張敏！資 75-8 「工地的路」

75-11 「鼓夙j九検J

張乃清 75-11 「虎失山上看全国」

張店国 75-2 「図姑I生利眼着党』

張秋生 74-5 「雪地汗串串花」

74-9 「展覧会J

75-11 「向阿院里新事多J

5長涛 74-3 「木工樺，革命的接力棒』

3長侍強 75-4 「鯛託銀争ト饗工人医生」

75-11 「出籾紳声」

張発国 76-5 『五星紅旗立云天」

5長振隼 74問 2 「火葬孔子和林彪iJ（除、侍俊と共著）

74-12 「炊衆」
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第 7章 『朝霞』『朝霞叢刊』の執筆者たち

75-9 「卒轍」

75-11 「汗路先鋒」

張正秋 74-12 「清故」

張佐 75-11 「老支持」

越関宏 75-7 「1生利的渡口』

越秋寛 75-11 「喜披貼上貼天安n」

期成文 74-4 「訪奴工人之歌J

75-4 「茶山新歌I

75-5 「把炉火焼得通紅」（集体）

75-10 「金匿一木材日」

「｜刃光的工号」（陪、淳と共著）［肉］

英日莱隼 75-11 r JL歌』

宅中 公買 75-7 「献姶領袖毛主席」

も中 志 76-5 「写在革命ffi史博物情｜寸前j

仲昌佐 75-7 「映紅祖国挫表邦J

周晶浩 75-6 「要治革命学耕音」

周美竿 74-2 「佼！住孔孟笈畔道』

周双喜 75-2 「鯛水，公披，相映紅」

周 涛 76-8 「送披的姑娘」

周銀宝 74-2 「女施牟司机l

74-9 「栓磁」

75-2 「播日向遊宰的占支払

75-6 「在工地上j

周振国 75-9 「在一家小「lつ口」

周志俊 74-9 「加速j

75-10 「崩担刷困」

朱建国 75-6 「扶担帯緊緊握手中J

朱金震 74-1 「不鉄鋼」

74-12 「長安街礼按」

75-11 「民舗」（余冠雄と共著）

「礼根」［青］

「英雄賦J （菱金城と共著）［不］

朱林 74-2 「全枯盛子干克江花」（曹恵民と共著）

朱其昌 75-11 「小将」

朱曙生 75同 11 「四海治家干革命」

朱並夫 74-2 「熔鉄作万剥面皮」
段国年 75-11 「接好革命班」

［集団創作］

蕃瓜弄小学‘紅鋒”理i令小姐
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74-9 rルj品琳、孔j

f以小頂住資子氏j

露脊菌路小学室工小共歌足

75-6 

星火衣場 74-2 
新五会社 75-11 F新五会社民歌造j

楊国公社儲伐小学jし歌組

75-6 「要イ故公社

74♂ 「！咋平林彪黒寓禽j

中隼賭γ七・ニ一文科斑

75-11 

摸関哨j
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第 8章

『解放軍文芸』執筆者索引

本章は文革期刊行の f解放智文芸Jの執筆者の索ヲiである。もともとは作

品題目も搭載する予定だったが、膨大iこなりすぎ予定の頁数を超えてしまう

めに割愛した

『解放軍文芸Jは19 5 1年6月掛刊、解放軍部隊に所属する

の作品発表誌であるが、市販もされている。文革が始まった 66年、全国レ

ベルの文芸誌（『人民文学ふ『文芸報Jなど）はもちろん、各省作家協会傘下

の文芸誌もすべて停刊になったが、『解放軍文芸Jは68年5月号まで刊行を

続けた。 7 1年 11月の『北京文芸Jを皮切りに地方レベノレの文装誌の稜刊

が始まる。 72年 5月、 f解放軍文芸Jも復刊、活動を再開した。

文革期文学の中で『解放軍文芸Jがどういう位置を占めていたかは、一つ

の検討に値するテ｝？である。本紫51はそういう作業を進める際の基礎資料

となるだろう。ただ、本索引には文革突入から停刊まで、つまり 66キから

6 8年までの資料が含まれていない。入手できなかったからである。それを

捕えば、種々の発見があるだろうと忠弘今後の課題である。
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李大我 1976 9 

lan 李徳 1972 11 
さ士承降 1973 12 李徳昌 1972 9 

藍憂 1972 9 李徳君（合） 1972 10 

李風竺（合） 1974 4 

lang 李風瑛 1973 11 

郎保京 1974 5 李芽莱（合） 1976 3 

郎保京 1974 8 李笈楼 1973 12 

李隻楼 1975 9 

lei 李富生（合） 1975 11 
雷楚双 1972 12 李海芥（合） 1973 9 

雷鋒 1973 3 李恒茂 1972 8 

雷火 1975 8 李虹 1973 8 

雷克（合） 1974 7 李虹 1976 4 

雷行雁 1972 12 李洪程 1973 3 

雷野雁 1973 2 李洪文 1972 9 

雷f予雁 1973 6 李洪X 1972 11 
雷持雁（合） 1973 7 李虎 1973 8 

雷持雁 1973 12 李！換民 1974 12 

雷f予雁 1974 3 李恵 1973 11 
雷持雁 1975 李継（合） 1973 12 

雷f予雁 1976 李健藻（合） 1976 7 

雷持雁 1976 10 李建隼 1975 5 
雷小兵 1973 4 李錦 1976 10 
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1975 
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1972 
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1975 

1976 

1974 

1972 

1976 

1975 

1ヲ75

1975 

1ヲ75

1973 

1973 

1975 

1973 

1974 

1973 

日73

8章

李楊撲

李欣

李心部

（合）

李彦清

（合〉

李延生（合）

李実現

李瑛

李瑛

李瑛

李幼容

李智没

李志鵬

李忠致

李忠殺

李怠数

李自強（合）

（合）

liang 
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1975 

1974 

1972 
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1972 

1975 

1973 

1974 

1975 

1974 

1975 

1976 

1975 

1975 

1975 

1972 

1973 

1972 

1973 

1973 

李効

李議

李今蒲〈合）

李久香（合）

（合）

李坤｛合）

李底了

李老扱（合）

李力

挙立民〈合）

李明正（合〉

（合）

（合）

李識彰（合）

（合〉

李欽（合）

李青蜂

李秋

李索中

李靖明（合）

数日寸

李守明（合）

李鉄民（合）

李万庖

｛合）

（合）

（合）

｛合）

（合〉

李先先（合）

李暁侍

李小関

李希凡

李錫喪

李揚燐
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林道元（合）

林芥（合）

林杭生

林錦富（合）

林琳

林山

林仕濡

林韓（合）

林燕霞（合）

林境

林元

林五坤〈合〉

3

6

S

H

9

4

8

 

1973 

1972 

1973 

1972 

1973 

1974 

1975 

ling 

議荷思
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対j暁潤

対j兵民（合）

対j新智

女!J学智

対j耀隼

煎j嬰武〈合）

)(IJ英連

対j檎（合）

知j章夫（合）

~J越（合）

対j増新

~J設（合）

~J兆林

刻兆林

対j兆林

対j兆林（合）

)(IJ振竿

対j振宇

対j禎祥

~J禎祥（合）
対j禎祥（合）

刻禎祥（合）

対j禎祥（合）

)(IJ禎祥〈合）

刻志徳（合）

苅志毅

対j忠信

対j仲瑠

対j子オ

~J作物（合）
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ma 
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弓費民（合〉
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~患泰（合）

弓域

〈合）

（合）

碍増慧（合）

Eb紳磯

弓紳摸改縞

弓捧柴

6

3

6

3

6

 

1973 

1974 

1974 

1ヲ75

1975 

mu 

穆静

穆静（合）

穆静｛合）

穆静

穆静

146 

9
日

8

3

1975 

1972 

1973 

1976 

mao 

毛高朔（合）

毛英

毛英

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



執筆者索引第8章

[ p] 
1

3

H

 

1976 

1ヲ76

1972 

穆静

穆静

穆泉~（合）
守
’
U

戸、J

今、J

1976 

1974 

1976 

pan 

潜灯（合）

嵩嘉峻

播嘉峻

[N] 

10 

工

1972 

1974 

pang 

づ
t
／

O

フe
w
h
J
A
W
J

1973 

1972 

1972 

1974 

1974 

nan 

荻

南哨

南日高（合）

1

9

m

3

6

g

 

1975 

1空72

1975 

1976 

1974 

1972 

peng 

彰彬（合）

蓬勃（合〉

彰齢

（合〉

（合）

Ill 

岱樟林（合） 4 1973 

n1an 

（合）

10 1972 世弄
μ
皮

11 

6

H

5

6

 

1972 

1973 

1975 

197る

1976 

n1e 

豪敬年

豪敬年（合）

蔓立珂

護世捷
混
合

・1
3
n

p
Eロ 4 1976 

pu 12 

12 

1974 

1974 

n1ng 

4 

7

5

9

9

3

3

S

3
口
6

4

1975 

1972 

1972 

1ヲ73

197る

1976 

1975 

1972 

1973 

1ヲ75

1976 

1973 

[Q] 

q1 

漆春生

芥和

チ子平

斉山

。。吋
i
必品
E

A

Y

1ヲ73

1976 

1974 

1976 

IllU 

牛「逃

牛「遊｛合）

牛乾ー

牛小玲（合〉

[O] 

OU 

（合〉

店河（合）

戚釈「

147 

5 

10 

5 

197る

1973 

1976 

1974 

（合）

欧仁・鵠狭竣海

歌仁・鰭狭壌国

比示・

比会三・秋並特曲

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



噌

i
w
h
J

戸

3
2
J
A
V

－J
－
i

今

3
4
z

1976 

197る

lヲ73

1974 

1974 

1974 

1976 

1976 

1974 

（合｝

（合）

翠永隼（合）

曲有濠

曲有源

曲有源（合）

曲宜（合）

O
J
4

ロ
4

8

1

1

日

間

4

1974 

1975 

1974 

1973 

1976 

1ヲ73

1ヲ74

1975 

1973 

1974 

q1an 

銭舗

銭鱗（合）

検松六

銭規（合）

銭学祥

銭学祥

銭治安

前渉

前捗

1

5

U

4

 

1973 

1973 

1973 

1974 

quan 

全太安

qun 

群兵

6

4

6
印

4

1975 

1975 

1975 

1975 

1975 

（合）

｛合）

界良

芥長

界林和

q1ao 

意

9 

12 

Iヲ76

1972 

1972 桑

波

巴

け
。
、
江
俳

M
m
憐

焼

九

U

？
U

A

υ

7

8

H

4

1

9

1

3

2

1

1

4

4

5

9

5

 

1972 

1972 

1972 

1973 

1974 

1975 

1973 

1974 

1976 

1973, 

1976 

1976 

1974 

1975 

1975 

1972 

6 1972 

ren 

佳斌武

｛壬斌武

任斌武

任斌武

任斌武

（合）

（合）

任海薦

住宏鋒

柾紅挙

任紅挙

任良オ（合）

イ壬拝（合）

在尚永

（合）

ヨ援｝短tsiz
《人民自譲｝｛紅

旗》｛解放寧援｝

日

7
日

Z

U

4

5

2

1974 

1973 

1973 

1975 

1974 

1974 

1974 

1973 

（合）

qrn 

灘杏林

秦紳（合）

撃紅

撃紅

5

U

4

9

g

 

1973 

1973 

1973 

1976 

1976 

（合〉

郎継距（合）

仇志海

qIU 

4

3

7

7

3

口

1973 

1974 

1976 

1975 

197る

1975 

qu 

塞琢

麗諜

麗綜（合）

屈虹

148 

qir03
ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked



第 8章 『解放軍文芸』執筆者索引

社沿 沈福氏 1973 5 
《人民日披》《紅 沈福炭 1974 

旗》《解放宰披｝ 沈功（合） 1974 3 
編輯部 1976 6 沈加蔚 1975 3 
《人民日披》 i己者 1976 9 沈巧耕（合） 1975 8 
《人民日披》氾者 1976 9 沈！｜願根 1973 4 

沈)I阪市艮 1973 10 
ruan 沈彫兵（合） 1972 6 
抗生江 1974 8 沈文楓（合） 1976 8 

院t占 1972 10 沈燕（合） 1972 12 
院泊 1973 6 沈英文（合） 1972 7 

沈永宝（合） 1973 4 
[ s] 沈阿部臥供稿 1973 3 
sang 

桑原 1976 7 sheng 

声烈 1974 2 
shan 腔柴 1972 11 
単欽慕 1975 8 

単士航（合） 1974 10 shi 

単座桂 1974 6 石兵 1976 5 

石兵 1976 6 
shang 石峰 1972 11 
尚丁 1974 12 石国仕（合） 1974 4 
尚丁 1975 5 石国仕 1976 7 
尚隼（合） 1973 10 石海（合） 1972 7 
尚P生（合） 1973 8 石海 1975 10 
商錫峰（合） 1974 4 石合吉 1974 3 

石金声（合） 1975 
shao 石群（合） 1973 7 
部長波 1976 9 石！版文 1973 11 
部増虎 1972 6 石)I匝文（合） 1975 
部増虎（合） 1974 3 石！！原文 1975 11 
余樹森 1972 11 石＂版文（合） 1976 6 
余樹森 1973 6 石瓢（合） 1972 10 
余樹森 1974 5 石湾 1974 10 

石湾（合） 1975 5 
sh en 史武 1972 11 
申楓 1973 3 石朔宰 1972 6 
申楓（合） 1975 2 石学海（合） 1972 5 
申増旺（合） 1976 9 石一歌 1972 12 
申建宰 1975 11 石宇声（合） 1974 7 
沈福皮 1972 6 施大畏 1974 11 
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施誌宗 1976 （合） 1975 
猪口絵（合） 1975 9 （合） l争75 5 

1972 12 （合） 1972 5 

施紹授 1976 2 1975 11 

施士久 1972 11 宋文竿 1976 も

史問 1976 6 宋小勇（合） 1975 8 

吋永福（合） lヲ73 2 宋協克（合） 1975 9 
対永福（合） 1974 12 宋辛（合） 1975 3 
対永福（合） 1976 宋新英 1974 10 
肘永襟｛合） 1976 5 1973 5 

姉紳 1974 ？ 

SU 

shu 1974 
（合） 1972 9 1973 4 

樹椴 1976 亦文（合） 1975 7 

樹摂 1976 3 亦文励 1976 10 

喜子鼎云 1975 3 五三3 1973 10 

野林（合〉 1975 7 泰三3 1974 2 
静平（合） 1975 9 三三友 1975 11 

舎予牒 1973 4 1972 12 
喜子展（合） 1974 12 

（合） 197る 4 Sill 

1974 9 1974 10 

1974 4 i者自吏 197る

求元 1975 5 

sun 

Sl 弥常文 1973 6 
思付 1972 7 弥成武 1975 4 
患付 1974 11 到、成武 1976 8 

悪材 1975 2 1973 

1976 2 1973 

1976 1974 も

（合） 1972 7 （合） 1976 8 

（合） 1972 6 封、菌妓〈合） 1975 4 
忠文（合） 1973 8 弥洪泉 1975 8 
可士士星 1974 ？ 弥建忠 1975 12 
可軒（合） 1972 ら 弥景瑞 197る 8 

目、克強 1975 4 
song 主l＼米盛 1976 
宋百和 1976 5 jtj＼藩鱒（合） 1973 4 
衆文 1974 6 到、議敏〈合〉 1975 3 

1975 3 1972 8 

1974 ヰ （合） 1973 4 
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予：ト向賠〈宛） 1975 8 田成任 1975 9 
列、選（合） 1975 8 田光曲（合） 1975 工
予宇治珊（合） 1976 7 昌 1975 11 

日臨良（会） lヲ75 2 
[T] 間間良（合） 1975 4 
tan 自彊良 1975 11 
i護尚縫 1975 11 田富長（合） 1976 3 

田 1975 3 
tang 間 1976 2 

（合） 1972 8 部文 1争73 9 
1974 3 国永昌｛合） 1975 8 

唐俊 lヲ76 3 （合｝ 1976 3 
意惟務（合） 1976 ヲ （合） 1974 6 

lヲ75 11 1号？も 10 
（合） 1973 11 
（合〉 1974 5 tie 

湯！］＼銘 1972 9 教寧 lヲ72 8 
鴻！］＼銘（合） 1974 5 （合） 1973 8 
渇旭（合） 1974 10 鉄道兵某部~余創

作怨整理 1973 12 
tao 鉄道兵某郎~余蜜
胸影燕 1975 2 侍臥 1ヲ74 2 
陶彰燕 1975 6 

1975 8 ton慈

円76 10 1973 6 
絢嘉善 1972 11 童疎（合） lヲ73
海嘉善 1973 12 嚢告文（合） 1976 4 
褐説 1972 7 
陶連平（合） 1975 9 tuo 

鞠泰忠 1974 2 托合提・

階泰忠 1974 4 （合） 1976 ？ 

陶泰忠 1975 

淘泰忠 1975 5 [W] 

縄泰忠 1976 4 習rang

万平（合） 日72 6 
tlan 1975 5 
国軍抗議 1976 4 （合） 1974 も

自 1972 11 （合） 1973 9 
田成仁（合） 1973 5 ｛合） 1ヲ75 7 
田成任 lヲ74 3 玉乗伶 1972 6 
日成任 1974 ？ 王春茄 1974 3 
田或任 1974 10 王込 1ヲ75 12 
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8章 f解放議文芸J執筆者紫号i

新培 1974 4 徐希〈舎） 1973 10 
欣声 1973 4 徐希（合〉 1974 3 

徐学旺（合） lヲ73 12 
Xlng 徐英点（合） 1975 6 
耶チ干出〈合） 1975 7 徐時く齢 lヲ72 11 
部氏側（合） 1973 9 徐元明 1973 9 
那氏関（合） 1974 徐章生（合） 1974 11 
部汝鉄（合） 1974 1 （合） 1976 5 
邪述安 1ヲ72 10 徐志述（合） 1975 5 
邪ヰ3第 1972 ？ i午天雄 1ヲ73 2 
務万生（合） 1975 8 許徳講〈合） 1976 10 
邪暁誤 1975 6 i午京醇（合） 1976 7 

iキ莱初（合） 1975 7 
x1ong 子子調泉（合） 1975 6 
熊林林 1975 も 許新学 1972 10 

許膝 1975 
Xl 許信柱（合） 1972 9 
題懇 1975 10 1973 8 

XU xue 

徐涼泉（合） 1972 5 醇間 1ヲ74 ヰ

徐諒泉（合〉 1972 12 〈合） 1974 ？ 
徐諒泉 1973 欝家形｛合〉 1972 11 
徐恩志（合） 1973 10 醇敏（合） 1ヲ75 7 
徐部 1973 12 静其晴（合） 1975 
徐「娠 1976 5 辞楊祥 1975 10 
徐関中（合） 1973 12 学存（合） 1974 9 
徐菌竣画（合） 1976 4 1973 11 
徐海京 1975 11 
徐海生（合） 1973 5 [Y] 

徐建助（合） 1976 2 yan 

1974 12 開伯謙｛合） 1975 3 
徐明纏 1975 6 関長林 1976 10 
捺然（合） 1973 阿世宏 1975 11 
徐模 1973 12 関樹鵬 1972 号

徐升陵 1973 1973 2 
徐升穣 1973 2 ｛萄撮憐 1ヲ74
徐太閤（合） 1972 11 間作文 1973 6 
徐太盟（合） 1973 1む 延松 1975 10 
徐太霞 1975 7 持粛 1973 
徐挺 1974 3 1974 8 
徐希（合〉 1973 6 戸友人（合〉 1975 5 
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明（合） 1972 8 楊墨火 lヲ75 4 

伴振祥 1974 11 楊星火（合） 1975 8 

F援祥 197? 8 楊秀Ill令 1974 

Fti舎中 1973 2 iヲ73 9 

1974 7 扮学泉（合） 1ヲ74 12 

1975 3 揚学泉 1975 6 

楊学構（合） lヲ73 5 
yang 楊以山 1975 11 

楊成武 1975 12 （合） 1973 9 

（合） 1975 9 務五発 1975 10 

楊村 1972 6 楊再議 1973 ヰ

梯徳林（合） 1973 11 栃洋明（合） 1973 12 

楊徳祥（合） 1972 5 務譲林 1976 ？ 

務得志 1975 11 （合） 1975 10 

楊法壇〈会） 1973 2 ネゐ紳 1972 12 

格福林｛合） 1976 5 

楊「牢（合） 1973 5 yao 

楊愚大 1976 ヰ 挑会主務〈合） 1975 4 
拐、海燕 1973 6 挑災石（合〉 1972 6 

場紅刺（合〉 1976 銚明（合） 1975 11 

梼建牢（合） 1972 12 発出壁 1973 11 

楊津寵｛合） 1972 12 発山 1975 12 

楊景亮（金｝ 1976 4 挑うそ塘 1975 8 

務金持 1975 9 1972 8 

揚力舟（合） 1974 2 挑振起 1973 1む

物構本本 1974 12 

楊孟年 1973 3 ye 

揚構楽（合） 1975 1ヲ74 10 

楊講「 1972 6 1972 6 

梯尚壷 1975 12 叶茂康 1974 10 

梯姓莱 1973 10 叶欝（合） 1976 6 

続万青 1ヲ76 ？ 叶巧題 1972 6 

楊開宇 1975 2 叶蔚林 1974 7 

1975 11 叶文補 1972 5 

楊関宇（合） 1976 8 叶文福 lヲ73 4 

紡先文 1974 4 叶文福 lヲ75 3 

梯小敏 1ヲ74 2 叶暁山 1975 11 

弱小敬（合） 1974 5 持子敢 1974 11 

楊小数（合） 1975 11 叶廷諜 1975 7 

1972 8 叶雨（合〉 lヲ72 6 

務星火（合） 1972 12 叶這均（合） 1974 8 

務星火 1973 8 

楊星大｛合） lヲ73 12 Yl 
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弦籍良（合）

政登魁

弦主筆魁

弦登魁

弦議離

5長経魁

弦登魁

弦議武

弦穂雄｛合）

（合〉

良

？校友良

枝民朝｛合〉

弦民朝（合）

弦民錐

校光本（合〉

弦「金

弦「金

弦「平
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1974 

1973 

1974 

1975 

1976 

1974 

1975 

1976 

1975 

第8

球勢昆

弦饗廷

弦勢廷（合）

弦楼廷

政撰廷（合）

弦援福

弦意見（合）
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ぷ

υ
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h
J
寸
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i
1
1
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J
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υ
A汁
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Q

ノ
ミ

d

1973 

1974 

1975 

1973 

1972 

1973 

1975 

1972 

1974 

1974 

1973 

1974 

1976 

1972 

1974 

1975 

1ヲ74

1ヲ73

1973 

1974 

1974 

1975 

1973 

1974 

1974 

1972 

1ヲ75

1975 

1975 

1975 

1973 

（合）

zhao 

魁蔀隼（合〉

越長犬（合）

（合〉

違法光涛

起貴忠

起糞忠

走法海峰

魁建山

越建元

越宰

起i竣防

組竣訪

魁藤元〈合）

越克林

越達成

甲改編

甲改錦

魁連甲

越達甲

走三連平（合｝

起本ト初

越本ト初

越少竹

走三樹嚇（合）

起7Jく明
定義文元（合）

魁祥明（合｝

走基地tHH合）
越政民
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1976 

1973 

1973 

1973 

1974 

1976 

1975 

1976 

1973 

1973 

1973 

1ヲ75

1973 

1976 

1975 

1976 

1975 

1975 

1975 

1973 

1975 

197る

1976 

1972 

1973 

1974 

1974 

1973 

1974 

1976 

1972 

1973 

1974 

1975 

1973 

1974 

1976 

1972 

1973 

1975 

1974 

1973 

抜本ト夫〈合）

弦岐

弦強（合）

弦勤

弦勤

ヲ長勤

弦渠（合）

弦全輯

（合）

弦汝フ奇

抜姓113

政世凱

弦土襲（合）

弦：諒（合）

？長柄歓

張湖南

弦嵩山

弦蒜（合）

弦天民執筆

技開森

弦主主E
g長文薪（合）

弦文玉（合）

球完正

弦密林（合）

きま信

弦新安〈合）

（合〉

弦雅歌

技種歌

弦雅歌

弦雑歌（合）

弦永校

技永投

弦永枚

張永太

弦玉洲（合）

張費毘
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進法志隼 1973 11 紳愛群 1972 5 
魁志尤（合｝ 1ヲ73 5 紳寒 1972 7 
越志敏 1976 8 勢寒 1974 12 
越志柴（合） 1975 5 〈合） 1975 10 

｛合） 1973 12 （合〉 197る 8 

1973 10 紳庖昌 1975 8 

幹声（合） 1972 10 

zhe 併問 （合） 1975 9 
哲中 1972 12 紳甥 1974 5 
哲中 1973 5 紳志祥（合） 1976 3 

1ヲ76 3 仲イ事方｛合） 1972 5 

仲央泉 1973 2 
zhen 仲兆中（合） 1974 6 

1974 10 〈合） 1974 2 

1973 12 余文 1973 ？ 

余之 1974 
zheng 

期或文（合） 1975 ？ zhou 

期赤騰 1973 3 周楳竿 1975 10 

期赤騰 1975 5 潤城 1973 4 
鶏赤麗（合） 1976 3 j海道清 1972 11 

期赤麗 1976 5 周鶴 lヲ75 5 
期3治薮 lヲ72 5 罵虹共 1972 9 
美手荷 1975 10 1976 8 

期掠盛 1975 12 （合） 1972 5 
期坤祥 1974 4 周性利 1975 12 
海語 1974 5 題JI韻倒 1976 9 
美事懇（合） 1974 5 （合） 1975 
海開京 1ヲ73 10 周鉄人 1亨73 7 

1973 5 期鉄人 1975 4 
海文 1973 題鉄人 1976 ？ 

期文科（合） 1974 6 周当 1973 11 

期向次（合〉 1973 9 周尚 1973 11 

期向投 1976 2 膚尚 1973 11 

鶏作員（合） 1974 2 潤高 1973 11 

征年〈合） 1972 9 周学孔 1972 10 

理学生 1973 3 
zhi 1975 9 
志方〈合） 1976 9 1975 11 

志、北（会〉 1972 9 周永家（合〉 1976 
支祖山 1974 3 題永祥 1975 さ

（合） 1974 11 

zhon冨 屑京設 1ヲ74 10 
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ZOU 

玉（合）

部仲平

11 
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1972 

性
o
朝

凡

羽
左
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4 

11 

1ヲ74

1975 

左建跡
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日

5

6

8
日

7
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口
7

7

H
ぬ

1

2

5

7

2

7

7

6

7

U

口
4

4

ロヲ
6
日

1974 

1975 

1976 

1973 

1ヲ74

1972 

1976 

1976 

1973 

1976 

1975 

1975 

1975 

1976 

1973 

1973 

1973 

1974 

1ヲ74

1976 

1974 

1975 

1975 

1972 

1973 

197る

1975 

1976 

1972 

1972 

zhu 

（合）

朱綱初

朱純一

朱春浮原作

朱光斗（合）

朱光斗（合）

朱光ヰ

朱光機（合）

朱谷忠（合）

朱併（合）

（合）

朱径通

朱笠通〈合）

朱弄法（合）

朱乃正

朱始俊（合）

朱悲逃

（合）

（合）

朱万春（合）

朱並南（合）

朱永枯（合）

朱允大

朱援声

忽huang

忠正隼（合） 3 1976 

zhuo 

卓莱（合） 3 1974 
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